
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説若

　
　
林

洋
　
　
夫

一二
は１

〈
目
　
　
次
Ｖ

じ
め
に

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
の
時
期
１
１
段
階
区
分
と
経
済
地
理
学
的
地
域
類
型

産
業
資
本
確
立
期
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
の
構
造
的
特
質
と
石
炭
鉱
業

　
主
要
産
業
分
析

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

農
業

繊
緯
工
業

製
　
鉄
　
業

造
船
業

機
械
工
業

化
学
工
業
お
よ
び
関
連
工
業

鉛
　
鉱
　
業

鉄
鉱
山
業

石
炭
鉱
業

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説

（
若
林
）

八
三
（
一
〇
七
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
　
　
　
　
　
２
　
小
　
括

　
　
　
　
　
三
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
の
重
（
化
学
）
工
業
的
発
展
と
石
炭
鉱
業

　
　
　
　
　
　
－
　
主
要
産
業
分
析

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
農
　
業

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
重
工
業
１
（
鉄
鋼
業
）

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
重
工
業
皿
（
造
船
業
・
機
械
工
業
）

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
化
学
工
業
お
よ
び
関
連
工
業

　
　
　
　
　
　
　
（
５
）
　
石
炭
鉱
業

　
　
　
　
　
　
２
　
総
括
的
分
析

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
一
八
六
一
年
の
成
人
男
子
の
地
域
類
型
別
主
要
産
業
就
業
人
口
構
成

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
一
八
九
一
年
の
主
要
都
市
の
就
業
人
口
構
成

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
地
域
類
型
別
人
口
動
態

　
　
　
　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

（
一
〇
七
二
）

は
　
じ

め
　
に

　
私
は
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
～
産
業
資
本
確
立
期
を
中
心
と
し
た
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
鉱
業
の
全
体
構
造
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ち
基
礎
過
程
か
ら
政
策
立
法
過
程
に
至
る
総
過
程
を
研
究
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
田
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る

石
炭
鉱
業
の
黎
明
期
か
ら
産
業
革
命
期
を
経
過
し
、
さ
ら
に
少
た
く
と
も
一
八
八
○
年
代
に
至
る
ま
で
¢
炭
鉱
の
企
業
経
営
規
模
◎

先
進
技
術
の
開
発
・
導
入
・
普
及
　
　
と
く
に
機
械
化
の
展
開
お
よ
び
　
近
代
的
た
経
営
管
理
組
織
の
発
展
と
資
本
に
よ
る
坑
夫
の

直
接
的
指
揮
・
監
督
の
確
立
等
に
お
い
て
傑
出
し
た
地
位
を
占
め
て
い
た
か
ら
に
他
た
ら
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
私
は
、
こ
れ
を



踏
ま
え
て
、
産
業
資
本
確
立
期
に
お
げ
る
イ
ギ
リ
ス
石
炭
鉱
業
全
体
の
構
造
と
初
期
鉱
山
立
法
お
よ
び
炭
鉱
労
働
運
動
の
歴
史
的
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

格
の
分
析
を
試
み
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
私
は
、
以
下
の
よ
う
な
論
点
に
着
目
し
か
っ
索
出
的
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
従
来
の
わ
が
国
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
研
究
の
領
域
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
展
開
と
産
業
資
本
の
確
立
が
ラ
ソ
カ

シ
ャ
ー
綿
業
地
域
を
基
軸
と
し
て
達
成
さ
れ
、
か
っ
そ
れ
と
の
直
接
の
関
連
の
も
と
で
羊
毛
工
業
や
製
鉄
業
・
機
械
工
業
等
が
間
題

と
さ
れ
た
限
り
で
は
、
特
異
た
地
域
的
位
置
を
占
め
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
は
石
炭
鉱
業
の
み
な
ら
ず
こ
の
地
域
全
体
ガ

忘
却
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
急
速
な
産
業
的
１
１
鉱
工
業
的
成
長
を

開
始
し
、
就
中
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
か
ら
第
一
次
大
戦
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
重
（
化
学
）
工
業
地

帯
と
し
て
君
臨
し
、
　
”
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
の
繁
栄
〃
（
”
パ
ヅ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
ヵ
〃
体
制
）
の
最
大
の
利
益
享
受
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
総
括
的
に
ー
み
て
、
第
一
次
大
戦
ま
で
の
最
先
進
国
（
一
八
八
○
年
代
ま
で
の
「
世
界
の
工
場
」
か
ら
八
○
年
代
以
降
の

「
世
界
の
銀
行
」
へ
の
推
転
が
あ
る
に
せ
よ
）
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
確
立
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
産
業
（
構
造
）
史
の
基
本
線
の
中
に
北
東
イ

ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
を
正
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
な
し
に
、
　
”
バ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
〃
体
制
の
興
隆
と
没
落
を
説
得
的
に

は
説
明
で
き
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
第
一
の
論
点
と
関
連
し
て
、
あ
る
意
味
で
常
識
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
が
、
地
域
産
業
（
構
造
）
史
を
分
析
す
る
場
合
、

域
内
埋
蔵
鉱
物
等
の
原
燃
料
資
源
の
賦
存
状
況
と
当
該
地
域
の
経
済
地
理
学
的
位
置
に
改
め
て
止
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た
着

目
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
限
定
し
て
指
摘
す
れ
ば
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
は
あ
ら
ゆ
る
炭
種
の
豊
富

な
石
炭
と
優
良
な
鉄
鉱
石
が
賦
存
し
、
か
っ
北
海
に
接
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
有
利
な
地
理
的
位
置
に
あ
る
こ
と
が
、
北
東
イ
ソ

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
一
〇
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
一
〇
七
四
）

グ
ラ
ソ
ド
重
（
化
学
）
工
業
の
展
開
と
蓄
積
（
市
場
）
基
盤
を
決
定
１
１
条
件
づ
げ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
本
稿
の
課
題
は
、
従
来
の
石
炭
鉱
業
史
研
究
の
成
果
の
う
え
に
、
産
業
資
本
確
立
期
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
期
を
中
心
と

し
て
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
の
史
的
展
開
の
基
本
的
輸
郭
を
確
定
し
、
そ
の
中
に
石
炭
鉱
業
の
存
在
意
義
を
位
置
づ
げ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
拙
稿
「
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
彩
態
　
　
北
東
イ
ソ
ク
ラ
ソ
ド
石
炭
独
占
の
歴
史
的
性
格
　
　
」
Ｈ
，
Ｏ
、

　
　
　
　
臼
、
的
、
（
五
・
完
）
、
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
十
四
巻
第
五
・
六
合
併
号
（
昭
和
五
十
一
年
二
月
）
、
第
二
十
五
巻
第
二
．
三
号
合
併
号

　
　
　
　
（
昭
和
五
十
一
年
八
月
）
、
第
二
十
六
巻
第
二
号
（
昭
和
五
十
二
年
六
月
）
、
第
二
十
七
巻
第
一
号
（
昭
和
五
十
三
年
四
月
）
、
第
二
十
七

　
　
　
　
巻
第
二
号
（
昭
和
五
十
三
年
六
月
）
。

　
　
（
２
）
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
石
炭
鉱
業
と
初
期
鉱
山
立
法
　
　
一
八
四
二
年
『
児
童
雇
用
委
員
会
』
報
告
と
ア
シ
ュ
リ
ィ
法
案
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
、

　
　
　
　
前
掲
誌
、
第
三
十
巻
第
二
号
、
（
昭
和
五
十
六
年
六
月
）
、
同
「
イ
ギ
リ
ス
初
期
鉱
山
立
法
と
炭
鉱
労
働
運
動
　
　
一
九
世
紀
中
期
に
お
げ

　
　
　
　
る
婦
人
・
児
童
保
護
お
よ
び
炭
鉱
保
安
立
法
を
め
ぐ
っ
て
」
、
川
本
和
良
・
大
月
誠
・
肥
前
栄
一
他
編
『
比
較
杜
会
史
の
諸
問
題
』
未
来

　
　
　
　
杜
、
一
九
八
二
年
九
月
刊
（
予
定
）
、
所
収
。

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
の
時
期
Ｈ
段
階
区
分
と
経
済
地
理
学
的
地
域
類
型

　
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
開
始
以
降
玩
代
に
至
る
ま
で
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
地
域
産
業
史
は
、
こ
の
地
域
を
研
究
し
て
い
る
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

史
家
マ
ッ
コ
ー
ド
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
も
明
確
に
規
定
さ
れ
る
三
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。

　
第
一
段
階
は
、
一
七
六
〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
頃
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
農
業
基
軸
型
産
業
構
造
か
ら
石
炭
鉱
業
を
中
心
と

し
た
鉱
工
業
基
軸
型
産
業
構
造
へ
の
緩
慢
た
推
転
期
で
あ
る
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
遅
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
以
降
、
ノ

ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
、
ダ
ラ
ム
両
州
が
単
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
だ
げ
で
な
く
相
対
的
に
独
立
し
た
統
一
的
な
地
域
経
済
圏
（
両
州



西
都
の
ヵ
ソ
バ
ー
ラ
ソ
ド
と
の
州
境
地
域
を
含
む
）
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
か
か
る
地
域
経
済
圏
を
形
成
す
る
う
え
で
規
定
的
役
割
を
果

し
た
の
が
、
一
方
で
は
産
業
構
造
的
に
は
石
炭
鉱
業
で
あ
り
、
他
方
で
こ
の
地
域
を
統
一
的
経
済
圏
た
ら
し
め
た
ば
か
り
で
な
く
域
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

諾
経
済
圏
か
ら
の
孤
立
性
を
克
服
さ
せ
た
河
川
・
海
上
交
通
の
改
良
、
蒸
気
力
鉄
道
網
の
成
立
や
全
国
的
通
信
手
段
の
発
展
で
あ
る
。

　
第
二
段
階
は
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
大
戦
直
後
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
イ
ギ
リ
ス
で

最
も
重
要
な
重
（
化
学
）
工
業
地
帯
に
ー
転
化
し
、
未
曽
有
の
経
済
成
長
に
ー
よ
っ
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
”
繁
栄
〃
を
最
も
多
く
享
受

　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

し
た
地
域
と
な
っ
た
。
そ
し
て
第
一
段
階
末
期
か
ら
第
二
段
階
初
期
に
か
げ
て
統
一
的
地
域
経
済
圏
の
中
に
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
１
－
ノ
ー

ス
・
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
の
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
南
部
地
域
・
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
丘
陵
地
域
を
包
摂
し
て
い
た
。

　
第
三
段
階
は
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
の
時
期
と
い
わ
れ
る
。
第
一
次
大
戦
に
よ
る
”
バ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
〃

体
制
の
名
実
共
の
崩
壊
の
な
か
で
、
少
数
の
輸
出
志
向
型
重
（
化
学
）
工
業
都
門
に
依
存
し
た
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
大
戦
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

は
国
際
競
争
力
を
失
い
、
第
二
段
階
と
は
反
対
に
．
イ
ギ
リ
ス
で
最
大
の
構
造
的
失
業
地
域
の
一
つ
に
１
暗
転
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
開
始
以
降
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
は
、
以
上
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ
、
ま
た
か
か
る
三
段
階
を

貫
ぬ
く
共
通
点
も
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
主
な
対
象
時
期
の
一
っ
で
あ
る
第
一
段
階
を
中
心
と
し
て
も
う
少

し
詳
論
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ブ
・
リ
ー

　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
ハ
ウ
ス
の
経
済
地
理
学
的
分
類
法
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
一
年
～
一
九
一
一
年
に
ー
関
し
て
四
類
型
の
小
地

ジ
ヨ
ソ

域
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
－
図
参
照
）
。

　
第
一
小
地
域
は
農
村
・
農
業
地
域
で
あ
り
、
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
州
の
大
部
分
を
占
め
る
Ａ
…
中
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
、
Ｂ
Ｈ

ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
渓
谷
、
Ｃ
ｌ
Ｉ
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
沿
岸
お
よ
び
Ｄ
ｌ
ー
チ
ェ
ビ
オ
ッ
ト
（
毛
の
厚
い
優
良
種
１
ー
チ
ェ
ビ
オ
ッ
ト
種

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
一
〇
七
五
）



型類域地的学理地麟
咋

のドソ
一
フ

グソイ東北図－第

１
１
９

－

４
１

１
８

立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
山
序

　
　
　
沿
　
　
　
谷
谷
　
　
　
　
　
日

　
ド
谷
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炭
　
　
田

　
ソ
渓
ン
　
　
託
部
　
　
　
域
　
炭

　
ラ
ド
ラ
　
域
北
南
　
　
　
流
地
ド

　
パ
ソ
パ
　
地
圏
　
ド
　
地
下
台
ソ
　
ゥ
流
流
ド

域
ン
ラ
ソ
ト
存
ン
　
ソ
　
台
・
部
ラ
域
上
下
ソ
地
畔

地
サ
パ
サ
ツ
併
イ
〃
ラ
域
部
上
西
パ
地
畔
　
ラ
低
河

業
一
■
一
オ
糞
ナ
　
ヴ
地
東
河
北
ン
業
河
〃
一
ズ
ズ

農
ノ
サ
ノ
ピ
艘
ぺ
　
一
簑
ム
７
ム
サ
エ
ン
　
ダ
一
一

か
炉
貸
か
燗
〃
川
撒
７
ク
か
川
”
訂
わ

Ｈ
山
肌
、
肌
Ｈ
ぺ
町
、
Ｈ
女
、
レ
ｖ
臥
以
竈

　
　
　
　
、
“
忙

い
・
．

－寸ツンオクツ

・
べ
・
．
１

　
　
／

　
　
＾

　
　
ツ

一
．

一
　
・

、
．
．
滋

１
．
柵
．

　
ン

　
ェ
　
ス
ド

　
ズ
一
　
ヅ

　
ル
ワ
ヘ

　
一
　
一
　
ツ

　
オ
　
ユ
イ

　
ウ
ヒ
ゲ

ＡＷ
Ｗ
Ｈ
Ｇ

ホ

　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
ス
レ

　
　
　
　
海
・
ノ
一
、
．
以
Ｂ

　
　
　
　
　
　
穴
シ
マ

　
　
　
　
　
イ
．
シ
ゥ

ン
　
　
　
ツ
ク
ィ
・
、
卜

一
一
ノ

．
１
一
．
：
一

　
ン

　
一
フ

Ｃ
一

ｗ
タ

　
ン
‘

一
ノ
．

、
舳

ントン

髪

　
皿多

ノ

ルーブルトー
、

八
八
（
一
〇
七
六
）

　
．
ン
ツ

リ
Ｄ
ン
．

ク
八
・
．
リ

　
　
’

　
ダ
　
河

　
　
ー
ズ

　
テ
ィ

レフイマ

一
ノ

の
羊
の
原
産
地
）
の
四
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第
二
小
地
域
は
鉱
業
・
農
業
併
存
地
域
で
あ
り
、

蒲
河
慧

；
ノ

ト’

，
／

，
」↓

ナー

’
、

一
２

ク
０６ｓ３〃ｏｚ２乃６〃○

伽舳
ｏ
”〃舳

用

．
励
借

〃
り

％
よ

Ｐ
５

：
”

〃
・

〃
び

閑
〃

Ｅ
吻

〃
０

〃
ゐ

ｓ
　
〃

ｏ
“

岨
助

肋
加

〃
ｗ

ｗ
〃

ら
〃

蝸
２

肋
伽

ｗ
舳

｝
．
・
。典出

ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
・
ダ
ラ
ム
両
州
に
ま
た
が
っ
て
西
端
に
位
置
す
る
Ａ
１
１
北



部
ペ
ナ
イ
ソ
圏
北
部
渓
谷
お
よ
び
Ｂ
ｌ
ｌ
北
部
ペ
ナ
イ
ソ
圏
庸
部
渓
谷
に
わ
た
る
鉛
鉱
業
と
農
業
の
併
存
二
地
区
と
ノ
ー
ス
ニ
フ
イ
デ

ィ
ソ
グ
北
東
部
の
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
丘
陵
の
鉄
鉱
山
と
農
業
と
の
併
存
地
区
で
あ
る
Ｃ
ｌ
ー
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
．
　
●
　
■
　
●
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
フ
ラ
ト
ー

　
第
三
小
地
域
は
石
炭
鉱
業
地
域
で
あ
り
、
Ａ
ｌ
ー
ダ
ラ
ム
東
部
台
地
、
Ｂ
１
ー
ウ
ィ
ア
河
中
・
下
流
域
炭
田
、
Ｃ
ｌ
ー
ダ
ラ
ム
北
西
部
台

地
、
Ｄ
ｌ
ー
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
炭
田
（
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
南
部
沿
岸
）
の
四
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
・
　
　
　
．
　
．
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
ド
・
ア
ツ
パ
ー

　
最
後
に
、
第
四
小
地
域
は
都
市
・
工
業
地
域
で
あ
り
、
Ａ
Ｈ
タ
イ
ソ
河
畔
上
流
地
区
（
ニ
ュ
ー
カ
ヅ
ス
ル
、
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
、
ゲ

イ
ツ
一
ツ
ド
、
ウ
一
ツ
カ
ム
、
ヒ
一
－
ワ
ー
ス
一
、
Ｂ
－
タ
イ
ソ
酪
ド
下
、
漸
地
区
一
タ
イ
ソ
一
ウ
ス
・
ノ
ー
ス
・
干
ル
ズ
・
サ
ウ
ス
．
了
ル
ズ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ラ
ソ
ド

ゥ
ヱ
ス
ト
ゥ
）
、
Ｃ
ｌ
ー
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
（
ウ
ィ
ァ
河
下
流
）
の
三
隣
接
地
区
群
、
Ｄ
ｌ
ー
テ
ィ
ー
ズ
低
地
（
エ
ィ
ク
リ
フ
、
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
）
、

　
　
　
　
　
一
サ
イ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

Ｅ
Ｈ
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
地
区
（
ハ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、
ス
ト
ツ
ク
ト
ソ
、
ヨ
ー
ム
）
の
二
隣
接
地
区
群
、
併
せ
て
五
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ハ
ウ
ス
は
一
八
四
一
年
以
前
の
小
区
域
分
類
を
試
み
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
掲
の
マ
ッ
コ
ー
ド
、
ロ
ー
や
そ
の

　
　
　
　
　
　
（
８
）

他
の
文
献
．
資
料
を
整
理
し
て
み
る
（
石
一
灰
鉱
業
に
っ
い
て
は
後
述
す
る
）
と
、
ハ
ウ
ス
に
よ
る
分
類
は
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
第
一
．
第
二
の
小
地
域
に
は
一
八
四
一
年
以
後
と
比
べ
て
そ
れ
程
大
き
な
相
違
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
第
三
・
第

四
の
小
地
域
に
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
三
小
地
域
の
Ｂ
地
区
の
北
東
区
域
と
Ｄ
地
区
を
除
く
残
り
の
Ａ
・
Ｃ
両
地
区
お
よ
び
Ｂ
地
区
の
南
西
区
域
は
一
八

二
〇
年
代
ま
で
は
農
村
．
農
業
地
域
で
あ
り
、
後
述
す
る
二
〇
年
代
半
頃
か
ら
四
〇
年
代
に
か
げ
て
の
産
炭
地
か
ら
河
川
ま
た
は
北

海
沿
岸
港
ま
で
の
石
炭
輸
送
を
主
目
的
と
し
た
公
共
鉄
道
網
（
一
八
二
五
年
の
世
界
最
初
の
蒸
気
力
鉄
道
１
ー
ス
ト
ヅ
ク
ト
ソ
．
ダ
ー
リ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

ソ
鉄
道
の
開
通
を
画
期
と
す
る
）
の
確
立
を
通
じ
て
石
炭
鉱
業
地
域
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
小
地
域
Ｄ
地
区
の
北
部
区

域
ぱ
、
一
八
四
〇
年
代
以
降
第
三
小
地
域
Ｃ
地
区
Ｏ
コ
ソ
セ
ツ
ト
や
第
四
小
地
域
Ｅ
地
区
１
ー
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
に
巨
大
な
鉄
鋼
業
地
帯

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
一
〇
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
一
〇
七
八
）

１
１
臨
海
工
業
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
く
ま
で
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
お
げ
る
鉄
工
業
．
機
械
工
業
の
中
心
地
帯
（
そ
の
主
要
な
タ
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

ソ
は
ベ
ッ
ド
リ
ソ
ト
ソ
ー
１
一
八
五
〇
年
の
鉄
工
業
・
機
械
工
業
の
雇
用
人
口
は
二
〇
〇
〇
人
）
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
八
三
〇
年
代
半
頃
ま
で

の
石
炭
鉱
業
地
域
は
第
四
小
地
域
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
地
区
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
区
は
其
後
も
都
市
。
工
業
地
域
で
あ
る
と
同
時

に
石
炭
鉱
業
地
域
で
も
あ
り
続
げ
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
小
地
域
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
地
区
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｄ
地
区
（
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
、
エ
イ
ク
リ
フ
）

は
工
業
構
造
の
変
化
が
あ
る
も
の
の
都
市
・
工
業
地
域
で
あ
っ
た
が
、
Ｅ
地
区
は
一
八
四
〇
年
代
ま
で
は
農
村
．
農
業
地
域
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
経
済
地
理
学
的
地
域
類
型
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
¢
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
産
業
革

命
・
産
業
資
本
確
立
期
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
地
域
産
業
構
造
的
特
徴
と
石
炭
鉱
業
の
地
位
に
っ
い
て
、
続
い
て
◎
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
重
（
化
学
）
工
業
基
軸
の
産
業
構
造
の
特
質
を
分
析
す
る
。

　
　
（
３
）
　
オ
◎
Ｒ
目
｝
目
峯
ｏ
ｏ
◎
己
一
＞
♂
、
き
向
§
“
向
ミ
魁
ｓ
ミ
～
－
“
ざ
オ
～
包
§
，
。
。
ｂ
§
＆
忌
§
§
“
ミ
Ｓ
１
亀
８
・
岩
葛
一
ｐ
Ｓ
・

　
　
一
４
）
看
ｏ
・
貝
ぎ
的
ぎ
§
、
ミ
§
ぎ
婁
き
ミ
ら
・
。
蔓
雰
９
薫
窒
ニ
ニ
ぎ
内
曇
旨
巨
薫
向
§
・
邑
・
匡
。
つ
一
・
ｑ
・
｛

　
　
　
　
一
｝
ｏ
■
～
ｏ
ｏ
け
弓
事
◎
Ｏ
ｏ
目
け
目
Ｈ
－
ｏ
ｏ
ｏ
－
　
ｏ
Ｐ
岸
ｏ
｛
一
Ｕ
Ｋ
Ｃ
つ
－
ｑ
目
ｏ
ｋ
勺
◎
－
ｐ
『
９
　
Ｈ
０
０
◎
ｏ
．
ｂ
Ｏ
．
ｏ
ｏ
ｃ
◎
一
〇
◎
岬
…
Ｏ
．
］
。
・
宛
◎
事
９
　
§
～
向
○
◎
ミ
◎
§
ｋ
県
き
～
き
ミ
“

　
　
　
向
ｓ
色
　
“
ミ
　
き
～
　
』
く
ぎ
～
汀
～
ミ
き
　
Ｏ
～
ミ
ぎ
ミ
　
（
Ｈ
¢
Ｐ
　
申
◎
昌
ー
オ
◎
『
↓
｝
ｏ
Ｈ
目
　
｝
オ
叶
◎
『
ざ
　
く
ｏ
－
．
く
Ｈ
一
　
］
１
ｏ
べ
Ｈ
）
．
　
Ｈ
ｏ
べ
ｏ
〇
一
　
〇
Ｐ
ｏ
ｌ
Ｈ
］
・
…
　
峯
ｏ
Ｏ
◎
『
｛
　
俸

　
　
　
　
雰
秦
ぎ
雲
ミ
婁
き
§
§
～
ｑ
き
§
§
事
ぎ
き
き
由
邑
向
亀
§
ト
Ｈ
幕
昌
註
・
§
一
雰
看
考
・
｛
・
つ
・
・
邑
｝
家
・
暑

　
　
　
　
＜
◎
－
只
曽
Ｈ
（
岩
ミ
）
一
霊
『
二
一
暑
』
Ｈ
－
ド

　
　
（
５
）
　
峯
ｏ
Ｏ
Ｒ
早
き
、
き
向
§
、
向
ミ
曳
§
ミ
ト
ｏ
．
Ｈ
旨
一
ｑ
◎
一
氏
～
包
◎
ミ
ｓ
ミ
～
掌
き
吻
キ
ご
ミ
。
。
ミ
｝
§
一
９
・
、
ご
ｂ
０
・
仁
仁
．
〇
一
肉
◎
事
９
９
・
、
宗
・
ｂ
０
・

　
　
　
　
Ｈ
ー
ド

　
　
（
６
）
　
峯
ｏ
ｏ
Ｒ
Ｐ
き
、
§
向
§
“
皇
曳
§
ざ
ト
ｏ
．
Ｎ
旨
一
｛
◎
一
氏
～
製
§
ｓ
ミ
～
ぎ
き
吻
キ
ざ
Ｎ
“
竃
“
｝
§
一
〇
り
・
ミ
ふ
◎
一
｝
・
ミ
・
声
Ｈ
■
暮
一
皇
、
向
Ｓ
ミ
。
§
“
。



（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

卜
婁
◎
葛
県
き
～
峯
§
ミ
ミ
ー
§
ミ
“
§
Ｎ
己
Ｈ
８
肩
窃
。
っ
｛
Ｏ
目
一
畠
竃
（
げ
け
＆
二
宕
お
）
一
〇
〇
・
８
－
戸
Ｎ
Ｓ
－
Ｏ
。
．
（
『
世
界
大
不
況
の
教
訓
』

小
沢
健
二
他
訳
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七
八
年
、
一
六
－
七
、
三
三
〇
１
一
頁
）
。

　
－
．
ミ
．
曽
◎
易
９
き
ミ
〒
肉
§
汀
§
向
ミ
曳
§
、
、
ｇ
ミ
ミ
“
§
き
ミ
§
§
“
§
～
、
ぎ
ト
§
雰
ｏ
喜
～
吻
ぎ
ミ
§
雨
§
、
サ
≧
～
§
、
～
§
§
ｏ
§
ミ
ミ

（
穴
－
目
ｏ
ｑ
，
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
－
¢
囚
９
　
オ
¢
ミ
ｏ
ｐ
ｏ
ｏ
巨
ｏ
■
ｏ
ｏ
■
弓
＜
目
９
　
Ｕ
ｏ
ｏ
～
旦
冒
¢
箏
“
　
ｏ
｛
○
ｏ
◎
ｏ
ｑ
Ｈ
｝
ｏ
ブ
ざ
　
肉
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
Ｈ
０
｝
Ｃ
ｏ
ｏ
ユ
ｏ
乙
ｏ
オ
◎
．
Ｈ
）
一
Ｈ
ｏ
切
ト
　
ｏ
Ｐ
Ｎ
０
１
閉
◎
一

害
１
０
．

　
導
～
ミ
ま
ミ
§
吻
－
§
～
掌
き
乏
ふ
邑
オ
～
ｅ
ｏ
Ｎ
ミ
ぎ
ミ
“
ミ
事
“
き
、
§
向
亀
ｏ
。
戸
　
ｏ
ｏ
冒
ｏ
－
ｏ
ｑ
げ
＜
向
．
　
冒
－
－
ｏ
■
　
Ｈ
り
ｏ
“
　
Ｏ
ｐ
胴
ｏ
ｏ
ｏ
◎
｛
　
蜆
杜
一
弓
．
Ｏ
．

○
ｏ
呉
窃
一
ト
◎
§
Ｎ
完
ミ
◎
ミ
ニ
◎
、
一
串
室
ミ
“
§
一
オ
翁
宣
ミ
斗
オ
～
§
ミ
ぎ
§
向
ｅ
§
ぎ
ミ
ミ
ｓ
ぎ
§
～
９
§
ミ
＆
ぎ
き
ユ
ぎ
§
｝
ミ
§
～
宗

皇
き
亀
§
き
§
§
き
－
§
§
－
与
§
§
～
吋
§
薫
－
§
§
－
『
§
鼻
－
。
。
§
Ｉ
Ｃ
。
～
（
く
◎
＝
Ｈ
）
一
奏
。
。
き
肩
。
・
¢
。
・
◎
｛
偉
ご
－
９
巨
昌
９

き
一
ｓ
ミ
“
§
ぎ
灼
－
ｃ
．
ｃ
。
～
－
亀
一
崖
害
一
肩
需
ｏ
つ
◎
｛
§
〇
一
零
－
茅
プ
声
。
。
。
。
ｏ
９
註
ｏ
ｐ
ト
串
邑
◎
ミ
◎
こ
ざ
ミ
ミ
～
§
～
ミ
§
鳶
ミ
ミ
§
県

ミ
導
§
葦
§
§
～
箏
き
Ｈ
・
。
婁
最
初
の
ミ
ラ
ー
編
集
の
文
献
は
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
お
げ
る
産
業
革
命
の
特
質
を
石
炭
、

鉄
、
鉛
、
内
陸
交
通
（
タ
ー
ソ
バ
イ
ク
、
運
河
、
鉄
道
）
、
海
運
・
造
船
、
農
業
に
わ
た
っ
て
同
時
代
人
を
中
心
と
し
た
莚
言
や
文
献
を

抜
奉
し
て
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ
イ
ク
ス
と
ラ
テ
ィ
マ
ー
の
文
献
は
、
表
題
が
示
す
よ
う
に
１
、
同
地
域
の
政
治
・
杜
会
・
経
済

．
文
化
等
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
事
件
を
記
述
し
た
年
代
記
で
あ
る
。
最
後
の
大
英
学
術
協
会
編
集
の
文
献
は
、
一
八
六
三
年
に
同
協
会

の
回
状
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
主
要
産
業
部
門
の
ジ
ェ
ソ
ト
リ
ー
層
の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
た
同
協
会
地
方
産
業

委
員
会
に
よ
り
準
備
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヵ
ヅ
ス
ル
で
開
催
さ
れ
た
そ
の
都
門
別
大
会
で
報
告
さ
れ
た
一
九
の
論
文
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
こ
の
時
代
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
史
の
全
体
像
を
描
く
う
え
で
格
好
の
文
献
と
思
わ
れ
る
。

　
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
州
の
炭
鉱
と
鉄
道
の
関
連
に
っ
い
て
は
、
Ｏ
．
甲
オ
胃
Ｐ
書
亀
§
§
壱
§
～
寒
喜
完
ミ
§
壱
県
き
き
ミ
§
－

ざ
ミ
§
負
寄
豪
ぎ
『
婁
オ
Ｏ
き
■
旨
げ
邑
彗
｛
勺
胃
：
）
」
り
尋
ま
一
ぎ
“
一
§
壱
ミ
§
き
き
§
ざ
ミ
§
～
９
・
§
ミ
（
寮
蒜
ぎ
『
婁

オ
◎
斗
ぎ
昌
げ
邑
彗
｛
～
ユ
仁
）
一
一
〇
事
を
参
照
せ
よ
。
ダ
ラ
ム
州
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
申
○
．
■
署
ぎ
黒
ミ
睾
ミ
争
局
亀
肖
§
壱

ー
ト
婁
ｏ
ミ
串
室
ｏ
ミ
斗
葦
、
Ｑ
ふ
内
ぎ
宗
ｂ
§
雨
ミ
§
§
“
－
・
。
Ｓ
ｌ
畠
心
ト
畠
員
署
．
Ｈ
０
－
Ｈ
Ｈ
一
勺
．
奉
』
．
乙
ｏ
ｏ
昌
昌
ｏ
員
向
喜
Ｎ
ミ
“
ミ
内

“
ざ
婁
§
ミ
§
南
ｂ
ミ
§
賃
◎
ミ
お
ヨ
ｏ
・
竃
一
を
参
照
せ
よ
。

　
○
い
貝
呂
胃
饒
Ｐ
黒
§
翁
“
§
」
ざ
ミ
串
向
ミ
笈
§
事
喜
勿
－
轟
ｑ
ｌ
畠
零
（
考
冒
亭
Ｏ
；
曽
卑
◎
｛
団
◎
◎
匡
署
宕
９
Ｓ
）
二
彗
ト
Ｏ
．
仁
０
．

　
産
業
革
命
開
始
以
前
、
就
中
一
八
世
紀
前
半
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
政
治
・
杜
会
・
経
済
史
の
梗
概
に
－
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
軍

北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
一
〇
七
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

｝
轟
｝
男
き
、
き
９
§
“
ミ
ト
鳶
ぎ
き
～
嚢
冬
ざ
§
き
ｏ
§
ざ
ミ
ー
き
～
き
、
き
－
向
§
戸

　
　
　
九
二
（
一
〇
八
○
）

害
§
ー
ミ
８
一
ｂ
ｐ
お
９
岩
ｓ
．

を
参
照
。

二
　
産
業
資
本
確
立
期
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
の
構
造
的
特
質
と
石
炭
鉱
業

１
　
主
要
産
業
分
析

　
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
・
ダ
ラ
ム
両
州
に
と
っ
て
一
七
六
〇
年
時
点
で
最
も
重
要
な
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
一
八
○
○
年
で
さ
え
両

　
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
　
　
　
…
　
　
　
　
（
１
２
）

州
は
石
炭
鉱
業
が
タ
イ
ソ
・
ウ
ィ
ァ
両
河
畔
地
域
、
お
よ
び
或
る
程
度
北
海
沿
岸
に
侵
入
し
た
農
業
州
で
あ
っ
た
、
と
看
傲
さ
れ
て
い

る
。
商
工
業
タ
ウ
ソ
は
西
部
州
境
ペ
ナ
イ
ソ
山
系
を
源
流
と
し
、
東
進
し
て
北
海
に
注
ぐ
主
要
河
川
、
就
中
タ
イ
ソ
・
ウ
ィ
ア
両
河

川
中
・
下
流
を
中
心
に
発
達
し
、
先
行
的
１
１
独
歩
的
発
展
を
示
し
た
石
炭
鉱
業
と
の
直
接
的
な
産
業
連
関
の
も
と
で
、
タ
イ
ソ
河
畔

（
主
要
タ
ウ
ソ
は
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
、
ゲ
イ
ツ
ベ
ッ
ド
、
ノ
ー
ス
・
シ
ー
ル
ズ
お
よ
び
サ
ウ
ス
・
シ
ー
ル
ズ
）
に
製
塩
、
製
革
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
、

エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ

機
械
、
造
船
業
が
、
ウ
ィ
ァ
河
畔
（
主
要
タ
ゥ
ソ
は
ダ
ラ
ム
と
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
）
に
は
ガ
ラ
ス
、
陶
器
、
造
船
業
が
展
開
し
て
は
い

た
が
、
な
お
限
定
さ
れ
た
小
撹
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
工
業
化
の
状
態
に
規
定
さ
れ
て
、
こ
の
地
域
の
人
口
は
一
八
〇
一

年
セ
ソ
サ
ス
に
よ
れ
ほ
三
一
・
七
万
人
（
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
ニ
ハ
・
八
万
人
、
ダ
ラ
ム
一
四
・
九
万
人
）
で
あ
り
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
．
ウ

ェ
ー
ル
ズ
総
人
口
九
〇
六
万
人
の
う
ち
約
三
・
五
％
に
す
ぎ
ず
、
主
要
タ
ゥ
ソ
も
ニ
ュ
ー
ヵ
ツ
ス
ル
三
・
三
万
人
、
ゲ
ィ
ッ
ヘ
ッ
ド

九
千
人
、
タ
イ
ソ
マ
ウ
ス
一
・
三
万
人
、
サ
ウ
ス
・
シ
ー
ル
ズ
一
・
一
万
人
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
ニ
・
四
万
人
で
あ
り
、
ロ
ソ
ド
ソ

の
九
五
・
九
万
人
を
例
外
と
し
て
も
、
マ
ソ
チ
ニ
ス
タ
ー
七
・
五
万
人
、
バ
ー
ミ
ソ
ガ
ム
七
・
一
万
人
、
リ
ー
ズ
五
・
三
万
人
、
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

ラ
ス
ゴ
ー
七
・
七
万
人
等
の
工
業
都
市
と
比
較
し
て
か
な
り
の
低
水
準
で
あ
っ
た
。
以
下
、
一
九
世
紀
前
半
期
を
中
心
と
し
て
北
東



イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
主
要
地
域
産
業
の
特
質
と
石
炭
鉱
業
の
位
置
お
よ
び
相
互
関
係
に
っ
い
て
説
明
す
る
。

　
　
（
１
２
）
寿
ｏ
冒
Ｐ
き
き
掌
吻
；
這
§
ト
Ｐ
爵
こ
Ｐ
尋
喜
ミ
§
～
ぎ
麦
ミ
婁
き
§
；
．
・
。
３
５
奏
争
ミ
ニ

　
　
（
１
３
）
穿
秦
一
９
・
ミ
一
Ｐ
ご
零
ま
。
。
才
ぎ
。
。
◎
〇
一
き
◎
Ｐ
９
．
睾
一
ｂ
０
．
Ｈ
§
Ｈ
鼻
畠
９
Ｈ
豪
－
“
－
べ
甲
Ｈ
。
。
。
。
一
申
申

　
　
　
Ｕ
０
彗
９
声
茅
け
量
９
◎
｛
冒
岸
｝
・
。
｝
曽
嚢
◎
ユ
Ｓ
一
〇
〇
訂
芽
饒
Ｏ
。
。
一
Ｈ
彗
一
〇
Ｐ
Ｃ
。
一
き
一
違
一
塞
．

．
ド

峯
｛
け
Ｏ
プ
Ｏ
－
Ｈ

俸
勺
．

　
（
１
）
　
農
業
　
　
産
業
革
命
期
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
先
進
的
農
業
地
帯
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
改
良
農
法
、
特
に
、

二
っ
の
著
名
な
中
心
地
帯
で
あ
る
タ
イ
ソ
渓
谷
お
よ
び
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
沿
岸
平
野
の
改
良
農
場
は
イ
ギ
リ
ス
全
国
の
み
な

ら
ず
外
国
か
ら
の
訪
問
者
の
流
れ
を
っ
く
り
だ
し
た
。
農
業
改
良
は
主
と
し
て
¢
栽
培
農
作
物
の
品
種
の
改
良
　
農
作
物
の
輪
作
栽

培
順
序
の
改
良
　
羊
．
牛
そ
の
他
の
家
畜
の
飼
育
法
の
改
良
＠
施
肥
お
よ
び
農
業
機
械
の
充
用
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
著
名
な
篤

農
家
の
事
例
と
し
て
ヵ
リ
ィ
兄
弟
と
Ｊ
・
グ
レ
ィ
が
い
る
。
ヵ
リ
ィ
兄
弟
は
、
一
七
六
七
年
の
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
の
フ
ェ
ソ

ト
ソ
で
の
農
場
借
地
を
出
発
点
と
し
て
、
¢
施
肥
と
石
灰
散
布
に
多
大
の
注
意
を
払
い
、
　
あ
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
型
四
交
替
輪
作
農

法
を
五
年
輪
作
農
法
（
オ
ー
ト
麦
↓
か
ぶ
ら
、
小
麦
又
は
大
麦
↓
二
年
間
の
牧
草
１
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
）
に
変
更
し
、
　
ダ
ラ
ム
州
原
産
の
食
肉

用
短
角
牛
の
改
良
種
を
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ン
ド
の
気
侯
・
風
土
等
に
適
応
す
る
よ
う
に
さ
ら
に
改
良
し
、
＠
ま
た
レ
ス
タ
ー
シ
ャ

ー
産
の
ベ
ィ
ク
ウ
ェ
ル
改
良
羊
を
古
い
ノ
ー
サ
ソ
ブ
リ
ァ
種
の
羊
と
異
種
交
配
し
羊
肉
生
産
の
著
し
い
増
加
を
も
た
ら
す
強
壮
な
新

種
の
羊
を
生
み
だ
し
た
。
こ
う
し
て
、
カ
リ
ィ
兄
弟
は
、
牧
畜
業
で
指
導
的
な
家
畜
飼
育
業
者
と
し
て
全
国
的
な
名
声
と
影
響
力
を

確
立
し
、
多
額
の
農
業
利
潤
（
一
八
〇
一
年
に
少
な
く
と
も
四
一
〇
〇
ポ
ソ
ド
）
に
よ
っ
て
一
七
九
五
年
か
ら
一
八
〇
七
年
ま
で
の
問
に

合
計
七
万
八
○
○
○
ポ
ソ
ド
の
農
場
・
地
所
・
邸
宅
を
購
入
し
て
借
地
農
業
者
か
ら
地
主
ジ
ェ
ソ
ト
リ
ー
に
上
昇
し
た
。
兄
ジ
ョ
ー

ジ
．
カ
リ
ィ
は
、
一
八
〇
五
年
に
農
法
調
査
書
「
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
、
カ
ソ
バ
ー
ラ
ソ
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ス
ト
モ
ー
ラ
ソ
ド
の
農
業

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
一
〇
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
一
〇
八
二
）

調
査
」
（
倉
ミ
ミ
§
§
一
暮
ミ
§
県
き
、
一
ぎ
き
ミ
§
ト
ｏ
§
ざ
ミ
§
～
§
～
さ
ユ
§
ミ
§
～
）
を
出
版
し
た
。
も
う
一
つ
の
事
例
で
あ
る
Ｊ

一
グ
レ
イ
は
、
一
七
八
五
年
に
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ン
ド
の
ミ
ル
フ
イ
ー
ル
ド
の
小
ジ
ェ
ソ
ト
リ
ー
の
家
系
に
生
ま
れ
、
改
良
農
法

で
名
を
挙
げ
た
。
彼
は
、
ト
ー
リ
ー
党
が
優
勢
た
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
州
の
中
で
グ
レ
ィ
本
家
を
先
頭
と
す
る
ウ
ィ
ツ
グ
少
数
派
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
フ
オ
ー
ム
・
ピ
ル

支
持
し
、
一
八
三
一
年
総
選
挙
で
同
州
か
ら
改
革
法
案
を
支
持
す
る
二
名
の
下
院
議
員
を
当
選
さ
せ
る
と
と
も
に
、
グ
レ
イ
内
閣
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヨ
　
　
　
バ

蔵
大
臣
オ
ル
ソ
ー
ブ
卿
か
ら
グ
リ
ニ
ツ
チ
病
院
が
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
所
有
す
る
広
大
た
所
領
（
名
誉
革
命
後
の
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
王

家
史
持
沽
か
ら
没
収
し
た
地
所
）
の
管
理
を
委
任
さ
れ
、
其
後
三
〇
年
問
に
こ
れ
を
痩
地
の
状
態
か
ら
肥
沃
で
良
く
管
理
さ
れ
た
状
態

（
五
〇
％
の
地
代
増
加
）
に
改
良
し
、
彼
自
身
の
所
得
と
地
位
を
高
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
家
族
の
杜
会
的
地
位
を
も
引
き
上
げ

　
　
　
　
（
１
４
）

た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
北
都
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
は
一
八
世
紀
末
期
か
ら
一
九
世
紀
初
期
に
か
げ
て
食
肉
・
酪
農
品
を
中
心
と
す
る
農
産
物

を
ロ
ソ
ド
ソ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
東
部
沿
岸
地
方
に
供
給
す
る
中
心
地
帯
（
主
要
船
積
港
は
ヴ
ェ
リ
ツ
ク
．
オ
ソ
．
ツ
イ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

ド
と
ア
ル
ソ
マ
ゥ
ス
）
と
た
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
ほ
と
ん
ど
の
耕
作
地
は
、
一
七
七
〇
年
代
か
ら
一
八
三
〇
年
代
に
か
げ
て
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
全

土
に
吹
き
荒
れ
た
第
二
次
Ｈ
議
会
ニ
ソ
ク
ロ
ウ
ジ
ャ
ー
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
に
囲
い
込
ま
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
期
の
エ
ソ

ク
ロ
ウ
ジ
ャ
ー
は
主
と
し
て
共
同
（
牧
草
）
地
や
荒
蕪
地
の
分
割
（
一
三
で
は
多
数
の
小
農
民
が
何
ら
の
補
償
た
し
に
放
牧
権
を
喪
失
し
て

追
放
さ
れ
る
と
い
う
他
の
諸
地
方
で
の
や
り
方
は
と
ら
れ
た
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
改
良
農
場
の
中
心
地
帯
で

あ
る
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
の
農
場
リ
ー
ス
様
式
は
、
二
一
年
リ
ー
ス
が
一
般
的
で
あ
り
、
か
っ
一
年
限
り
借
地
よ
り
も
む
し
ろ
定

期
借
地
が
標
準
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
リ
ー
ス
保
有
権
の
相
対
的
安
定
保
証
は
借
地
人
に
改
良
投
資
を
義
務
付
け
る
性
格
を
も



　
）

常
年

の
捌

ド
Ｑ

ソ
布

ラ
分

グ
者

ソ
働

イ
労

峡
場

一
農

－
雇

■表－第

ホ

率
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１

５

５

２
１
１

ｊ
一

）
９

〇
一
４

１
一
〇
一

３

１

１

３

１

比

９
９
（

ホ
＊
　
）

数
２
３

７
２

０
７

６
５

７
９

０
７

４
９

６
８
１

ｎ
６
（
Ｏ
つ
り
４

５
，

７９
，
１

６

１

４
（
■
一

場

，

，

２

７
‘
（
Ｏ

－

（
　
一

農

労
）

雇
子

）
営

経

け
け
篶

計

常
男

当
（

族

場
数

家
（

農
者

シ

人

～

～

～

～
人
答

合

１
働

ナ

１

２

５ ０
１

５
１

０
２

回

□
　
。
い
の

成
た
て
記

作
し
つ
上

一
外
な
り

用
除
と
よ

借
ら
１
に

　
　
３

り
か
４
果

よ
算
７
，
結

８
計
は
た

２
の
欄
し

ル
率
計
算

～
比
合
加
・

“
を
は
を
た

久
」
で
数
し

一
シ
表
場
正

ｓ
ｅ
ナ
の
農
訂

。
・
答
ス
，
に

Ｈ
回
ウ
が
う

：
「
ハ
る
よ

典
＊
ホ

出
　
　
ホ

　
）

　
年

　
１

の
８
５

ド
Ｑ

ソラグ
布

ン
分

イ
模

東
規

北
場

　
農■表－第

＊率
）

８

４

８

９

２

』
一

）
１

％

Ｌ
２
・
８
一

Ｌ
２
。

３

１
　
ｎ
之
　
４
　
１
↓

レ
し
（
上

Ｏ
０
１

（

，

＊
＊
　
）

数
０
１

６

９

６

９

’
ｏ
　
’
０
　
７
１
　
４

３
８

６
８

０
）
ｏ
０
０
）
Ｆ
Ｏ

１

７
７
’
　
「
Ｕ
　
７
‘

１１
，
１

Ｑ
，
ｕ
１
↓

場

，

，

，

，

１
↓
　
ｏ
乙

７
’
（
Ｏ
（

農

模
↓

満
満
満
満
満
上
シ

未
未
未
未

計

規
カ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

未
ぷ
ユ
以

ナ

　
－
場
二

答

（

０
０

Ｏ
Ｏ

Ｏ

農

５
２

７
０
回

合

５

５

１

３

　
。
い
の

成
た
て
記

作
し
つ
上

一
外
な
り

用
除
と
よ

借
、
め
３
１
に

り
カ
４
果

よ
算
７
，
結

７
計
は
た

１
２
の
欄
し

Ｐ
率
計
算

～
比
合
加
。

“
を
は
を
た

久
」
で
数
し

一
シ
表
場
正

ｓ
・
ナ
の
農
訂

ｏ
。
答
ス
，
に

Ｈ
回
ウ
が
う

：
「
ハ
る
よ

典
ホ
＊

出
　
　
＊

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
ラ
ム
州
で
は
、
一
年
隈
り
借
地
が
一
般
的
な
い

し
特
に
多
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
初
頭
、
ダ
ラ
ム
州
の
農
場

の
大
多
数
は
五
〇
～
一
五
〇
エ
ー
カ
ー
規
模
で
あ
り
、
ダ
ラ
ム
東
部
台

地
に
四
〇
〇
～
五
〇
〇
二
ー
カ
ー
の
農
場
が
あ
り
、
こ
の
州
の
最
大
の

農
場
は
一
〇
〇
〇
工
ー
カ
ー
（
ソ
ー
ル
ト
ホ
ル
ム
、
テ
ィ
ー
ズ
低
地
）
で

あ
っ
た
。
他
方
、
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
州
の
平
均
農
場
規
模
は
ダ
ラ
ム

州
よ
り
も
か
な
り
大
き
く
、
北
部
沿
岸
低
地
の
農
場
や
渓
谷
地
帯
の
牧

羊
農
場
で
は
一
〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
を
越
え
る
こ
と
が
珍
ら
し
く
な
く

（
一
八
五
一
年
に
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
で
は
数
多
く
の
　
”
工
場
制
〃
農
場

〔
特
に
一
万
エ
ー
カ
ー
以
上
の
農
場
〕
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
三
〇
人
以
上
の
熟

練
農
業
労
働
者
、
時
に
は
正
規
労
働
者
だ
け
で
六
〇
人
に
達
し
つ
っ
も
、
機
械

化
や
耕
地
の
牧
草
地
へ
の
転
換
の
結
果
と
し
て
人
力
の
大
観
模
な
節
約
を
実
施

し
て
い
た
）
、
さ
ら
に
こ
こ
で
は
大
地
主
に
よ
る
直
接
的
農
場
経
営
が
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

い
間
の
伝
統
に
な
っ
て
お
り
、
一
九
世
紀
末
期
で
さ
え
存
続
し
て
い
た
。

（
第
－
表
１
・
Ｈ
を
も
参
照
）

　
　
（
ｕ
一
）
　
竃
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
〇
一
き
、
き
向
ｑ
段
向
ミ
粗
ｓ
ミ
ト
り
Ｏ
．
○
◎
◎
Ｉ
ｃ
ｏ
…
身
～
ミ
ミ
ミ
魯
♂
Ｏ
Ｏ
．

　
　
　
仁
ｏ
ｌ
閉
ｏ
〇
一
弓
．
Ｏ
．
０
つ
｝
斤
ｏ
ｏ
〇
一
９
．
、
ゴ
り
．
べ
Ｎ
…
－
”
け
｛
昌
¢
■
９
．
〔
～
、
一
〇
．
心
ｏ
Ｎ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
一
〇
八
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
一
〇
八
四
）

　
　
Ｕ
．
－
内
◎
ミ
９
『
ざ
Ｏ
§
｛
♂
＞
♂
こ
ぎ
§
ざ
ミ
§
、
専
、
§
ミ
♂
ミ
竃
山
Ｏ
。
お
一
＞
０
ｑ
ユ
；
旨
毫
巴
向
オ
ざ
Ｈ
く
内
異
宥
き
く
◎
－
．
岩
一
Ｈ
彗
ガ
Ｏ
胃
け

　
　
月
暑
．
Ｈ
寓
－
虐
一
Ｃ
０
．
峯
ｐ
ａ
ｏ
■
巴
戸
『
ざ
完
◎
ざ
ミ
Ｏ
§
構
“
Ｏ
ミ
Ｎ
Ｎ
§
ミ
専
ミ
§
ぎ
§
～
ｂ
§
ミ
急
§
§
、
ミ
き
ミ
ぎ
§
ざ
ミ
§
、

　
　
ト
雫
ぎ
§
ミ
一
キ
ｏ
ぎ
８
Ｈ
◎
胴
宙
ぎ
忌
竃
一
閉
亭
。
。
票
く
◎
－
．
目
一
署
．
お
Ｈ
－
芹

（
比
）
　
竃
ｏ
Ｏ
◎
『
♀
　
き
、
き
黒
良
寒
匁
ｓ
ミ
ト
　
Ｏ
Ｏ
．
ｏ
◎
ｏ
ｏ
Ｉ
ら
…
｛
◎
－
　
亀
～
内
サ
ミ
ｓ
ミ
～
ぎ
き
良
、
ざ
Ｎ
汁
Ｓ
“
サ
ミ
　
Ｏ
Ｐ
ｏ
ｏ
蜆
ｌ
ｏ
．

（
比
）
　
く
ｏ
Ｏ
◎
『
Ｐ
　
＞
♂
、
き
向
亀
乏
寒
魁
、
ミ
ト
　
Ｏ
〇
一
Ｎ
０
ｏ
－
〇
一
射
◎
ミ
９
　
ド
“
～
向
○
◎
ミ
◎
§
～
ｏ
＼
“
ぎ
～
き
、
、
“
■
§
良
　
｝
ミ
　
“
“
“
」
く
｝
ミ
ミ
“
～
ミ
“
討
Ｏ
“
ミ
、
ミ
ミ
ー

　
　
Ｐ
蜆
一
専
§
き
婁
一
暑
．
９
－
Ｈ
一
｝
ｏ
易
９
急
．
ｑ
ミ
暑
』
Ｈ
し
蜆
－
〇
一
軍
Ｈ
』
◎
雰
げ
署
昌
俸
９
射
■
｛
少
Ｏ
魯
ミ
ミ
吻
ミ
曇
畠
鼻
竃
．

　
　
べ
　
（
冒
｝
〇
一
目
箏
ｏ
－
◎
ｏ
ｏ
■
『
ｏ
◎
｛
Ｏ
◎
昌
目
◎
目
向
－
９
ｑ
一
Ｕ
｝
ト
ｏ
“
向
｛
ｏ
ｑ
－
一
¢
¢
目
一
｝
ー
オ
ー
目
９
¢
¢
目
一
｝
Ｏ
¢
■
一
■
ユ
¢
ｏ
◎
）
一
〇
（
－
旨
ｐ
〇
一
向
づ
ｏ
Ｈ
◎
ｏ
ｏ
■
『
ｏ
◎
｛
Ｏ
◎
一
Ｂ
Ｉ
昌
◎
箏
の

　
　
彗
｛
奉
器
試
耳
声
９
里
。
ｑ
睾
¢
ｏ
９
干
曇
罵
試
彗
亭
Ｏ
彗
～
『
－
易
）
・
ま
た
、
椎
名
重
明
『
近
代
的
土
地
所
有
』
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三

　
　
年
、
五
五
、
六
〇
１
一
頁
。
Ｐ
・
マ
サ
イ
ア
ス
『
最
初
の
工
業
国
家
ー
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
一
七
〇
〇
－
一
九
一
四
年
』
小
松
芳
喬
監
訳
、

　
　
目
本
評
論
杜
、
一
九
七
二
年
、
七
七
頁
、
を
も
参
照
。

　
次
に
、
一
九
世
紀
前
半
期
ま
で
の
石
炭
鉱
業
を
基
軸
と
し
た
鉱
工
業
の
状
態
に
っ
い
て
説
明
し
よ
う
。

　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
ほ
と
ん
ど
の
製
造
業
は
三
大
河
川
で
あ
る
タ
イ
ソ
、
ウ
ィ
ア
お
よ
び
テ
ィ
ー
ズ
の
中
・
下
流
な
い
し
北
海

沿
岸
の
臨
海
地
域
に
立
地
さ
れ
つ
つ
発
展
し
た
。

　
（
２
）
　
繊
維
工
業
　
　
一
九
世
紀
初
頭
、
庸
東
ダ
ラ
ム
の
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
カ
ヅ
ス
ル
や
ダ
ラ
ム
・
シ
テ
ィ
を
中

心
に
亜
麻
お
よ
び
羊
毛
工
場
が
存
在
し
、
ま
た
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
で
も
地
方
タ
ウ
ソ
に
小
地
域
内
市
場
向
げ
の
小
繊
維
工
場
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

在
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
繊
維
企
業
は
短
命
に
終
り
、
綿
工
業
は
育
た
な
か
っ
た
。

　
　
（
〃
）
　
旨
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
早
　
＞
♂
、
き
寒
良
皇
曳
ｓ
ミ
ト
　
Ｏ
〇
一
岬
べ
－
ｏ
◎
一
ｑ
◎
一
オ
～
内
亭
ミ
昌
ミ
、
ミ
き
乏
、
ざ
Ｎ
サ
ｓ
ミ
◎
ミ
ｂ
．
ｏ
ｏ
べ
一
峯
ｏ
Ｏ
ｏ
『
｛
印
射
◎
考
９
魯
一
、
ご
ｏ
Ｏ
．

　
　
　
　
ｏ
◎
甲
ト
◎
．

（
３
）
　
製
鉄
業

一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
！
ド
製
鉄
業
は
、
タ
イ
ソ
河
畔
お
よ
び
南
東
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
を



中
心
と
し
て
立
地
さ
れ
て
い
た
が
、
全
体
と
し
て
小
規
模
な
も
の
に
留
ま
り
、
銑
鉄
生
産
量
は
一
八
三
九
年
で
一
・
三
万
ト
ソ
（
全

国
二
一
四
．
九
万
ト
ソ
）
、
五
二
年
で
さ
え
一
四
・
五
万
ト
ソ
（
同
二
七
〇
万
ト
ソ
）
□
第
２
表
〕
と
い
う
低
水
準
で
あ
っ
た
（
一
八
五
〇
年

に
存
在
し
て
い
た
高
炉
は
三
八
基
－
第
３
表
参
照
）
。
　
こ
の
地
域
で
の
製
鉄
業
の
飛
躍
的
発
展
は
、
豊
富
か
つ
優
良
な
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
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●
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不

　
デ
　
　
は

　
イ
　
　
量

　
ラ
　
　
産

　
　
　
生
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ス
　
石

成
一
　
鉱

作
ノ
　
鉄

り
の
　
　
る

よ
一
　
け

３
ヤ
　
　
お

１
３
シ
　
に

ジ
ク
　
　
ド

ー
２
　
一
　
ン

い
ヨ
　
　
ラ

Ｐ
後
　
　
グ

～
以
　
ン

“
年
　
　
イ

久
５
５
　
東

。
１
８
　
北

ら
ま
　
　
の

舳
〕
　
外

眺
ド
　
以

＆
ン
　
ド

ー
ラ
　
ン

ｄ
グ
る
ラ

ｈ
ン
れ
ヴ

Ｃ　
イ
ま

Ｍ
東
含
リ

：
北
が
ク

典
＊
　
　
＊

出
　
　
　
＊

鉄
鉱
石
が
本
格
的
に
開
発
さ
れ
始
め
、
テ

ィ
ー
ズ
河
畔
に
巨
大
な
鉄
鋼
業
地
帯
が
構

築
さ
れ
て
い
く
一
八
六
〇
年
代
以
後
に
展

開
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
唯
一
の
例
外
は
、

一
八
四
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
ダ
ー
ウ
ヱ
ソ

ト
製
鉄
会
杜
（
コ
ソ
セ
ヅ
ト
製
鉄
株
式
会
杜

の
前
身
）
で
あ
る
。
　
こ
の
製
鉄
会
杜
は
北

西
ダ
ラ
ム
に
埋
蔵
す
る
コ
ー
ク
ス
炭
と
鉄

鉱
石
を
原
燃
料
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
て

コ
ソ
セ
ッ
ト
に
設
立
さ
れ
、
一
八
四
六
年

に
は
イ
ギ
リ
ス
第
二
の
製
鉄
会
杜
（
高
炉

一
四
基
、
一
週
九
〇
〇
ト
ソ
の
棒
鉄
生
産
可
能

な
製
錬
・
鍛
鉄
・
圧
延
用
の
二
工
場
、
精
錬
・

鋳
造
用
の
二
一
の
精
錬
工
場
、
動
力
用
に
二
二
台
の
蒸
気
機
関
、
石
炭
・
鉄
鉱
石
生
産
三
五
坑
等
、
関
係
人
口
一
万
人
）
に
成
長
し
た
。
同
杜
は

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
一
〇
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
一
〇
八
六
）

五
一
年
に
は
銑
鉄
年
産
八
万
ト
ソ
、
完
成
鉄
製
品
四
～
五
万
ト
ソ
に
達
し
た
が
、
五
七
年
恐
慌
で
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
＆
ダ
テ
ム
．

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
銀
行
の
支
払
停
止
に
巻
き
込
ま
れ
、
九
〇
万
ポ
ソ
ド
の
損
失
を
う
げ
て
生
産
を
停
止
し
た
。
六
〇
年
に
授
権
資
本

一
一
六
万
ポ
ソ
ド
（
払
込
約
一
五
万
ポ
ソ
ド
）
で
再
出
発
し
、
六
四
年
に
コ
ソ
セ
ッ
ト
製
鉄
株
式
会
杜
に
名
称
を
変
更
し
、
新
た
た
拡
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

的
発
展
が
再
開
さ
れ
た
。

　
　
　
（
１
８
）
豪
ｏ
・
貝
き
き
要
一
皇
屯
§
ト
事
乍
・
。
一
曇
二
９
ぎ
灼
一
§
§
～
婁
ま
・
ぎ
§
；
・
。
。
〇
一
竃
Ｏ
邑
印
寄
墨
９
・
ミ
・

　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
義
－
〇
一
専
§
§
婁
；
Ｏ
．
雫
ベ
ニ
き
乙
・
｝
若
。
。
８
嚢
・
貝
亭
き
岬
。
。
－
・
。
二
甲
・
。
０
（
Ｈ
・
■
・
墨
一
〔
夢
Ｋ
・
二
｛
茅
き
邑
・
〕
一
〇
ミ

　
　
　
　
§
き
ミ
さ
き
ミ
県
ぎ
ミ
ぎ
§
§
。
§
ミ
§
§
§
き
き
§
ざ
ミ
§
～
§
～
ｂ
ミ
§
Ｏ
§
一
－
寒
き
一
・
つ
Ｏ
彗
８
■
Ｏ
二
ざ

　
　
　
　
き
ミ
さ
き
ミ
県
寒
き
こ
ざ
き
・
き
§
寡
ミ
Ｓ
一
彗
葦
・
一
一
印
Ｏ
・
彗
９
忌
・
ミ
；
・
曇
一
オ
ら
・
喜
・
９
』
皇
冬
ミ
県

　
　
　
　
Ｏ
◎
ミ
一
　
〇
〇
沖
Ｐ
　
Ｏ
Ｑ
ミ
句
汀
Ｎ
茅
一
　
ぎ
ミ
一
Ｈ
涼
Ｏ
，
Ｓ
一
　
ｓ
ミ
、
、
、
ｏ
、
蟹
ｏ
ｏ
～
吻
県
き
ミ
鳶
ミ
ミ
、
ぎ
　
］
ｌ
ｏ
◎
ｏ
ｇ
　
　
Ｏ
り
．
］
．
ト
ｏ
ｏ
１
］
１
閉
］
．
…
く
・
内
｛
｛
－
ｏ
Ｋ
　
（
Ｏ
プ
凹
弍
目
重
自

　
　
　
　
◎
｛
↓
｝
¢
Ｏ
◎
■
ｏ
ｏ
ｏ
言
Ｈ
Ｈ
◎
■
Ｏ
◎
昌
ｂ
ｐ
目
＜
■
－
目
－
岸
¢
｛
）
一
　
§
～
ｂ
～
ミ
匙
９
§
～
ミ
“
県
き
～
ぎ
ミ
亀
ミ
～
吻
“
～
Ｓ
ぎ
き
乏
ミ
“
ミ
＞
♂
、
き
尋
ユ
ｂ
ミ
き
ｓ
§
・

　
　
　
　
嚢
ガ
事
Ｈ
－
べ
一
一
芦
曽
易
匡
。
・
・
員
き
き
§
ミ
§
～
寒
壬
き
§
§
寒
ミ
一
二
こ
“
こ
§
Ｏ
§
一
ミ
・
↓
§
。
。
費
一
・
易
９
豪

　
　
　
　
看
書
・
昌
彗
Ｃ
…
一
暑
一
く
・
－
内
■
く
二
募
－
“
事
亭
・
。
◎
一
甲
事
．
雲
・
訂
套
９
俸
－
声
団
婁
一
§
・
、
ミ
§
婁
ｋ
へ
９
§
ミ

　
　
　
　
ぎ
ミ
９
ミ
§
§
ミ
§
ト
団
邑
目
婁
雰
一
・
暑
く
・
；
戸
４
・
．
ド
Ｈ
萎
；
二
Ｈ
；
卜

）年
６
３

１
８（

瀞
雛

’

１
３
０
０
６
４
０
長
２
£
０
４
４
遣
３
３
２
３
２
３
竈
Ｏ
０
１
３
２
１
０
０
０
０
０
０

８７

９
現
設
計
高

年
目
建
は
の

二
二
二
二
二
二
２
二
一
唱
二
二
二
二
二
二
二
二
２
３
２
２

７
１

６
３
１
，
又
済

８
月
在
中
画
炉

年
－
在
炉

６
３
月
現
高

２
３
紳
紳
皿
６
２
セ
５
叱
２
５
、
唱
３
，
２
３
２
。
唱
４
１
１
３
２
１
１
、
。
。
。
。

８
０
１

１
８
９
目
の

解
解
　
　
　
　
１

２カ乃〃〃０６８〃犯０６
〃
　
　
、

〃０７ーグ
０
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年
の
ス
炉

５
０
前
イ

ー
８
以
〃
高

名場工名業企銑製

２
　
ｎ
ｚ

２
　
ｏ
ｄ

１
４

６
２

４

２
　
１

ソ
イ

ト
レ

ル
ウ
ト

　
ヨ

イ
　
　
　
ツ

ソ
ト
デ

ミ
　
　
ズ

レ

バ

シズア

リ
ヘ

セソ

プーポソタス＆
－

ロウタ

ソトソリドツべ
ク

ーバ
●

ソトツイウ

口ブズルド

トス

ミ
エ

カオ

ム
ス

ライ

ソレアレ

ソイタ
●

－バリ，グソリエ

ズ
ィ
ソ

イ

ヴ
イ

ズ
レ

ム
イ

ク
ソ

ソ
ト

“
、

ノ
■

ス

レ
ウ

クツト

ソ
ド

イ
イ
ム

　
イ

　
　
ヴ

ト
サズ

ナ

一
一

　
イ

ヴ
ラ

ソマ “

タ
●

スウ

ソ
ソ

　
イ

イ
　
タ

タ
　
・

・
　
一

一
バ

ミ
リ

ノリ
ド

　
ソ，

ニ

　
ズロ

ル
ヤ
　
オ

イ
ソ

レドツラ

トシ

アイ

ル
ヒリ工

ムア

ウ
ゥ
ク
フ
テ
オ
ク
サ
ス
ノ
テ
ソ
ノ
サ
ジ
ウ
ブ
ワ
ウ
フ
シ

レノ
ヱウーダソイハ

ルスツイウトルホ

ソーバクソリブ

レ
ト
ド

ノ　
　
イ

一
　
一

　
　
サ

ホ
ポ
レ

　
　
ノ

　
　
イ

ク
一

　
　
デ

　
　
ス

ヅ
　
ユ

　
　
ク

ベ
ニ
ェ

ドソエ
●

レノイデズイレグ

一
杜
杜
杜
杜
杜
杜
会
会

ソ
会
会
会
会
会
会

カ

一
鉄
鉄
鉄
鉄
鉄
鉄

７

［
製
製
製
製
製
製
商
商

ソ
イ
ル
ウ
ト
ル
ジ
ソ

　
　
　
　
　
　
・
一

　
レ
イ
ヨ
ソ
イ
ツ
ボ

　
　
　
シ
ェ
デ
リ
＆

イ
ト
デ

　
　
　
ズ
ウ
ア
グ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
カ

　
一
ス
ア
一
イ
ソ
ル

　
　
　
　
　
　
　
ウ

タ
バ
リ
ヘ
ダ
ウ
ロ
ボ

会
会商ル

商
べ＆ソ

弟
スルイ

兄
ウユ

ル
シツロ

ベ

会
会
会
会

商弟兄
商
商
商

ル
ソ
ソ
ム

ベ
ス
　
　
コ

＆
ル
　
ル

ソ
イ
ラ
マ

ス
ウ
　
　
＆

ソ
＆
　
　
ソ

ィ
ス
ク
ィ

テ
ク
　
　
ウ

ツ
ル
　
　
ル

パ
ギ
コ
ェ

会
会
会
会
会
杜
会

　
商
　
　
　
　
　
会

　
ト

　
ツ
　
　
　
鉄

　
レ

商
バ
商
商
商
製
商

　
＆ス

ス
ス
ル
グ
ム
一

　
カ
　
　
　
ソ

ニ
ソ
一
一
ラ

ワ
ル
　
ウ
ダ
　
　
マ

　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
＆

ズ
　
，
キ
ト
　
　
・

　
一
　
　
ズ

ル
ナ
。
ツ
ソ
ス
一

ニ
フ
ィ
一
ウ

　
オ
　
　
　
　
　
オ

ホ
ウ
ポ
ウ
ジ
サ
パ

会
杜
会
会
爵
杜

　
会
　
　
　
会

　
学
　
　
　
鉄

商
化
商
商
侯
製

ン
ソ
ス
ソ
一
ル

ス
　
ク
ス
リ
ェ

　
ト
　
　
　
リ

　
　
一
　
　
　
ウ

ド
　
　
　
モ
デ

　
　
ホ
一
　
　
一

一
ソ
　
　
　
ソ
“

　
　
＆
ズ
　
　
タ

ヤ
　
ズ
ム
ド
ソ

　
シ
　
一

チ
　
ル
ヱ
ソ
イ

リ
ワ
ベ
ジ
ロ
ハ

？
９
・

会
ソ

　
ス

　
ル商

　
エル

　
ユナ

　
、
、
、

グ
サ

バ
Ｂ

９
・
・
　
９
－
・

３
８

２７〃６０
／

〃

伽〃加
〃０ｅＳａＣ

Ｗ胴
一

ｆ
成
０
作

０
ｒ
て

町
し

Ｍ
用

〔
借

ｕ
り

氏
よ

Ｌ
の

¢
〃

６
丁
。

７
〃
る

い
０
あ

，
Ｃ
で

仇
舳
数

鴛
輔

九
臓

鴛
摘

叢
劉

Ａ
〃
炉

ｈ
竺
。
同

－
蝸
舳
風

血
〃
衝

Ｂ
〃
“

：
亙

典出

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

九
九
（
一
〇
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
一
〇
八
八
）

　
（
４
）
　
造
船
業
　
　
造
船
業
は
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
で
は
古
く
か
ら
の
石
炭
輸
送
船
建
造
と
い
う
歴
史
的
伝
統
の
あ
る
産
業
で

あ
り
、
一
七
六
〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
に
か
げ
て
な
お
小
型
木
造
船
中
心
と
い
う
制
約
条
件
の
中
で
も
イ
ギ
リ
ス
海
運
業
を
支
え
る

イ
ギ
リ
ス
造
船
業
の
中
心
地
帯
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
タ
イ
ソ
河
畔
で
は
一
八
四
八
年
に
三
六
の
造
船
所
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
有
名

鵠
醐
　
　
祭
　
た
東
イ
ソ
ド
貿
易
玲
フ
レ
ソ
ハ
イ
ム
雫
ホ
ツ
ト
ス
バ
、
号
お
よ
び
マ
、
ル
ボ
ロ
、
号

建
１
８
　
　
　
　
　
　
　
　
賄
肋
〃
　
　
　
　
（
一
八
四
六
年
進
水
、
一
五
〇
〇
ト
ソ
）
を
建
造
し
た
Ｔ
＆
Ｗ
・
ス
ミ
ス
造
船
所
、
北
東

舶
（
　
　
　
　
　
　
　
　
肌
・
。

船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
肋
吻
　
　
　
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
で
初
め
て
小
型
で
は
あ
る
が
蒸
気
力
鉄
製
客
船
（
一
八
三
九
年
）
、
鉄
製

製
　
　
　
　
　
　
　
　
６
（
〃
肋
　
“

嚇
　
　
　
斌
二
双
ス
ク
リ
ユ
ー
式
貨
車
渡
船
一
一
八
四
一
年
一
を
建
造
し
た
了
シ
ヤ
ル
造
船
所
が
著

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ｓ
〃
　
者

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
伽
伽
　
鱗
　
　
名
で
あ
る
。
他
方
、
ウ
イ
ア
河
畔
で
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
最
も
著
し
い
成
長
を
遂
げ
、

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
〃
　
の

グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
ガ
〃
　
難
　
　
三
〇
年
代
に
は
ロ
イ
ズ
船
級
協
会
は
、
多
少
誇
張
で
は
あ
る
が
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
血
　
犯
　
〃

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
２
・
〃
　
ン

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洲
州
舳
　
〃
　
　
（
ウ
ィ
ア
河
口
）
は
「
わ
が
国
に
お
げ
る
最
も
重
要
な
造
船
セ
ソ
タ
ー
で
あ
り
建
造
船
の

東
　
　
　
　
　
　
　
鳶
的
　
工

北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮎
０
。
”
庇
鯛
　
　
隻
数
お
よ
び
ト
ソ
数
は
他
の
す
べ
て
の
湾
を
併
せ
た
も
の
に
ほ
ぽ
匹
敵
す
る
」
と
認
知

崎
　
　
　
撚
慨
と
タ
ィ
ソ
河
畔
で
は
巨
大
造
船
企
業
は
一
九
世
紀
後
半
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
が
・

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ア
河
畔
で
は
こ
の
時
期
に
既
に
あ
の
著
名
な
ド
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
オ
ー
ス
チ
ソ

お
よ
び
ビ
ッ
カ
ー
ズ
ギ
ル
等
の
企
業
が
出
現
し
、
三
〇
年
～
五
〇
年
の
問
、
年
間
建
造
総
ト
ソ
数
は
二
万
ト
ソ
～
六
・
四
万
ト
ソ
に

達
し
、
タ
イ
ソ
河
畔
で
の
建
造
量
を
は
る
か
に
凌
駕
し
た
。
鉄
製
蒸
気
船
の
商
業
的
優
越
を
明
示
し
た
の
は
、
域
内
鉱
山
業
界
の
指

導
者
の
一
人
Ｃ
・
Ｍ
・
バ
ー
マ
ー
が
発
注
し
、
一
八
五
〇
年
に
進
水
し
た
石
炭
輸
送
用
の
鉄
製
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進
蒸
気
船
１
ー
ジ
ョ
ソ

・
ボ
ー
ズ
号
（
石
炭
六
五
〇
ト
ソ
積
載
、
時
遠
約
九
マ
イ
ル
・
タ
イ
ソ
ー
ー
ロ
ソ
ド
ソ
問
四
八
時
間
）
で
あ
り
、
以
後
、
鉄
製
蒸
気
船
の
建
造

４
０
６
０
６
０
ｊ
３
／
２
２
９
６

６
０
｛
３
８
１

６
０
０
０
５
０
』
ｊ
ｊ
４
　
２
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１
０
ユ
８
１

水
数
　
ソ
　
ト
進
総

７
５
０
８
６
０
∴
｛
｛
３
２
１
５
９

目
項

域
地

畔
畔
畔
河
河
河
ソ
ニ
イ
　
イ
イ
タ
ウ
テ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

が
急
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
”
）
　
竃
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
ｑ
一
　
＞
♂
ミ
“
　
向
Ｑ
ミ
　
向
ミ
屯
ｑ
§
ト
　
　
Ｏ
Ｏ
・
｛
ｏ
◎
１
０
一
　
ｑ
９
　
　
氏
～
灼
“
◎
ミ
　
ｓ
ミ
～
　
ま
～
ミ
色
、
§
Ｎ
涼
Ｑ
，
ｏ
き
　
　
り
．
｛
〇
一
完
ｏ
考
９
　
９
．
○
ミ
ニ
　
り
り
．
］
１
ｏ
ー
べ
一

　
　
　
　
導
§
き
婁
一
〇
．
紅
・
。
一
零
一
け
事
声
。
。
。
。
◎
９
註
◎
Ｐ
号
ミ
一
暑
．
Ｈ
Ｎ
○
｛
ネ
｝
Ｏ
易
９
号
ミ
一
〇
り
．
お
－
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
　
　
　
　
　
　
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
シ
ー
ソ
　
，
ミ
　
ル
・
ワ
ー
ク
　
　
　
　
ス
テ
イ
ッ
ヨ
ナ
リ
イ
・
ス
チ
ー
ム
・
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
　
　
ロ
コ
モ
テ
イ
ヴ
・
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ

　
（
５
）
　
機
械
工
業
　
　
機
械
工
業
は
、
¢
一
般
機
械
・
水
車
機
械
、
＠
定
置
蒸
気
機
関
、
　
機
関
車
用
機
関
、
＠

マ
リ
ソ
・
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
　
　
　
　
ハ
イ
ド
ロ
ー
リ
ツ
ク
・
エ
ソ
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ

船
舶
用
機
関
、
◎
水
　
圧
　
機
　
　
械
、
　
橋
梁
（
鉄
橋
．
陛
橋
）
・
燈
台
製
作
等
に
分
類
さ
れ
る
。
当
該
時
期
に
お
げ
る
北
東

イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
機
械
工
業
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
炭
坑
の
排
水
・
巻
揚
機
関
製
作
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
、
一
八
二
〇
年
代
末
か
ら

蒸
気
機
関
車
製
作
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
四
〇
年
代
以
降
船
舶
用
機
関
製
作
に
着
手
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
繊
維
機
械
製
作

業
を
欠
き
、
か
っ
鉄
鋼
業
が
遅
れ
て
発
展
す
る
と
い
う
事
情
の
下
で
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
機
械
工
業
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
枢

要
な
地
位
を
占
め
る
の
は
、
重
工
業
時
代
が
到
来
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
中
期
以
降
ま
で
待
た
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
、
ロ
バ
ー
ト
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ソ
ス
ソ
商
会
の
ニ
ュ
ー
ヵ
ツ
ス
ル
エ
努
は
一
八
二
三
年
の
創
業
か
ら
六
二
年
ま
で
の
四
〇
年
問
に
一

五
一
〇
台
の
機
関
車
用
エ
ソ
ジ
ソ
を
製
作
し
て
、
四
〇
年
代
に
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
的
た
名
声
と
資
産
（
五
〇
年
に

は
Ｒ
．
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ソ
ソ
ソ
は
多
く
の
貴
族
家
系
の
世
襲
財
産
に
等
し
い
年
収
三
万
ポ
ソ
ド
を
得
て
い
た
）
を
築
き
あ
げ
た
。
ま
た
、
Ｒ
＆
Ｗ
・

ホ
ー
ソ
ー
ソ
商
会
は
、
蒸
気
カ
ク
レ
ー
ソ
（
一
八
二
〇
年
）
や
蒸
気
力
旋
盤
（
一
八
二
二
年
）
等
各
種
産
業
用
蒸
気
力
機
械
を
開
発
・

製
作
し
、
一
八
一
七
年
の
創
業
時
に
四
名
の
労
働
者
し
か
い
匁
か
っ
た
ニ
ュ
ー
カ
ヅ
ス
ル
エ
場
は
五
〇
年
頃
に
は
一
〇
〇
〇
名
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
両
商
会
お
よ
び
キ
ル
ク
ス
＆
ウ
ィ
ル
ス
ソ
商
会
、
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ソ
グ
商
会
（
同
商
会
の
一
八
六
一
年
の

雇
用
労
働
老
総
数
は
四
〇
〇
〇
名
に
な
っ
て
い
た
）
、
併
せ
て
四
商
会
で
一
八
二
九
年
か
ら
六
二
年
ま
で
の
三
四
年
問
に
二
四
〇
〇
靹
の

　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

機
関
車
を
製
作
し
た
。
（
第
５
表
を
参
照
）

　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
一
〇
八
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

一
〇
二
（
一
〇
九
〇
）

）在現年
６
２８Ｑ要概の業企要主業工械機

雌
倒

似近の料原

及
用
の

ソ
使
ト

ジ
の
（

ソ
造

工
製

の
械
量

記
機
料

左
び
原

諾
加

ジ
の
偏

ソェ
ラ

の
イ

記
ボ

左
び
数

，
数

ソ
台

ジ
総

ソ
の

ヱ
車

た
水

し
は

成
又

完
，

来
一

以
ラ

業
イ

創
ボ

００
』
）

５
問

年

　
３
０

（

台
台

９
２

５
８

ソ
　
ソ

ジ
ジ

ソ
　
ソ

エ
　
エ

用
ド
用

舶
ソ
上

船
ヲ
陸

０００
０
０３０００５１

０００５１ソジソヱ

００００１ライボ

台
台
　
台

０
（
）

一
」
Ｕ
Ｏ

Ｑ
Ｕ
ｒ
ｏ

Ｏ０４

｝

　
　
　
車

　
械
機
水

　
機
錬
・

ソ
　
土
製
機

ジ
粘
鉛
造

ソ
一
・
・
製

エ
ラ
機
車
ガ

置
イ
粉
み
ソ

定
ボ
製
踏
レ

０００２台００２
　
品

　
製

　
造

　
鋳

ソ
な

ジ
様

ソ
多

エ
び

置
よ

定
お

Ｏ００５１

く除を用車関機（

台
台
台
台
台
台
台

７
１
・
一
　
〇
リ
　
ｎ
６
１
１
０
０

９
２
　
　
　
　
　
　
７
８
２

７
‘
１
↓
　
　
　
　
　
　
１
↓

ソ
ジ
ソ

ソ
　
ソ

ジ
ジ

ソ
　
ソ

ソ
ソ

ジ
ジ

ソ
ソ

ソ
ジ
エ
　
エ
ソ
エ
ニ

エ
ソ
以
組
ル
独
ジ
組
独

用
エ
ベ
一
〃
単
ソ
一
単

車
用
用
　
　
工
用

関
業
道
　
用
舶

機
鉱
水
　
汎
船

００００００２ＯＯＯ
８
００

）

ｏ
ｏ
く
イ

５
・
除
ボ

３
を
・

用
ソ

車
ジ

関
ソ
一

機
エ
ラ

（

台
台
台
台

〇
一
」
リ
（
ｏ
ｏ
ｏ

１
－
一
１
↓
（
Ｕ
’
０

Ｆ
０
１
↓
ｎ
Ｚ
９
＾

１ソ
ジ
ソ

ライボ＆

ソ
ジ
ラ
ソ

ヱ
ソ
イ
ジ

用
エ
ボ
ソ

車
用
用
エ

関
舶
舶
置

機
船
船
定

ＯＯＯ３
台００６

）
の

　
用

船気蒸

　
に
付

　
主
一

ソ
は
ラ

ジ
部
イ

ソ
一
ボ

エ
（

Ｏ００
ｏ
ｏ０００

２
０８

３
１２１台０４３ライボ＆ジ工気蒸

台
ｏ
ｏ１

数多

｝

ソ
　
　
ソ

ジ
　
ジ

ソ
ソ
　
　
ソ

ジ
ェ
ソ
ェ

ソ
用
一
置

鋳
肺

関
風
気
舶

機
衝
蒸
船

ＯＯＯ
ｏ
ｏ１

ＯＯＯ５１関機気蒸

Ｏ０４

ソ
ー

ジソ工圧水

ム
ロ
　
ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ

り
ん
　
一
Ｌ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｏ

〇
　
　
一
」
０
７
‘
一
」
リ

（
Ｚ
　
　
り
４
１
■
１
↓

｝
用

水
ソ

排
ジ

　
ソ

置
工

定
用，

深

タ

ソ
レ

ジ
ュ

用
凌
一
ソ
ミ

車
び
ラ
エ
ユ

関
よ
イ
圧
キ

機
お
ボ
水
ア

４
［
０
１
↓
ｑ
Ｕ
’
ｏ
（
ｏ

３
５
２
４
２
９

’
０
９
］
　
　
　
　
７
‘
ｏ
ｄ板ラ

鉄
鉄
録
イ
鉄

鋳
鍛
銅
真
ボ
棒

Ｏ
２
３

台
　
台

４
　
　
　
（
ｏ

ソジ工置定

ソジソ工用舶船向弓牽

００００５４

（
Ｕ
０
０
（
Ｕ

Ｏ
（
）
Ｏ
Ｅ
Ｕ

０
５
０
３

＆
２
，
Ｚ

　
板

　
　
一
織

　
　
ラ
真

鉄
鉄
イ
・

鋳
鍛
ボ
銅

２４８１１

台
　
台

７
１ソジソ工組用舶船

１ライボ



るけおにドソラグソイ東北表５第

篇
稽

　
働

雇
労類種の等械機作製

創
業
年

工
　
場

者業作製

地在所名業企

創
業
順
位

Ｏ０５１

道
船

水
び

　
よ

械
お

機
用
等

般
坑
梁

一
炭
橋

び
　
，
，

よ
ル
機
関

お
粉
機

ク
械
ミ
製
気

一
機
　
，
蒸

”
車
備
用

〕
水
設
舶

７４７１ドツヘ
ツイ

“

ゲ
ロク

会
＆
商

ス
イ

ク
　
ェ

　
シホ

００２

穀
鉄
，

び
車
鋳
作

よ
水
び
製

お
び
よ
一

鉛
よ
お
ラ

，
お
造
イ
ソ

紙
械
建
ポ
ジ

製
機
ソ
：
ソ

：
業
ジ
４
ー
エ

２
６
農
ソ
ー
８
用

１
８
，
工
　
引

一
械
：
所
牽

９
３
機
２
６
造
内

１
７
物
１
８
製
坑

３９７１
リ

．
　
１
「

タ
リ

ス
ト

ェ
ス

チ
・

会商イレモ

００２
よお用炉高

用
関

粉
機

製
気，

蒸

械
用

機
坑

車
炭

水
び７０８１カオウ

イ
商

ウ
ル，

ベ
ユ
＆

シ
ソ

ツ
ス

ロ
ル
会

４８９

道
用

水
舶，

船

械
・
ソ

機
用
ジ

般
坑
ソ

一
炭
工

び
・
用

よ
用
車

お
粉
関

械
製
機

機
，
び

車
備
よ

水
設
お７１８１ルスツカユニ

ソホ．
会

Ｗ
商

＆
ソＲ

２
　
　
　
　
　
　
　
３

４

Ｏ０５１用粉製びよお
用
等

舶
梁

船
橋

凧
４

車
ジ

関
ソ

機
工

３２８１ルスツカ
ユ二

“

ヴイ
会

テ
商

ス
ソ．

ス

Ｒ
ソ

Ｆ
ｏ

嘉
孫

宍
臨

００３

００７
●

ス
動

・
直

ソ
型

ジ
倒

ソ
転

工
用

輪
ソ

外
ジ

用
ソ

一
船
工

一
曳
一
ソ

肘
カ
ユ
ジ

グ
気
リ
ソ

〃
蒸
ク
ニ

０３８１埠ソトソリイ
ウ
頭会商ルヤシマ

００６械機連関びよおジ工用
舶
置

船
装８３８１ルフルトハ

ソスド一
会

ヤ
商

チ
子

リ
父

０００１

粉
関

製
機，

び

械
よ

機
お
等

般
用
梁

一
舶
橋

び
船
，

よ
・
ソ

お
用
ジ

械
坑
ソ

機
炭
工

車
・
用

水
用
車４４８１ラブズレノ

“

ト

、
、
、イウ＆

会
ス
商

ク
ソ

ル
ス

ギ
ル

Ｏ０８

粉
水

製
び

よ

械
お

機
用

般
車
等

一
関
梁

び
機
橋

よお
傭
７

械
設
ジ

機
道
ソ

車
水
工

水
機
圧７４８１クツイウズル工

スム
会一

商

ア
グ

｝
ソ

　
ロ

Ｗ
ト

４
０ジ工用舶船向）船曳（弓牽７４８１ルシ

●

スウ
サ
ズスドル

ノレ
Ｊ
ソ

００６械機連関びよおソジソ工用
舶
置

船
装２５８１口ヤジ商弟兄－マ

バ
会

＾
０
　
　
　
　
　
　
７
’

ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
）

１
０

ｕ

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

一
〇
三
（
一
〇
九
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

鵬
醐
榊
原

‘

穆
姦
の
械
量
記
機
料
左
び
原

■

繊
〃
升
薪
左
び
数

２
４
３
５

４
５
バ
４

ｆＯＳＣＳｔａＳ虎ａ
み

．
ｍ
の

０
Ｘ
者

町
働

Ｐ
労

宝
Ａ
械

１
ｅ
機

沁
の

丁
義

　
狭ｘ

伽
榊

ｅ
ｎ

叩
。

Ａ
作

，
製

〃
基
．
〃
８

工
妃

ゐ
梁

猿ぶ
郷
よ

〃
こ

“
様

堆叢笛
吻
各

・
３
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
一
〇
九
二
）

（
２
０
）
　
く
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
早
＞
♂
、
き
向
亀
良
向
ミ
屯
ｓ
§
ト
り
Ｏ
．
蜆
岬
－
閉
べ
…
団
｛
弐
ｏ
ｏ
｝
声
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
９
～
－

　
饒
◎
ｐ
急
．
、
ゴ
ｏ
ｐ
Ｈ
○
甲
Ｈ
Ｈ
ｍ
（
巾
．
オ
易
け
昌
胃
◎
き
印
－
．
甲
ｏ
つ
ｏ
ｏ
■
８
■

　
　
○
ミ
“
ざ
要
包
§
ミ
ぎ
内
§
ミ
さ
ユ
ミ
ミ
吻
県
“
ざ
ｂ
室
こ
ユ
）
．

　
（
６
）
　
化
学
エ
業
お
よ
び
関
連
エ
業
　
　
化
学
工
業
は
、
北
東
イ
ソ
グ

ラ
ソ
ド
で
は
古
く
か
ら
全
国
的
に
よ
く
知
ら
れ
た
海
水
お
よ
び
塩
泉
水
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

ら
塩
を
釜
で
煮
詰
め
て
抽
出
す
る
製
塩
業
や
小
規
模
な
ガ
ラ
ス
エ
業
を
出

発
点
と
し
て
い
た
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
が
一
九
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
化
学

工
業
の
二
大
中
心
地
帯
（
タ
イ
ソ
河
畔
地
域
と
ラ
ソ
カ
シ
ャ
ー
．
チ
ェ
シ
ャ
ー

の
マ
ー
ジ
ィ
河
畔
地
域
）
の
一
つ
に
発
展
し
た
の
は
、
一
七
九
〇
年
代
に
パ

リ
で
フ
ラ
ソ
ス
の
化
学
者
ラ
ヴ
ァ
ジ
ィ
ェ
と
一
緒
に
研
究
し
て
い
た
カ
ソ

バ
ー
ラ
ソ
ド
出
身
の
Ｗ
・
ロ
ッ
シ
ュ
や
Ｔ
・
ダ
ブ
ル
デ
ィ
が
九
〇
年
代
末

か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
げ
て
イ
ギ
リ
ス
全
国
の
繊
維
・
ガ
ラ
ス
・
製
紙

諸
工
業
の
発
展
に
と
っ
て
重
大
な
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
ソ
ー

ダ
・
ア
ル
ヵ
リ
不
足
を
解
決
す
る
た
め
に
、
タ
イ
ソ
河
畔
地
域
に
イ
ギ
リ

ス
で
初
め
て
ル
ブ
ラ
ソ
ー
ー
ソ
ー
ダ
製
造
法
に
よ
る
化
学
工
場
を
建
設
し
た

こ
と
に
よ
る
。
彼
等
は
大
量
の
原
料
塩
と
極
め
て
廉
価
な
域
内
炭
の
存
在

と
い
う
二
つ
の
有
利
た
条
件
を
結
合
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
タ
イ
ソ



）きづつの表５第（

篇
硫

０
０

０
０

０
５

６

４

ｎ

働

雇
労

粉

粉
舶
等

ソ

類

製
船
一

製

、
ノ

，
び
マ

力

種

械
よ
ソ

，
械
ソ

気

の

機
お
ハ

機
ジ

蒸

等

般
用
力

般
ソ

許

一
坑
気

一
工

特

械

び
炭
蒸

び
用

び

ｏ

機

よ

よ
舶

よ

　
，
　
　
　
　
，
お
備
ソ

お
船

お

作

械
設
ジ

械
び

関

製

機
道
ソ

機
よ

機

車
水
工

車
お

気
一

水
機
用

水
用

蒸
マ

創
業
年

３
５

６
Ｆ
ｏ

２
６

工
　
場

８
１

８
１

８
１

地

レ
ノ

ソ

ス

ラ

－

ツ

者

ブ

在

“
、
ノ

カ

ズ

ズ

－

レ
ノ

－

ユ

ド

業

所

ウ

二

ミ
、

作

名

会

会

会

商

商

ソ

ソ

商

製

業

ス

ス

イ

プ

リ

ソ

ヨ

■

企

モ

ト

ジ

創
業
順
位

２
１

３
１

４
１

ｇ
〃亙加

〃０ｒｅＣｎｅ

的
Ｋ
刷

工
借

＆
り

ｔ
よ

０
ｔ
Ｏ

肌
．
氾

ｍ
け

飢
．
１
Ｓ

ｅ
Ｄ

Ｗ
ｎ

Ｒ
甘

（
船

４
Ｅ

１
３
比

１
　
　
ｒ

ル
Ｍ，

比

ｃ
　
　
ｎ

か
ｉ

０
蛇

，
　
ｕ

ｎ
ｄ

１
０
　
ａ

．
ｔ
　
ｆ

ａ
　
ｕ

．
１
　
　
ｎ

Ｃ
　
ａ

Ｏ
Ｉ

ｓ
ｓ
Ｎ

Ａ
９

　
．
ｍ

ｈ
　
ｒ

Ｓ
　
　
ｅ

．
七
　
ｅ

一
１
　
　
む

ｒ
　
　
■
１

Ｂ
　
９

－
肋

典出

北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

河
畔
化
学
工
業
は
飛
躍
的
に
発
展
し
、
一
八
五
〇
年
頃
に
は
ア
ル
カ
リ
生

産
で
全
国
の
約
－
一
３
（
七
万
一
ニ
ハ
三
ト
ソ
の
内
二
万
三
一
〇
〇
ト
ソ
、
ラ
ソ

ヵ
シ
ャ
ー
が
二
万
六
三
四
三
ト
ソ
）
、
結
晶
ソ
ー
ダ
で
２
一
３
（
六
万
一
〇
四
四
ト

ソ
の
内
四
万
二
七
九
三
ト
ソ
）
、
化
学
工
業
製
品
生
産
額
は
控
え
目
に
評
価

し
て
七
〇
万
ポ
ソ
ド
、
就
業
者
数
は
全
国
六
三
二
六
名
の
内
三
〇
六
七
名

（
一
八
五
二
年
）
、
石
炭
年
問
消
費
量
二
一
二
～
二
五
万
ト
ソ
に
達
し
た
。
ま
た
、

タ
イ
ソ
河
畔
化
学
工
業
は
、
ラ
ソ
カ
シ
ャ
ー
綿
業
地
域
に
隣
接
す
る
マ
ー

ジ
ィ
河
畔
の
そ
れ
と
の
競
争
条
件
の
下
で
、
そ
の
市
場
を
国
内
的
に
は
主

と
し
て
域
内
の
ガ
ラ
ス
・
陶
器
・
製
紙
・
石
鹸
諾
工
業
に
依
存
し
っ
つ
も
、

か
な
り
大
き
な
比
率
で
輸
出
市
場
（
特
に
、
北
ド
ィ
ッ
）
に
依
存
し
た
。
一

八
六
二
年
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
化
学
工
業
は
、
ア
ル
カ
リ
生
産
で
全
国

の
四
七
劣
、
即
ち
、
ソ
ー
ダ
灰
四
万
三
五
〇
〇
ト
ソ
、
結
晶
ソ
ー
ダ
五
万

　
二
二
〇
〇
ト
ソ
、
重
炭
酸
ソ
ー
ダ
七
四
五
〇
ト
ソ
、
苛
性
ソ
ー
ダ
五
八
○

ト
ソ
（
こ
れ
と
関
連
す
る
原
料
消
費
量
は
、
普
通
塩
九
万
・
、
－
ソ
、
硫
酸
七
万
三
八
○

○
ト
ソ
↓
硫
酸
塩
一
〇
万
ト
ソ
、
石
炭
三
〇
万
・
、
－
ソ
）
を
記
録
し
た
。
　
一
八
七

〇
年
代
末
以
降
、
域
内
化
学
工
業
の
中
心
地
域
は
、
ソ
ル
ベ
ー
Ｈ
ア
ソ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

ニ
ア
・
ソ
ー
ダ
法
を
導
入
し
た
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
に
移
動
し
て
い
っ
た
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
一
〇
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
一
〇
九
四
）

化
学
工
業
と
石
炭
鉱
業
と
の
密
接
な
関
連
の
下
で
全
国
的
に
有
カ
な
製
造
業
の
一
部
と
し
て
発
展
し
た
の
が
、
か
一
７
一
〃
（
サ
ゥ
ス
．
シ

ー
ル
ズ
の
ク
ツ
ク
ス
ソ
ー
－
ガ
ラ
ス
エ
場
を
経
営
す
る
Ｒ
・
Ｗ
・
ス
ゥ
イ
ソ
バ
ー
ソ
商
会
お
よ
び
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
エ
場
を
経
営
す
る
ハ
ー
ト
レ
ィ
商

会
が
著
名
で
、
両
商
会
は
一
八
五
一
年
の
ロ
ソ
ド
ソ
大
博
覧
会
に
お
げ
る
水
晶
宮
製
作
に
主
要
な
貢
献
を
し
た
）
一
駈
器
（
タ
ィ
ソ
河
畔
の
Ｃ
一
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

．
メ
イ
リ
ソ
グ
商
会
は
一
八
五
〇
年
に
お
げ
る
全
国
最
大
の
製
陶
業
者
）
・
石
鹸
・
製
紙
諸
工
業
で
あ
っ
た
。

　
　
（
２
１
）
　
一
八
世
紀
初
頭
、
ハ
ウ
ド
ソ
．
パ
ソ
ズ
、
ハ
ー
ト
レ
イ
・
パ
ソ
ズ
、
ジ
ャ
ロ
ー
、
ノ
ー
ス
・
シ
ー
ル
ズ
お
よ
び
サ
ウ
ス
・
シ
ー
ル
ズ
等

　
　
　
　
で
、
若
干
の
最
も
富
裕
な
家
族
に
よ
り
海
水
と
塩
泉
水
を
煮
沸
し
て
塩
を
抽
出
す
る
約
二
〇
〇
の
銘
が
経
営
さ
れ
・
ヅ
い
ル
外
蛙
が
全
国

　
　
　
　
的
に
最
も
有
名
で
あ
っ
た
。
一
七
五
〇
年
に
は
サ
ウ
ス
・
シ
ー
ル
ズ
だ
げ
で
二
〇
〇
以
上
の
釜
が
あ
り
、
年
間
で
一
〇
万
チ
ョ
ー
ル
ド
ロ

　
　
　
　
ソ
（
約
二
七
万
ト
ソ
）
の
石
炭
が
消
費
さ
れ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
中
葉
頃
に
は
、
海
水
製
塩
法
は
塩
泉
水
と
チ
ェ
シ
ャ
ー
の
岩

　
　
　
　
塩
に
よ
る
製
法
に
席
を
譲
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
タ
ィ
ソ
地
域
で
は
な
お
こ
の
製
塩
法
（
燃
料
費
を
節
約
す
る
た
め
に
、
海
水
に
チ
ェ
シ

　
　
　
　
ヤ
ー
お
よ
び
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
産
岩
塩
を
溶
か
し
、
か
っ
精
塩
の
た
め
の
熱
源
を
コ
ー
ク
ん
席
ぴ
排
熱
や
塩
釜
自
身
の
余
熱
を
利
用
す
る
改

　
　
　
　
良
が
行
た
わ
れ
た
）
に
よ
り
大
量
の
白
塩
が
製
造
さ
れ
て
い
た
（
卑
－
豪
｝
ま
。
。
ｏ
９
註
◎
ｐ
魯
．
、
ご
署
・
お
ｇ
Ｈ
邊
－
ｇ
ヲ
≧
吋
｛
易
◎
員

　
　
　
　
§
～
？
§
“
き
、
§
§
９
Ｓ
Ｓ
§
一
－
べ
Ｓ
ｌ
亀
Ｓ
一
Ｈ
塞
９
君
．
竃
－
Ｏ
・
）
．

　
　
一
２
２
一
睾
。
Ｏ
。
、
Ｐ
き
、
き
黒
吻
一
掌
魁
、
ミ
、
；
ヱ
雪
基
二
・
ぎ
賓
・
ミ
ミ
§
婁
・
§
§
§
；
ｏ
．
。
・
。
・
－
ｏ
ら
◎
秦
．
忌
．
呉
竃
．

　
　
　
　
竃
１
。
。
二
、
ま
。
。
｝
声
。
。
の
。
。
茎
・
Ｐ
魯
・
呉
君
・
曇
－
Ｈ
お
一
■
穿
ぎ
象
Ｐ
－
Ｐ
。
つ
討
・
婁
旨
印
肉
．
Ｐ
９
営
貫
Ｓ
き
～

　
　
　
　
９
§
“
。
、
Ｎ
き
ミ
§
、
“
ミ
、
、
吻
県
§
き
き
～
§
皇
等
ミ
）
・
Ｌ
・
Ｆ
・
ハ
ー
バ
ー
『
近
代
化
学
工
業
の
研
究
ー
そ
の
技
術
・
経
済
史
的
分

　
　
　
　
析
』
（
水
野
五
郎
訳
）
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
　
一
九
七
七
年
、
八
、
一
五
－
三
五
頁
（
２
・
１
９
世
紀
前
半
期
の
イ
ギ
リ
ス
．
ソ
ー
ダ

　
　
　
　
エ
業
）
。

　
　
（
２
３
一
豪
ｏ
・
貝
き
、
き
向
、
吻
一
向
曇
§
ト
署
・
お
－
閉
二
隻
内
婁
９
忌
．
亭
ｏ
．
曇
じ
・
・
一
萎
麦
・
・
葵
・
Ｐ
箏
き
署
．
量

　
　
　
　
Ｈ
豪
．
Ｈ
・
。
べ
（
甲
事
・
○
。
ま
き
冒
量
９
§
～
き
ミ
鳶
き
ミ
県
９
婁
§
§
き
き
・
§
皇
尋
ミ
一
Ｐ
－
竃
昌
お
一
９
§
－
§
Ｎ

　
　
　
　
き
ミ
鳶
、
一
ミ
、
、
県
向
、
、
§
、
、
§
、
、
・
一
考
・
甲
穿
軍
象
貝
９
§
・
き
ミ
き
ミ
鳶
き
ミ
県
き
き
§
ミ
§
ご
ミ
皇
き
§
一
．

　
（
７
）
　
鉛
鉱
業
　
　
他
方
、
鉛
鉱
業
が
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
重
要
産
業
の
一
つ
に
た
っ
た
の
は
一
八
世
紀
末
で
あ
り
、
一
九
世



紀
初
頭
に
は
イ
ギ
リ
ス
鉛
鉱
業
の
主
要
生
産
地
帯
と
な
っ
て
い
た
。
鉛
鉱
業
は
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
域
内
最
西
部
の
北
部
ベ
ナ

イ
ソ
圏
南
北
両
渓
谷
地
帯
（
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
南
西
部
１
－
第
－
図
Ｈ
・
Ａ
お
よ
び
ダ
ラ
ム
北
西
都
１
１
同
ｎ
．
Ｂ
）
、
就
中
、
ア
ル
ス
ト
ソ
荒

ア地
周
辺
、
ア
リ
ィ
ソ
デ
イ
ル
お
よ
び
ス
タ
ソ
ホ
ー
プ
等
の
三
大
河
川
の
源
流
地
域
（
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
、
ダ
ラ
ム
お
よ
び
ヵ
ソ
パ
、
、
ラ
ソ

ド
三
州
の
境
界
地
域
）
に
集
中
し
て
い
た
。
一
九
世
紀
中
期
に
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
鉛
鉱
業
は
全
国
産
出
量
の
二
〇
劣
を
占
め
、
一
八

四
二
年
の
『
児
童
雇
用
委
員
会
」
（
鉱
山
及
び
炭
坑
）
報
告
に
よ
れ
ば
、
四
一
年
に
カ
ソ
バ
ー
ラ
ソ
ド
州
も
含
め
て
五
〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ビ
・
カ
ソ
パ
ニ
ー
－

の
鉱
夫
が
雇
用
さ
れ
、
特
に
、
二
大
鉛
企
業
で
あ
る
ロ
ソ
ド
ソ
鉛
鉱
山
会
杜
（
グ
リ
ニ
ツ
チ
病
院
理
事
会
所
有
の
鉛
鉱
区
〔
一
七
一
五
年
に

ダ
ー
ウ
ェ
ソ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
伯
か
ら
没
収
し
た
所
領
の
大
部
分
〕
の
採
掘
権
を
賃
借
）
は
一
五
〇
〇
名
の
鉱
夫
（
成
人
男
子
二
一
〇
〇
名
、
二
二

～
一
八
歳
未
満
年
少
男
子
二
四
〇
名
、
；
一
歳
未
満
児
童
四
〇
名
、
年
少
女
子
二
〇
名
）
を
、
ス
タ
ソ
ホ
ー
ブ
教
区
の
ビ
ュ
ー
モ
ソ
ト
家
（
当

主
Ｗ
・
Ｂ
・
ビ
ュ
ー
モ
ソ
ト
下
院
議
員
、
ス
タ
ソ
ホ
ー
プ
の
所
領
に
鉛
鉱
区
を
自
家
所
有
・
ア
リ
ィ
ソ
デ
ィ
ル
の
鉛
鉱
区
採
掘
権
を
保
有
）
が
二
〇

六
一
名
の
鉱
夫
（
成
人
男
子
ニ
ハ
ニ
九
名
、
年
少
男
子
二
五
〇
名
〔
う
ち
坑
内
夫
四
六
名
〕
、
児
童
一
八
二
名
〔
う
ち
坑
内
夫
七
名
〕
、
婦
女
子
雇

用
ナ
シ
）
を
雇
用
し
、
そ
の
他
併
せ
て
一
万
四
八
○
○
ト
ソ
（
仕
上
り
鉱
石
レ
ベ
ル
、
以
下
同
じ
）
を
生
産
し
た
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド

鉛
鉱
業
は
一
九
世
紀
中
葉
が
繁
栄
の
絶
頂
期
（
一
八
五
二
年
に
二
万
一
五
九
四
ト
ソ
〔
副
産
物
の
銀
１
１
約
一
九
．
二
万
オ
ソ
ス
〕
、
六
一
年
に

全
国
生
産
量
九
万
七
〇
〇
ト
ソ
の
う
ち
約
二
二
％
に
あ
た
る
一
万
九
五
三
六
ト
ソ
〔
銀
Ｈ
約
四
・
二
万
オ
ソ
ス
〕
）
で
あ
り
、
　
こ
の
時
期
ま
で
に

多
く
の
大
鉱
床
は
掘
り
尽
さ
れ
て
し
ま
い
、
特
に
七
〇
年
代
末
以
降
、
市
況
の
大
幅
下
落
と
採
掘
費
の
上
昇
に
遭
遇
し
、
衰
退
し
て

　
　
（
２
４
）

い
っ
た
。

　
　
（
旭
）
　
竃
ｏ
Ｏ
０
Ｈ
〇
一
＞
♂
工
｝
　
向
ｓ
段
　
向
ミ
屯
§
ミ
ト
　
　
り
Ｏ
．
仁
岬
１
９
　
　
］
■
○
ｏ
〇
一
申
ｏ
ミ
９
　
９
・
○
“
ご
　
　
Ｐ
Ｈ
ｏ
〇
一
　
｝
○
自
ｏ
ｏ
９
　
忌
・
○
ま
二
　
り
Ｐ
ｏ
ｏ
］
■
１
仁
一
　
尊
～
ミ
、
ミ
８
夕

　
　
　
　
○
づ
峯
－
Ｈ
一
望
け
季
ま
。
。
・
・
一
註
◎
Ｐ
忌
．
ミ
一
；
・
。
べ
－
彗
（
■
・
。
・
婁
葦
俸
↓
・
雲
・
ぎ
豪
Ｏ
づ
一
Ｑ
こ
ざ
ト
嚢
一
ミ
§
§
き
ミ
県

　
　
　
　
卜
§
、
０
９
言
、
一
Ｓ
§
｛
き
§
葦
ら
Ｏ
．
）
一
９
葦
、
§
，
勿
き
ミ
ミ
ミ
ミ
○
ミ
§
サ
勿
一
§
ミ
“
§
一
－
・
。
§
宣
オ
喜
ミ
ニ
｛
ｏ
毒
¢
◎
｛

　
　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
一
〇
九
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

一
〇
八
（
一
〇
九
六
）

Ｏ
◎
昌
昌
◎
易
一
Ｈ
ｃ
。
亀
（
・
。
ｃ
．
Ｎ
）
一
く
◎
－
ｋ
く
Ｈ
Ｈ
Ｈ
一
宕
け
ヵ
８
◎
巨
◎
二
ぎ
Ｏ
◎
昌
邑
乙
。
。
。
｛
◎
鳥
易
（
〆
け
く
◎
Ｆ
）
〔
以
下
、
竃
〇
一
■
け
く
ｏ
－
と
略
記

す
る
〕
一
り
』
畠
一
き
一
声
Ｏ
り
竃
ま
×
８
Ｈ
乙
。
け
内
召
ｏ
ユ
◎
｛
Ｏ
◎
冒
昌
オ
。
。
－
９
ｏ
易
－
内
名
冒
誌
彗
｛
向
＜
己
彗
８
守
ｏ
Ｂ
Ｃ
っ
目
７
０
ｏ
昌
８
涼
。
。
－
◎
鳥
鼻

黒
・
Ｈ
Ｈ
（
ｏ
．
ａ
く
ｏ
－
）
〔
以
下
、
Ｏ
向
Ｐ
・
。
＆
く
◎
－
・
と
略
記
す
る
〕
一
署
．
Ｓ
Ｈ
－
ト
当
該
時
期
の
鉛
鉱
業
に
１
お
げ
る
鉱
石
の
採
掘
か
ら
選
鉱

・
洗
浄
（
精
錬
用
仕
上
げ
鉱
石
）
に
至
る
ま
で
の
作
業
は
、
一
般
的
に
は
、
鉱
山
主
又
は
鉱
山
会
杜
と
鉱
夫
長
を
頂
点
と
す
る
四
名
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
ト
ナ
シ
ツ
プ

し
六
名
ま
た
は
八
名
で
編
成
さ
れ
る
採
掘
作
業
請
負
組
織
と
の
間
で
、
特
定
鉱
区
に
関
し
て
仕
上
げ
鉱
石
ビ
ソ
グ
当
り
幾
ら
１
ー
シ
リ
ソ
グ

と
い
う
請
負
契
約
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
鉱
石
洗
浄
作
業
に
就
労
す
る
大
多
数
の
児
童
・
年
少
者
等
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
鉛
鉱
山
会
杜
を
除

い
て
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
ー
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
、
彼
等
の
賃
金
も
請
負
価
格
の
中
か
ら
支
払
わ
れ
た
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
鉛
鉱

業
で
は
、
児
童
は
、
稀
に
八
～
九
歳
で
、
大
部
分
は
九
～
一
〇
歳
で
鉱
石
洗
浄
作
業
（
鉛
を
石
灰
岩
・
砂
岩
・
重
晶
石
等
か
ら
鉱
山
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ア
ソ
ナ
ー

の
地
表
の
湧
水
を
利
用
し
て
分
離
す
る
）
ま
た
は
通
気
番
か
ら
鉱
山
労
働
を
始
め
、
送
風
係
・
坑
道
掃
除
夫
・
坑
内
馬
曳
運
搬
夫
・
鉱
車

運
搬
夫
や
馬
力
巻
揚
機
の
駁
者
等
を
経
験
し
、
成
人
（
一
八
歳
）
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
人
に
加
わ
り
、
直
接
に
は
採
鉱
夫
と
し
就
労
し

た
。
主
と
し
て
児
童
．
年
少
者
に
よ
る
鉱
石
洗
浄
作
業
は
氷
結
期
（
冬
季
三
～
四
ケ
月
）
や
湧
水
の
枯
渇
期
間
は
中
断
さ
れ
た
。
ロ
ソ
ド

ソ
鉛
鉱
山
会
杜
は
就
業
揚
則
で
寡
婦
又
は
大
家
族
の
子
弟
を
除
き
一
四
歳
未
満
者
が
冬
季
に
鉱
山
に
就
労
す
る
こ
と
を
禁
止
Ｌ
、
彼
等
を

学
校
に
通
学
さ
せ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
鉱
山
労
働
目
は
、
一
般
的
に
は
、
八
時
間
－
週
五
目
制
で
あ
る
が
、
不
規
則
作
業
で
あ
る
洗
浄
労

働
は
、
朝
七
時
か
ら
夕
六
時
（
夕
食
時
間
１
１
一
時
問
）
ま
で
の
実
働
一
〇
時
間
－
週
五
目
制
で
あ
っ
た
。
成
人
採
鉱
夫
（
男
子
の
み
）
は
、

採
掘
労
働
と
同
時
に
、
何
よ
り
も
渓
谷
居
住
地
で
の
食
糧
調
達
手
段
と
し
て
、
ま
た
失
業
時
の
そ
れ
と
し
て
も
、
五
～
二
〇
エ
ー
カ
ー
の

小
保
有
地
で
農
場
を
経
営
す
る
と
い
う
い
わ
ぽ
「
自
給
経
済
の
複
合
形
態
」
を
慣
行
と
し
、
ロ
ソ
ド
ソ
鉛
鉱
山
会
杜
等
は
こ
う
し
た
「
経

営
政
策
」
を
積
極
的
に
１
推
進
し
た
。
通
常
、
か
か
る
小
農
場
（
五
エ
ー
カ
ー
の
場
合
）
で
、
採
鉱
夫
の
妻
お
よ
び
子
女
が
二
頭
の
乳
牛
を

飼
育
し
、
自
家
用
の
、
ミ
ル
ク
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
を
生
産
し
た
。
そ
し
て
年
一
回
の
”
干
し
草
収
穫
期
（
亭
¢
ブ
昌
と
昌
ｏ
）
〃
の
八
月
中

旬
に
は
採
鉱
夫
等
も
本
業
を
休
ん
で
収
穫
作
業
に
従
事
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
下
で
、
彼
等
の
多
く
は
、
鉛
鉱
業
の
衰
退
と
と
も
に
、

経
営
的
に
独
立
し
う
る
農
場
単
位
と
す
る
た
め
に
、
周
辺
の
土
地
を
買
い
あ
げ
て
専
業
農
夫
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（
く
ｏ
Ｏ
〇
三

＞
♂
、
事
向
ｓ
良
寒
亀
ｓ
ミ
ト
　
Ｏ
・
仁
岬
一
　
目
◎
■
ｏ
ｏ
９
　
息
．
、
｝
ご
　
り
り
．
ｃ
ｏ
Ｎ
－
仁
…
　
導
～
ミ
迂
ミ
Ｓ
申
　
Ｏ
．
ｏ
ｏ
Ｈ
一
　
〇
．
－
｝
■
目
け
　
掌
～
　
卜
～
ｓ
～
　
ミ
“
ミ
～
葛
　
県
“
ぎ
“

き
、
き
～
、
ミ
、
～
ミ
ミ
｝
ミ
Ｓ
一
　
Ｈ
り
べ
ｏ
．
　
Ｏ
・
○
ｏ
ｇ
　
Ｏ
向
Ｏ
．
　
Ｈ
乙
ｏ
け
く
ｏ
ゴ
　
Ｐ
Ｎ
◎
ｏ
…
Ｏ
向
Ｏ
－
　
ｃ
０
Ｈ
｛
く
◎
ｉ
　
Ｏ
Ｐ
べ
Ｎ
９
　
べ
Ｎ
り
ー
ｏ
ｏ
○
．
　
べ
仁
ｏ
ｏ
ｌ
仁
ｏ
〇
一
　
べ
ｍ
べ
－
り
．
）



　
（
８
）
　
鉄
鉱
山
業
　
　
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
丘
陵
の
鉄
鉱
石
開
発
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
八
五
〇
年
以
降
に
本
格
的
に
展

開
さ
れ
た
。
こ
の
地
区
に
お
げ
る
鉄
鉱
脈
の
存
在
白
体
は
一
八
一
一
～
一
二
年
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
サ
ソ
プ
ル
が
タ
イ
ソ
河
畔
の
製

鉄
工
場
に
送
ら
れ
た
が
、
結
果
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
と
く
に
Ｊ
・
ボ
ー
ン
（
ポ
ゥ
ル
カ
ゥ
＆
ボ
ー
ソ
商
会
の
バ
ー
ト
ナ
ー
）

が
、
一
八
五
〇
年
六
月
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
丘
陵
の
中
央
北
部
１
－
テ
ィ
ー
ズ
河
口
右
１
１
南
岸
内
陸
部
の
エ
ス
ト
ソ
で
広
大
な
鉄
鉱
床

を
発
見
し
て
以
降
、
事
情
が
一
変
し
た
（
前
掲
第
２
表
を
参
照
）
。
少
な
く
と
も
二
〇
〇
平
方
マ
ィ
ル
に
１
一
旦
っ
て
賦
存
す
る
（
二
八
六
〇

年
現
在
）
グ
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
鉄
鉱
石
の
鉄
分
平
均
含
有
率
は
三
〇
劣
で
あ
る
が
、
最
優
良
地
点
の
ロ
ー
ズ
デ
イ
ル
鉱
床
で
は
五
〇
％
、

多
く
の
鉱
床
で
四
二
％
で
あ
っ
た
（
当
時
の
高
炉
使
用
鉱
石
の
全
国
平
均
含
有
率
は
三
二
．
五
劣
）
。
グ
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
鉄
鉱
山
業
の
発
展

は
、
先
行
的
発
展
を
挙
げ
た
石
炭
鉱
業
と
と
も
に
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
大
戦
に
至
る
ま
で
の
時
期
、
す
な
わ
ち
”
パ
ヅ
ク

ス
・
ブ
リ
タ
ニ
ヵ
〃
体
制
下
に
お
い
て
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
を
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
重
（
化
学
）
工
業
地
帯
に
押
し
上
げ
た
原
燃
料
基

．
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

盤
を
提
供
し
た
。

　
　
（
妬
）
　
司
ｏ
Ｈ
｛
ｋ
ｏ
Ｏ
－
９
．
、
ジ
　
Ｏ
Ｏ
．
］
■
ト
Ｈ
ｌ
閉
一
吋
ユ
饒
ｏ
ｏ
プ
ト
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
－
～
饒
◎
づ
一
忌
．
、
ご
　
　
ｂ
Ｐ
ｏ
ｏ
ヅ
閉
］
二
　
閉
○
〇
一
　
ｍ
ｏ
◎
一
　
Ｑ
Ｈ
ー
ト
〇
一
　
〇
べ
一
罧
ｏ
Ｏ
０
Ｈ
ｑ
一
き
、
§
向
ｑ
良

　
　
　
向
§
屯
Ｑ
ミ
ト
　
Ｏ
Ｐ
］
Ｉ
Ｎ
Ｈ
ｌ
Ｎ
一
射
◎
ミ
９
　
９
．
〔
“
ご
　
Ｏ
．
Ｈ
印
…
竃
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｈ
｛
　
俸
射
ｏ
ミ
９
　
９
．
、
ご
　
Ｐ
ト
ｏ
〇
一
｝
○
■
ｏ
ｏ
９
　
９
．
ｑ
“
ゴ
　
Ｏ
．
ｃ
ｏ
卜

　
（
９
）
　
眉
炭
鉱
業
　
　
こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
確
立
期
、
さ
ら
に
は
自
由
貿
易
体
制
の
確
立
期
に
か
げ
て
の
北
東
イ
ソ

グ
ラ
ソ
ド
の
地
域
的
産
業
構
造
の
変
化
、
就
中
、
特
化
傾
向
を
強
く
内
包
し
た
鉱
工
業
部
門
の
展
開
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
特

筆
す
べ
き
発
展
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
面
す
る
段
階
、
と
く
に
一
九
世
紀
前
半
期
に
お
い
て
、
産
業
革
命
の
波
頭

に
立
ち
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
革
命
の
推
進
的
役
割
を
果
し
た
域
内
農
業
に
匹
敵
な
い
し
上
回
る
就
業
人
口
を
擁
し
つ
つ
、
域
内
産
業
構

造
の
基
軸
的
地
位
を
占
め
た
の
が
石
炭
鉱
業
で
あ
っ
た
。

　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
一
〇
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
一
〇
九
八
）

　
そ
こ
で
、
本
節
の
小
括
を
行
た
う
前
に
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
の
地
域
的
産
業
構
造
の
特
質
と
の
関
連
に
お
げ
る
石
炭
鉱
業
の
総

括
的
特
徴
を
説
明
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ル

　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
田
に
は
あ
ら
ゆ
る
用
途
向
げ
（
炭
種
）
の
石
炭
、
す
な
わ
ち
¢
家
庭
用
炭
　
コ
ー
ク
ス
炭
　
ス
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ネ
ラ
ル
・
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
（
％
）

ー
ム
（
汽
罐
用
）
炭
＠
ガ
ス
用
炭
　
一
般
産
業
用
炭
が
す
べ
て
賦
存
す
る
。
炭
種
毎
に
賦
存
地
域
は
か
な
り
異
た
り
、
ま
た
炭
種
毎

の
地
域
内
外
市
場
の
需
要
構
造
お
よ
び
、
特
に
、
域
内
産
業
構
造
の
変
化
と
域
内
鉄
道
網
の
形
成
と
確
立
と
強
い
因
果
関
連
を
も
ち

　
）

　
２
年

数
９
２

夫
一

坑
０
１

と
１
８

量
（

炭産の田炭ドンラグンイ東北表６第

）
ホ

ホ

ホ

一
数
秋

）

）

３

１

９

４

７

８

（

１

１
↓
７
１
０
Ｊ
Ｆ
Ｏ

７
‘
’
Ｏ

夫

（

（
　
．

１

２

３

３

０

９

６

６

３

５

６

７

１
１
１
２
４
４
６
９
２
６
１
１

１
・
一
１
↓
２
ｎ
６

坑

劣

ヒ

ｉ
８
３
２
９
５
０
２
０
５
５
１
　
２
６
　
８
５
２
１
１
２
１

イ変

十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

－

の

）

毎

ソ

１

５

２

７

４

６

２

６

８

４

４

問

ト

年

万

一
６
１
８
７
４
５
９
４
８
７
３
３
１
６
８
９
７
３
５
０
１
３

１

３

８

９

６

３

６

１

８

Ｏ

（

十
十
十
十
十
十
十
十
十
１

１

十

ｉ

）

ホ

量
）

＊

ホ

ホ

＊

ホ

５

６

１

３

０

４

Ｏ

２

８

６

１

７

炭
万

６
２
４
２
０
４
０
９
３
２
０
６

４

８

９

１

５

４

２

５

１

２

４

Ｏ

（

４
４
５
９
０
９
９
５
９
５
６
８

産

１

ユ

り
ん
つ
ｏ
Ｑ
Ｕ
４
「
ｏ
４

Ｏ１

■１
６
６
６
１
１
１
１
１
１
１
２

０
１
２
３
５
６
７
８
９
０
１
２

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

　
　
３
の
　
　
に
　
有
）

　
　
肱
果
　
５
　
固
く

　
　
６
結
　
ｕ
　
坑
除

　
　
・
の
　
　
弘
。
炭
を

　
　
果
タ
　
，
た
び
等

　
　
結
一
　
払
し
よ
工

。
　
た
デ
　
６
正
お
大

用
　
し
な
　
ゆ
訂
夫
や

借
　
較
異
　
ら
を
内
工

を
　
比
特
　
舳
値
坑
械

）
　
を
の
　
・
数
，
機

９
　
計
ス
　
Ｄ
る
果
・

１
・
　
統
ウ
　
＆
す
結
工

北
　
種
ハ
　
ｕ
連
た
金
。

○
　
各
，
　
比
関
し
冶
る

　
　
は
が
　
此
に
較
・
れ

州
篶
汕
仇
枇
駝
齢

，
　
万
わ
　
を
て
計
機
推

沽
　
３
思
　
量
せ
統
．
と

。
　
肱
と
　
炭
併
種
夫
の

ゆ
。
９
植
。
産
，
各
火
も

，
字
の
誤
り
の
し
は
（
す

舵
数
年
の
あ
年
正
数
夫
示

ｏ
ｕ
定
３
６
ン
性
７
１
訂
夫
外
を

Ｈ
推
１
８
ト
能
１
８
り
坑
坑
み

　
　
万
可
　
よ
　
の
の

ｗ
ホ
榊
　
　
榊
　
淋

エ
　
　
　
　
　
ホ
　
　
淋

典出

っ
っ
、
炭
種
・
賦
存
地
域
の
開
発
時
期
を
異
に
す

る
。
ま
ず
炭
種
毎
の
主
た
賦
存
地
域
を
、
次
に
開

発
時
期
を
説
明
す
る
。

　
家
庭
用
炭
は
¢
タ
イ
ソ
河
の
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

の
下
流
域
（
第
－
図
の
経
済
地
理
学
的
地
域
類
型
の
１
Ｖ

〔
都
市
・
工
業
地
域
〕
・
Ａ
ｌ
ー
タ
イ
ソ
河
畔
上
流
お
よ
び

１
Ｖ
・
Ｂ
タ
ィ
ソ
河
畔
下
流
）
◎
ウ
ィ
ア
河
の
ダ
ラ
ム

・
シ
テ
ィ
の
下
流
域
（
ダ
ラ
ム
州
の
最
東
北
部
に
ー
位

置
し
、
同
じ
く
１
Ｖ
・
Ｃ
”
サ
ソ
ダ
ラ
ソ
ド
お
よ
び
ｍ
・

Ｂ
ｌ
ー
ウ
ィ
ア
河
中
・
下
流
域
炭
田
の
最
東
北
都
）
　
ノ

ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
炭
田
（
ｍ
．
ｎ
）
の
南
東
沿
岸
低

地
＠
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ー
イ
炭
坑
地
区
（
１
Ｖ
．
ｎ
１
－
テ



）年
５
８

！
８（造構要需の次ドンラグンイ東北表７第

　
）

ヒ
％
上
（

成構
　
わ

盟
ト

要
（

需炭石
先要需炭石先向仕

７
２
・２

洲

１３７２９５３

６３０７０４

　
）

　
算

　
換

　
炭

　
石

　
（

　
ソ

　
ト

　
８
　
１
　
５

　
３
　
０
　
２

　
ス

炭
ク

出
コ

輸
出

国
醐

外
外

２

５
一

２７６７９９９３十
一
言
口

、

』
／

輸
　
出

２

６
一

３

”
〕
“
”
…

４５８４４７５

８３６５３

５４７８６１

ＯＯＯＯ０１

５９０５３

８７０４

　
）

　
算
　
　
　
鋤

　
換
　
炭
　
換

　
炭
　
送
　
炭

　
価
　
輸
　
石

　
ソ
　
道
　
（

　
ト
炭
鉄
炭
ソ

　
９
送
ル
石
ト

　
８
１
輸
イ
向
３
９

　
■
道
ラ
積
』

　
１
鉄
一
船
２

　
ス
の
カ
る
ス

　
ク
ヘ
＆
よ
ク

炭
一
方
ル
に
一

送
コ
地
ス
送
コ

海
送
南
ツ
輸
る

向
蟻
↓
讐

内
内
一
ユ
記
上

国
国
リ
ニ
上
同

４

８
一

３０１４８８０６十

…
貢、

」
／

域
外

（
国
内
向
）

０

０
・

１

”
”
“

３５６１９５１

２３９０１５１

ＯＯＯ０５２１

Ｏ０５９２１

　
）

　
価

　
評

　
（

炭
ス

売
ク

販
一

元
コ

地
び

・
　
よ

送
お

輸
炭

道
石
炭
炭

鉄
の
用
費

向
用
汎
消

費
使
．
家

消
所
業
自

内
鉄
造
坑

域
製
製
炭

３
８
一２５８０２８４４十

己
＝
口、

」
／

域
内
消
費

阯
２２２３８２１）算換炭石（ソトー１６１

６
４スク

ー
コ用道鉄他のそ

０

０
一

０１４８４３５８５１計合
○

成作
●

出算りよ
０
７１〃

，広“か
０，ｅＣ

ｙｄｒＯＦ

●
　
●

典出

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

イ
ー
ズ
低
地
の
最
北
部
）
お
よ
び
　
ハ
ー
ト
ル
ブ
ー

ル
地
区
（
１
Ｖ
．
Ｅ
１
ー
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
の
河
口
北
岸
）
に

賦
存
す
る
。
主
な
炭
層
は
、
ハ
イ
・
メ
イ
ソ
お
よ

び
ヒ
ュ
ッ
ト
ソ
で
あ
る
。
前
三
者
の
諸
地
域
は
輸

送
手
段
と
し
て
の
河
川
お
よ
び
北
海
に
隣
接
し
、

か
つ
ロ
ソ
ド
ソ
を
中
心
と
す
る
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
東

部
沿
岸
・
東
南
部
地
方
の
家
庭
用
炭
市
場
を
独
占

で
き
る
地
理
的
位
置
の
便
益
に
よ
り
、
中
世
以
来

開
発
さ
れ
、
一
九
世
紀
初
期
に
は
年
平
均
産
出
量

は
産
炭
量
の
大
部
分
を
占
め
る
約
四
〇
〇
万
ト
ソ

（
少
次
過
大
評
価
と
思
わ
れ
る
が
）
に
達
し
（
第
６
表

を
参
照
）
、
最
盛
期
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
一
八
二

〇
年
代
以
降
、
そ
の
他
の
炭
種
の
産
炭
量
が
増
加

し
は
じ
め
、
一
九
世
紀
中
葉
に
は
家
庭
用
炭
が
な

お
過
半
を
占
め
つ
っ
も
、
製
造
業
・
鉄
道
用
炭
が

か
な
り
の
比
重
を
占
め
る
に
１
至
っ
た
（
第
７
表
参

照
）
。
コ
ー
ク
ス
炭
は
、
タ
イ
ソ
河
の
ニ
ュ
ー
カ
ッ

　
　
　
　
　
一
一
一
（
一
〇
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
一
一
〇
〇
）

ス
ル
の
西
五
マ
イ
ル
以
上
の
上
流
域
（
ウ
ソ
ラ
ム
、
タ
ウ
ソ
レ
ィ
や
ゲ
ァ
レ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
）
か
ら
ウ
ィ
ア
河
中
流
域
の
ブ
ラ
ソ
ス
ペ
ス
近

郊
に
か
げ
て
（
主
に
ｍ
・
Ｃ
ｌ
ー
ダ
ラ
ム
北
西
部
台
地
）
賦
存
す
る
。
ダ
ラ
ム
炭
田
西
南
部
（
ｍ
・
Ｂ
ｌ
ー
ウ
イ
ァ
河
中
・
下
流
域
炭
田
の
西
半
分

お
よ
び
ｍ
．
Ｂ
ｌ
Ｉ
北
部
ベ
ナ
イ
ソ
圏
南
部
渓
谷
の
東
部
）
に
は
、
¢
ベ
ナ
イ
ソ
渓
谷
地
帯
東
部
の
堅
い
コ
ー
ク
ス
炭
◎
ウ
ィ
ア
河
流
域
の

．
　
．
　
　
　
・
　
．
　
．
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
イ
ス
ソ
　
　
　
　
　
　
■
　
．
　
　
　
■
　
■
　
．
　
．
　
・
　
　
　
．
　
．
　
・
　
．
　
．
　
・

ガ
ス
ー
ー
コ
ー
ク
ス
炭
お
よ
び
　
南
西
ダ
ラ
ム
盤
層
の
堅
い
ガ
ス
ー
ー
コ
ー
ク
ス
炭
と
一
般
産
業
用
炭
が
賦
存
す
る
。
ウ
ィ
ァ
河
中
・
下

流
域
炭
田
東
部
の
マ
グ
ネ
シ
ァ
石
灰
岩
台
地
下
層
に
は
粘
結
質
に
欠
げ
る
ス
チ
ー
ム
炭
と
ガ
ス
用
炭
が
賦
存
す
る
。
さ
ら
に
、
ノ
ー

サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
炭
田
の
前
述
し
た
南
東
沿
岸
低
地
を
除
く
地
域
（
ニ
ュ
ー
ヵ
ヅ
ス
ル
の
北
東
六
マ
ィ
ル
の
キ
リ
ソ
グ
ワ
ー
ス
か
ら
”
九
〇
フ

ォ
ザ
ム
岩
脈
”
以
北
で
ワ
ー
ク
ワ
ー
ス
近
郊
ま
で
の
地
域
）
に
は
良
質
の
ス
チ
ー
ム
炭
が
賦
存
す
る
。
コ
ー
ク
ス
炭
の
主
要
炭
層
は
ゲ
ァ
レ

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
で
あ
り
、
ス
チ
ー
ム
炭
の
そ
れ
は
ヒ
ュ
ッ
ト
ソ
で
あ
り
、
さ
ら
に
ガ
ス
炭
は
ヒ
ュ
ッ
ト
ソ
お

よ
び
ブ
目
ツ
ク
ウ
ェ
ル
で
あ
る
。
さ
て
、
前
述
し
た
家
庭
用
炭
を
産
出
す
る
三
地
域
に
続
い
て
、
一
八
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
に
北

西
ダ
ラ
ム
台
地
と
南
西
ダ
ラ
ム
盤
層
の
開
発
が
進
み
、
と
く
に
後
者
は
ス
ト
ヅ
ク
ト
ソ
＆
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
鉄
道
の
完
成
に
よ
っ
て
強

力
に
促
進
さ
れ
た
。
陸
上
に
お
げ
る
廉
価
な
大
量
輸
送
手
段
と
し
て
の
蒸
気
力
鉄
道
建
設
が
内
陸
部
炭
田
開
発
の
必
須
の
前
提
条
件

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
〇
年
代
は
鉄
道
網
の
一
大
拡
張
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
炭
田
が
ス
チ
ー
ム
炭

の
重
要
な
生
産
地
域
と
な
り
、
同
時
に
、
北
西
ダ
ラ
ム
台
地
の
コ
ー
ク
ス
炭
と
ウ
ィ
ァ
河
中
・
下
流
域
の
ガ
ス
炭
・
ス
チ
ー
ム
炭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

産
出
量
も
急
激
に
増
大
し
た
。

　
一
九
世
紀
前
半
期
に
お
げ
る
石
炭
鉱
業
の
投
資
規
模
と
坑
夫
数
に
っ
い
て
み
る
と
、
一
八
二
九
年
の
タ
イ
ソ
・
ウ
ィ
ァ
両
河
川
流

域
に
お
げ
る
関
連
投
資
を
除
く
炭
坑
投
資
累
計
額
は
約
二
五
〇
万
ポ
ソ
ド
ー
坑
夫
数
二
万
一
千
名
（
坑
内
夫
一
万
一
九
五
四
名
、
全
坑

外
夫
九
〇
〇
〇
名
）
、
四
三
～
四
四
年
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
全
体
で
は
一
〇
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
ー
三
万
三
九
九
〇
名
（
坑
内
夫
二
万
五
三



）年
５
５

１
８（模規資投の門部連関びよお業鉱炭石スリギイ表８第

）ドソ

琳虹峰
計
合

Ｏ
Ｏ
Ｏ
，
２

運
渠
Ｏ

０
７

Ｏ
０
５

Ｏ
０
５

資
投
連
関

Ｏ
Ｏ
０
１
，

Ｏ
０
５

Ｏ
０
５

Ｏ
０
５

坑
炭

０
０
４
１
，

Ｏ
Ｏ
０
１
，

Ｏ
０
０
１
，

０
０
１
１
，

計
合

○用借りよ４４Ｐ”〃〃吻ら
Ｃ

ｙｄｒＯＦ

●
　
●

典出

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

八
三
名
〔
う
ち
採
炭
夫
一
万
二
八
三
四
名
〕
、
全
坑
外
夫
八
六
〇
七
名
）
に
達
し

て
い
る
。
一
八
五
一
年
セ
ソ
サ
ス
に
よ
る
と
、
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
、
ダ

ラ
ム
両
州
の
石
炭
鉱
業
就
業
者
数
は
四
万
一
〇
八
九
名
で
あ
り
、
三
万
五

五
二
二
名
の
農
業
を
五
五
六
七
名
も
凌
駕
し
、
最
大
の
就
業
人
口
を
擁
す

る
就
業
種
目
と
な
り
、
以
後
少
な
く
と
も
一
世
紀
に
亘
っ
て
そ
の
地
位
を

維
持
し
た
（
後
掲
第
ｕ
表
を
も
参
照
）
。
　
一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
石
炭

鉱
業
の
投
資
総
額
が
、
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
を
含
め
て
、
四
五
〇
〇
万
ポ
ソ
ド

ー
関
連
投
資
四
七
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
を
含
め
る
と
九
二
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
と
い

う
巨
額
に
達
す
る
中
で
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
其
々
、
一
四
〇
〇
万

ポ
ソ
ド
（
全
国
の
三
一
％
）
１
関
連
投
資
一
七
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
（
同
三
六
劣
）

込
み
で
三
一
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
（
同
三
四
％
）
と
な
り
、
全
国
の
三
分
の
一
を

占
め
る
ほ
ど
突
出
し
た
位
置
に
立
っ
て
い
た
（
第
８
表
参
照
）
。
ま
た
坑
夫

数
は
、
全
国
二
一
二
万
名
（
一
八
五
六
年
）
の
う
ち
四
万
七
二
一
〇
名
（
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

年
）
で
、
二
〇
％
を
上
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
２
６
）
　
各
炭
種
の
特
質
を
以
下
に
指
摘
し
て
お
こ
う
。
恭
庭
肝
山
尺
は
、
黒
光
り

　
　
　
を
し
、
正
揚
の
形
状
に
お
い
て
正
六
面
体
を
成
し
、
硫
黄
分
を
全
く
含
ま

　
　
　
ず
、
燃
焼
し
て
黒
い
消
炭
と
な
る
が
、
そ
れ
も
順
次
燃
焼
し
、
最
後
に
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
（
二
〇
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

（
２
７
）

（
２
８
）

一
四
（
一
一
〇
二
）

く
わ
ず
か
な
灰
が
残
る
だ
げ
で
あ
る
。
コ
ー
ク
ス
炭
は
、
大
量
の
炭
素
分
含
有
率
で
他
の
炭
種
と
区
別
さ
れ
、
標
準
的
に
は
、
八
○
％
の

炭
素
分
、
一
九
劣
が
ガ
ス
質
成
分
、
残
り
一
％
は
灰
分
で
構
成
さ
れ
る
。
ス
チ
ー
ム
炭
は
、
燃
焼
し
や
す
い
諸
成
分
が
多
く
、
熱
発
生
時

間
が
短
か
い
こ
と
及
び
そ
の
結
果
、
激
し
く
燃
焼
し
て
大
量
の
灰
と
チ
リ
を
残
す
点
で
家
庭
用
炭
と
区
別
さ
れ
る
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド

で
は
、
コ
ー
ク
ス
炭
で
も
あ
る
が
、
裂
炭
（
。
。
暮
暮
０
８
－
）
と
か
燭
炭
（
Ｏ
彗
罵
Ｈ
０
８
Ｈ
－
多
量
の
油
性
分
・
ガ
ス
を
含
む
）
と
よ
ば
れ
る
。

か
ル
彫
応
は
、
家
庭
用
炭
と
も
コ
ー
ク
ス
炭
と
も
重
複
し
、
成
分
に
応
じ
て
適
当
に
混
合
さ
れ
て
作
ら
れ
る
。
同
様
に
、
一
般
産
業
用
炭

も
、
ガ
ス
ー
ー
コ
ー
ク
ス
炭
と
混
在
す
る
こ
と
が
多
い
。
（
句
◎
Ｈ
身
ｏ
９
９
・
、
ゴ
暑
・
・
。
◎
－
Ｈ
）

句
冒
身
ｏ
ｇ
ｇ
．
睾
一
君
．
・
。
◎
－
Ｈ
一
豪
易
９
魯
．
ミ
一
弓
ラ
。
。
甲
ご
吋
ま
肇
券
の
◎
〇
一
註
◎
貝
ｇ
・
・
ミ
署
・
轟
ふ
（
声
ミ
◎
◎
♀

－
弓
昌
－
◎
■
－
竃
胃
－
｛
脚
Ｈ
オ
．
雰
轟
９
９
０
§
ド
９
ぎ
ｓ
ミ
、
９
ミ
ミ
“
§
ぎ
む
・

肉
嘗
ユ
」
ざ
§
§
婁
ミ
Ｏ
§
§
“
一
ぎ
県
§
ま
§
県
卜
◎
募
§
包
ミ
ミ
ざ
薫
こ
き
９
§
§
§
一
ぎ
葦
婁
き
県
§
Ｏ
§
一

掌
き
ぎ
§
§
一
ミ
き
ミ
喜
§
（
－
§
さ
§
§
Ｏ
）
一
豪
易
Ｏ
・
｛
－
・
・
鼻
嚢
Ｏ
（
り
）
一
く
・
；
員
Ｏ
Ｏ
き
一
澤
（
塁
｛
彗
８
・
｛

－
雲
童
９
雰
デ
¢
豪
く
§
Ｏ
）
一
オ
雪
蚤
§
§
９
§
§
～
向
善
茎
§
ぎ
蔓
奪
雲
（
耳
Ｏ
。
サ
甲
一
〇
・
９
雰
・
豆

Ｕ
■
］
ド
巾
－
ｐ
ｋ
守
庁
　
俸
　
峯
い
事
一
〇
〇
昌
１
＜
一
｝
）
．
　
｝
◎
■
乙
ｏ
¢
◎
｛
　
Ｏ
◎
昌
－
昌
ｂ
箏
ｏ
〇
一
　
Ｈ
ｏ
◎
杜
べ
（
ｏ
◎
Ｈ
岬
）
一
　
く
◎
－
）
ｎ
く
Ｈ
一
　
や
ト
Ｎ
一
　
－
射
・
■
９
｛
ｏ
｝
－
戸
　
Ｑ
ミ
、

９
ミ
§
～
Ｏ
ミ
Ｏ
§
一
－
、
芽
Ｎ
己
¢
３
Ｈ
・
。
鶉
（
室
０
３
Ｈ
Ｏ
。
お
一
オ
¢
事
ぎ
り
『
塁
。
・
一
８
Ｈ
塞
Ｏ
。
）
一
や
Ｈ
Ｓ
一
ト
吻
ぎ
８
へ
Ｓ
§
い
斗

き
～
　
Ｏ
◎
Ｎ
Ｎ
汀
、
“
Ｓ
　
“
ミ
　
“
“
～
　
Ｏ
◎
ミ
ミ
ミ
～
吻
　
県
き
、
き
ミ
§
｝
～
ミ
ｓ
ミ
～
　
Ｓ
ミ
、
－
Ｕ
ミ
き
ｓ
§
．
　
ド
｝
．
目
｝
弍
一
　
ミ
岸
｝
　
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
｛
Ｏ
旨
く
ｏ
　
Ｃ
ｏ
斤
ｏ
叶
ｏ
｝
ｏ
ｏ
ｏ
　
Ｐ
■
｛
　
～

雰
一
ぎ
量
昌
雰
毫
亀
Ｏ
・
・
一
曽
＝
ぎ
０
８
；
・
喜
一
身
峯
・
内
婁
二
・
。
置
（
茅
ミ
祭
Ｈ
萎
一
ら
り
・
エ
ニ
甲
葦
Ｏ
昌
・
９
・

Ｑ
ぎ
さ
き
§
吻
§
§
ｂ
ミ
ｋ
§
吻
§
↓
ミ
§
ｏ
§
、
§
、
§
§
富
§
一
～
ミ
ｂ
§
葛
§
～
９
ミ
竃
一
ぎ
§
“
き
ミ
斗
卜
§
き
ミ
一
Ｈ
ｏ
。
・
。
９

り
．
岬
Ｏ
．
（
拙
訳
「
石
炭
税
制
改
革
論
」
（
下
）
、
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
、
一
五
九
頁
）
一
芦
Ｕ
旨
Ｐ

ト
ミ
曽
吻
ミ
ぎ
一
一
９
き
曾
〔
ミ
§
～
ｂ
§
喜
ミ
～
Ｓ
§
県
ミ
９
ｓ
Ｎ
『
ミ
き
県
ミ
き
き
県
要
息
§
ト
畠
章
署
・
竃
－
ト
軍
８
Ｎ
，

ｏ
ｏ
…
｝
◎
Ｈ
｛
Ｋ
ｏ
９
　
９
．
、
汁
一
　
り
．
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
…
旨
ｏ
Ｏ
ｏ
『
｛
－
＞
♂
、
き
肉
ｓ
乏
肉
ミ
屯
ｓ
ミ
ト
　
Ｏ
．
Ｎ
０
…
｛
◎
一
　
肉
～
内
＆
ミ
ｓ
ミ
～
掌
き
吻
苛
～
ｓ
Ｎ
沖
ｓ
“
ぎ
き
　
り
ｂ
・
ｏ
◎
ｏ
、
べ
・

２
　
小
　
　
　
括



　
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
と
産
業
資
本
確
立
の
過
程
が
消
費
資
料
生
産
部
門
で
あ
る
ラ
ソ
カ
シ
ャ
ー
綿
工
業
を
中
心
と
し
た
繊
維
工
業

を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
、
か
っ
そ
れ
と
と
も
に
そ
れ
と
の
直
接
の
関
連
に
お
け
る
生
産
手
段
生
産
部
門
で
あ
る
製
鉄
業
や
機
械
工

業
等
が
わ
が
国
に
お
げ
る
主
要
研
究
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
一

方
で
は
、
繊
維
工
業
の
基
本
的
展
開
を
欠
き
、
他
方
で
は
、
農
業
革
命
の
波
頭
に
位
置
し
っ
っ
も
、
鉱
工
業
部
門
で
は
、
就
中
、
絶

　
判

成
－

構
脳

“
（剃破

リ両ムラダドンラバンサー
ノ表９第

淋ムラダ
＊

ドソラバソサー
ノ

口
％人

咋ソ麟
口
％人総

口
％人業就

９

３
一

１

以
肺
〃
”
”
Ｈ
蝸
“

３

７
一

３

９Ｌ１

８

２
．

２

５

２
・

１

ｕ
”
蝸
“
い

９

４
一

１

”
”
”
“
”
〕
”
い

５

７
・

３

４

７
一

ユ

７

５
・

１

０

４
・

１

い
”
“
“
Ｈ

業
業
湖
〃
人
吏
ル
職
人
〃
家
民

造
　
含
バ
　
ナ
　
一

　
　
　
－

製
樽
用
一
一
位

ド
尻
　
　
伍
川
使
　
ツ
門
　
ハ
産

．
　
　
ズ
者
イ
　
　
ユ
　
　
デ

、
順
瀕
事
フ
一
救

↓
業
　
イ
般
メ
　
　
日
　
　
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

一
商
農
レ
一
ド
家
官
プ
専
軍
イ
資
被

３

７
一

３７

９
一

３計合者業就

７

２
．

６３

０
・

６計合者業就不

００１Ｏ０１００１００１計総

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

用
借
。

り
人

よ
万

）
６

５
６
・

ｅ
２

甜
ん

ｑ
人
８
万

５
９
総
０
・

叫
仰
理

ん
蜷

讐
鰍一

浴

蝸
サ
ム

肋
一
ラ

　
ノ
ダ

帆
エ
ホ
淋

典出

対
王
政
以
来
の
石
炭
鉱
業
の
先
行
的
・
独
歩
的
展
開
　
　
特
に

一
八
三
〇
年
ま
で
は
浄
熱
焦
粋
ピ
レ
ズ
か
朱
庭
肝
応
が
大
部
分
を
占
め
・

し
か
も
輸
出
を
含
む
域
外
（
海
送
炭
）
市
場
に
販
路
の
ほ
ぽ
八
○
％
を

依
存
　
　
の
下
で
、
こ
れ
と
関
連
す
る
造
船
業
、
機
械
工
業
・

鉄
工
業
、
製
塩
業
↓
化
学
（
ア
ル
ヵ
リ
・
ソ
ー
ダ
）
工
業
お
よ
び

関
連
工
業
等
が
一
定
の
発
展
（
全
国
生
産
量
の
中
で
か
た
り
重
要
な

比
率
を
占
め
た
）
を
示
し
つ
つ
も
、
農
業
・
石
炭
鉱
業
の
生
産
額

や
就
業
者
数
に
比
す
べ
く
も
な
か
っ
た
が
故
に
、
わ
が
国
の
イ

ギ
リ
ス
経
済
史
家
の
中
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
と
言

っ
て
よ
い
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
は
、

石
炭
鉱
業
史
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
な
地
域
で
あ
る
ぼ
か
り
で

な
く
、
　
”
バ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
ヵ
〃
体
制
下
に
お
げ
る
イ
ギ

リ
ス
産
業
構
造
の
重
（
化
学
）
工
業
化
と
そ
の
脆
弱
性
の
実
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
一
一
〇
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

　
）

　
人

　
位

　
単

　
（

　
）

　
年

　
２
１

　
１
９

態
０
１

動
岬

口人の淋ドソラグソイ東北表
１
０第

化変の毎問年
１
０

劣入出流純増然自％口人加増

年
次

９Ｌ＋

７Ｌ＋

２

９
一

十

７

２
・

十

３

５
一

十

０

８
．

十

８

２
．

十

３Ｌ一

４

０
・

十

７Ｌ一

１

６
一

一

１５２７＋

３６４７＋

２０５７４＋

９１７
１
６＋

６１４９３＋

０３１
７
５＋

５８８３３＋

１６０
１
９

－

１３１７＋

９６２３３一

８３６１４１■

ホ

８６９３５
“

５０９３６
“

３５５５５
“

５８２９０１
ホ

５９９０４１
“

４０１５７１

８０５２５２

８４２５６２

７４０３８２

５５３４４３

０２８７８２

”１

６
・

１

１

６
一

１

０

０
一

２

４

０
一

２

２

４
一

２

５

６
一

２

２

４
・

２

８

６
一

１

０

７
一

１

６

５
一

１

帥

７８３２３

９１２１６

８６３１７

５５０３０１

４００６２１

１１４０８１

４３２０５２

１２６４８２

７８１６４２

８７１０９２

６８０１１３

２８１６４１

９１６９４３

６０００８３

５２２３４４

３９５４１５

８４６７１６

２５６３４７

３６０２４９

７９２４７１１

８１９８５４１

５０１５０７１

３８２５９９１

９６３６０３２

１５５２５４２

１０８１

ｕ
２
１

３
１

４
１

５
１

６
１

７
１

８
１

９
１

１０９１

ｕ
２
１

　
　
）

　
　
た

　
　
し

　
　
と

　
　
ま

　
　
ま

　
　
　
の

　
　
表

　
　
原

　
　
上

　
　
　
成

　
　
構

　
　
。
の

　
　
む
体

。
　
合
全

用
　
　
を
，

借
　
区
が

り
　
　
地
る

よ
　
　
ド
れ

）
　
。
ン
ら

１
す
ラ
見

眺
示
ヴ
が

ａ
を
一
合

ｑ
正
リ
整

６
訂
ク
不

５
の
は
の

｛
め
に
上

ん
た
ド
算

“
の
ン
計

カ
録
ラ
に

０
登
ク
所

ら
生
ン
随

ｕ
ｓ
出
イ
は

肋
小
東
表

　
過
北
本

Ｗ
一
　
　
（

｝
ホ
榊鹸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
（
一
一
〇
四
）

的
分
析
に
と
っ
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
た
い
地
域
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
再
確
認
し
た
う
え
で
、
以
下
、
で
き
る
だ
げ
重

複
を
避
げ
な
が
ら
、
小
括
を
し
た
い
と
考
え
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
確
立
期
（
一
八
四
一
年
）
の
北
東
イ
ソ

グ
ラ
ソ
ド
の
就
業
人
口
構
成
（
第
９
表
）
を
み
る
と
、
ま
ず

農
業
人
口
が
両
州
と
も
全
国
平
均
の
二
一
・
九
劣
を
下
回
る

（
牧
畜
比
率
が
高
い
こ
と
と
相
関
す
る
）
一
方
で
、
農
業
は
な
お

重
要
な
就
業
先
で
あ
り
、
か
つ
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
州
が
相

対
的
に
農
業
州
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
、
商

業
・
貿
易
・
製
造
業
・
「
一
般
労
働
者
」
（
主
な
職
業
は
炭
坑

夫
、
鉛
鉱
夫
等
そ
の
他
鉱
夫
、
水
運
・
海
運
労
働
者
、
建
築
業
等
と

推
定
さ
れ
る
）
が
、
　
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
で
五
三
二
一
劣
、

ダ
ラ
ム
で
六
〇
・
一
％
、
過
重
平
均
五
六
・
八
劣
と
な
り
、

全
国
平
均
の
五
四
・
七
％
を
若
干
上
回
り
、
繊
維
工
業
低
位

の
も
と
で
石
炭
鉱
業
を
基
軸
と
し
、
関
連
諾
工
業
を
副
次
的

位
置
に
お
い
た
も
の
と
は
い
え
、
産
業
資
本
確
立
期
に
相
応

す
る
産
業
構
造
の
一
定
の
鉱
工
業
化
水
準
を
示
し
て
い
る
と



思
わ
れ
る
。
第
三
に
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
人
口
動
態
（
第
１
０
表
）
に
よ
れ
ば
、
　
一
八
三
一
年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、

人
口
増
加
率
二
〇
劣
の
う
ち
約
半
分
の
九
・
二
％
が
杜
会
増
と
い
う
最
高
率
の
他
地
方
か
ら
の
純
流
入
１
１
第
一
の
ピ
ー
ク
を
示
し
た
。

こ
れ
は
、
ハ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
と
く
に
ダ
ラ
ム
炭
田
へ
の
か
た
り
の
長
距
離
移
住
者
（
主
と
し
て
単
身
若
年
男
子
）
増
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
第
四
に
、
後
掲
第
１
６
表
に
よ
れ
ぼ
、
一
八
四
一
年
の
経
済
地
理
学
的
地
域
類
型
別
の
人
口
構
成
は
、
農
村
・
農
業
地
域
約

一
一
万
人
Ｈ
一
七
・
八
％
、
鉱
業
・
農
業
併
存
地
域
約
六
・
七
万
人
１
１
一
〇
・
九
％
、
石
炭
鉱
業
地
域
約
一
六
・
八
万
人
１
１
二
七
．

三
％
、
都
市
・
工
業
地
域
約
二
七
・
二
万
人
１
１
四
四
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
後
二
者
併
せ
て
四
四
万
人
１
１
七
一
．
三
劣
に
達
し
、

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
こ
の
面
で
も
鉱
工
業
人
口
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
一
八
四
一
年
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革

命
開
始
以
来
の
第
一
の
急
速
な
経
済
拡
張
期
（
一
八
二
一
年
～
一
八
七
一
年
）
の
第
一
の
ピ
ー
ク
（
ご
二
年
～
四
一
年
）
に
あ
り
、
停
滞

と
飢
餓
の
四
〇
年
代
を
経
過
し
て
、
産
業
構
造
の
重
（
化
学
）
工
業
化
へ
の
巨
大
な
第
一
歩
を
築
い
た
第
二
の
ピ
ー
ク
（
五
一
～
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

年
）
を
準
備
す
る
時
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
”
）
　
｝
◎
■
ｏ
ｏ
９
　
９
．
ｑ
洋
一
　
り
Ｐ
ｃ
〇
一
　
〇
（
句
－
ぴ
ｑ
■
Ｈ
¢
ｏ
ｏ
）
一
〇
（
句
－
口
ｑ
■
Ｈ
＠
閉
－
声
）
一
　
Ｈ
ド
　
閉
Ｈ
ー
ド
　
ｏ
Ｎ
（
弓
ｐ
一
Ｕ
－
ｏ
］
・
ｏ
）
一
　
睾
ｏ
Ｏ
ｏ
ｈ
戸
　
お
～
内
サ
ミ
亀
ミ
～
掌
～
ミ
．

　
　
　
妾
ミ
ぎ
ぎ
ミ
暑
』
ｏ
。
－
り
一
雰
毒
一
９
・
、
ゴ
ｂ
．
分
竃
ぎ
｝
竺
序
Ｕ
ｏ
竃
９
号
ｑ
き
ｏ
・
８
・
吉
岡
、
前
掲
編
著
、
一
二
頁
（
表
１
）
、

　
　
　
　
を
も
参
照
。三

　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
の
重
（
化
学
）
工
業
的
発
展
と
石
炭
鉱
業

　
　
　
１
　
主
要
産
業
分
析

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
八
五
一
年
～
七
一
年
（
正
確
に
は
七
三
年
と
す
べ
き
で
あ
る
）
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
第
一
次
経
済

　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
一
一
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
一
一
〇
六
）

拡
張
期
の
第
二
の
ピ
ー
ク
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
対
外
的
に
一
八
四
六
～
四
七
年
の
「
穀
物
法
」
廃
止
以
降
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
が

自
由
貿
易
体
制
確
立
へ
の
政
策
路
線
を
押
し
進
め
、
国
内
蒸
気
力
鉄
道
網
の
確
立
（
四
五
年
に
１
鉄
道
大
投
資
時
代
〔
同
年
ま
で
の
開
通
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
延
長
は
二
一
四
八
マ
イ
ル
、
投
下
資
本
累
計
八
五
九
二
万
ポ
ソ
ド
〕
が
始
ま
り
、

　
）

　
年

の
蜘

業
一

産
５
１

要
１
８

主
（

の
移

ド
推

ソ
の

ラ
数

グ
者

ン
働

イ
労

東
用

北
雇表ｕ第

“

人

業工
Ｏ
０
７
０
７
８
６
９
７
６
５
４
０
９
一
７
０
２
ｎ
ｏ
３
９
（
６

・

，

，

，

，

，

，

，

械

２
６
４
５
７
０
１

機

１
１
つ
４
４
４

人

業

）

９
０
４
０
３
３
２
０
３
０

６
９
７
４
０
７
３
１
２
０

船

７
０
５
２
６
７
８
８
９
１

，

，

’

，

，

，

，

，
１
■

，

７
４
３
６
８
２
６
９
（
１

造

１
■
１
■
１
２
４
４
５

５

人

業

）

８
３
３
９
２
５
５
２
３
９

８
９
３
８
７
７
６
１
２
１

鋼

０
８
１
５
５
７
５
５
９
５

，

，

，

，

，

，

，

，
１
上

，

７
７
３
５
７
１
２
３
（
３

鉄

１
２
４
３
３
４
４
４

２

業

人

）

Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
２
０

鉱

０
０
０
０
０
０
０
０
２
０

７
９
５
０
０
０
７
６
９
０

，

，

，

，

，

，

，

，
１
↓

，

炭

０
９
６
６
３
５
６
７
（
８

石

４
４
６
９
２
６
１
１

８

１
１
２
２

１

人

業

５
４
１
８
つ
り
１
１
６

０

８
１
４
５
３
３
６
２

６

４
７
１
９
４
７
６
３

６

，

，

，

，

，

，

，

，

，

３
０
４
０
８
４
５
４

４

農

３
ｏ
ｏ
２
２
１
１
１
１

１

ｘ
１
１
１
↓
１
１
１
上
１
■
１
↓
１
■
１
■

１

５
（
ｏ
７
８
９
０
１
２

８

３

９

１

１

〃
　
　
，

．
２
　
ｏ
ｏ

　
７
〃
　
９

０
　
　
１
↓

ｏ
　
　
，

吻
Ｈ

”
Ｌ

Ｏ
ｏ

，
Ｖ

榊
ｙ

趾
ｏ
。

工
虹

皿
Ｈ

Ｘ
ｍ

９
比

＆
廿

　
０
８
Ｎ

ｅ
ｓ
　
，

削
１
１

ａ
　
Ｏ
Ｊ

Ｔ
１

（
　
一

　
１１５

６
８

，
１

５一
　
　
，

４
４
舳

ル
肋

～
刀

．
“
〃
　
　
。

ゆ
。
眺
す

，
〃
作
さ

ｅ
ｏ
り
を

繕
糠

ｗ
肋
３
０
機

　
　
－

砧
詣

典
　
　
　
狭

出
　
　
　
　
＊

五
〇
年
代
後
半
に
は
全
国
的
幹
線
鉄
道
網
の
確
立
段
階
を
迎
え
た
〔
六
〇
年
に
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）
　
　
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．

く
一
万
四
三
三
マ
イ
ル
、
三
億
四
八
；
一
万
ポ
ソ
ド
〕
）
と
海
運
立
国
と
し
て
蒸

気
力
鉄
船
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
ま
ず
第
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
炭
種
の
石
炭

需
要
が
急
増
し
、
第
二
に
、
と
り
わ
げ
六
〇
年
代
の
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
鉄

鉱
石
開
発
び
本
格
的
展
開
と
関
連
し
て
鉄
鋼
ブ
ー
ム
が
起
り
、
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
石
炭
・
鉄
鋼
業
の
関
連
工
業
（
造
船
業
・
機
械
工
業
）
が
成
長
し

た
結
果
で
あ
る
（
第
ｕ
表
を
参
照
）
。
こ
の
第
二
の
ピ
ー
ク
を
反
映
し
て
、

前
掲
第
１
０
表
に
よ
り
明
ら
か
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
人
口
は
約
七
四
・

四
万
名
か
ら
四
三
万
名
（
自
然
増
三
丁
六
万
名
、
杜
会
増
一
一
・
五
万
名
）

Ｈ
五
八
劣
増
の
約
二
七
・
四
万
名
に
達
し
、
た
か
で
も
六
一
～
七
一
年

の
問
に
二
五
万
名
１
１
二
六
・
五
％
増
（
全
国
平
均
二
ニ
ニ
勇
増
の
二
倍
）
と

　
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

い
う
一
九
世
紀
最
高
の
人
口
増
加
率
を
記
録
し
た
。

　
第
二
の
急
速
な
経
済
拡
張
期
は
、
七
三
年
の
ブ
ー
ム
の
崩
壊
１
－
恐
慌
と

七
〇
年
代
中
葉
以
降
の
「
農
業
大
不
況
」
の
進
行
と
い
う
七
〇
年
代
不
況



を
中
断
期
と
し
つ
つ
、
一
八
八
一
年
を
出
発
点
と
し
第
一
次
大
戦
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
域
内
産
業
構
造
が
¢
石
炭

鉱
業
◎
鉄
鋼
業
　
造
船
業
＠
機
械
工
業
と
い
う
一
握
り
の
主
要
成
長
部
門
に
特
化
す
る
僚
向
を
強
め
、
域
内
投
資
が
こ
こ
に
１
集
中
し

（
３
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

た
。
　
一
八
八
○
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
に
至
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
重
工
業
的
発
展
（
重
化
学
工
業
的
発
展
は
一
八
八
○
年
代
末
以
降

の
化
学
工
業
の
停
滞
な
い
し
衰
退
傾
向
の
な
か
で
挫
折
し
た
）
も
こ
の
時
期
に
お
げ
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
産
業
的
停
滞
の
制
約
条
件

を
免
が
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
”
バ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
ヵ
〃
体
制
下
の
世
界
貿
易
の
飛
躍

的
増
大
（
一
八
五
〇
年
１
１
八
億
ポ
ソ
ド
↓
八
○
年
上
二
〇
億
ポ
ソ
ド
↓
一
九
一
四
年
Ｈ
八
○
億
ポ
ソ
ド
）
に
よ
る
最
大
な
利
益
享
受
地
域
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
～
一
九
一
一
年
の
人
口
は
約
一
四
六
万
名
か
ら
約
二
三
一
万
名
と
約
八
六
万
名
１
１
約
五
八
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

増
加
（
全
国
平
均
約
三
七
％
増
）
し
た
が
、
そ
の
増
加
分
は
そ
れ
以
前
と
は
違
っ
て
す
べ
て
自
然
増
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
以
下
、
細
目
に
立
ち
入
っ
て
分
析
し
よ
う
。

　
　
（
３
０
）
　
拙
稿
「
株
式
資
本
と
平
均
利
潤
率
の
法
則
－
交
通
手
段
と
し
て
の
鉄
道
を
中
心
と
し
て
ー
」
、
京
都
大
学
『
経
済
論
叢
』
第
一
一
一
巻

　
　
　
　
第
一
号
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
、
八
○
、
八
二
頁
。

　
　
（
３
１
）
　
葭
ｏ
易
９
魯
．
ユ
ゴ
ｏ
Ｐ
ｏ
〇
一
亀
一
閉
Ｈ
．

　
　
（
羽
）
　
Ｈ
｝
“
、
一
〇
〇
・
］
ー
ト
閉
］
．
…
　
峯
ｏ
Ｏ
０
Ｈ
ｑ
一
＞
♂
ミ
ぎ
向
Ｓ
竺
向
ミ
屯
ｓ
ミ
ト
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
閉
Ｎ
Ｉ
ｏ
◎
一
０
９
完
～
内
ぎ
ミ
§
ミ
～
掌
き
あ
亨
～
ミ
汁
ｓ
，
Ｑ
き
Ｏ
Ｏ
．
ト
ｏ
ー
べ
…
峯
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
｛

　
　
　
　
印
肉
◎
ミ
９
忌
．
、
ゴ
ｐ
畠
．

　
　
（
鵠
）
　
冒
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｈ
〇
一
＞
♂
ミ
“
向
ｓ
乏
向
ミ
曳
亀
ミ
ト
　
Ｏ
．
Ｈ
］
．
］
１
一
　
オ
．
声
ｏ
ｏ
プ
奉
ｏ
『
け
プ
一
　
ト
寒
ｏ
ミ
申
沖
ざ
ミ
県
き
“
掌
“
“
、
ミ
Ｑ
江
ｏ
ミ
Ｑ
Ｎ
向
、
Ｑ
ミ
Ｑ
§
ｋ
一
　
ｃ
０
Ｈ
｛
ｏ
｛
二

　
　
　
　
Ｈ
彗
９
０
０
』
崖
－
閉
．

　
　
（
３
４
）
　
竃
ま
訂
自
印
Ｕ
ｏ
彗
９
９
べ
洋
一
暑
．
甲
Ｈ
ｏ
．
よ
り
算
出
。

　
（
１
）
農
業
　
　
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
、
特
に
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
農
業

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
一
一
〇
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

　
）

　
年

　
３
９

　
１
９

化
一

変
搬

ゆ
Ｑ嚇

構と積面地農良改るげおに
＊

ドソラグンイ東北表
１
２第

カ
一
数
羊

ｉ
２
０

８
１

７
１

２
４

１

１

１

１

工
育

ｏ
ｏ
飼
１

１
０
り
牛
地
当

－
５
１

７
１

９
１

９
２

農
一
畜

　
比
）
地
　
成
％

９

Ｏ

８

９

３

８
・
４

８
・
５

７
一
６

６
．
４
．

草
構
（

６

７

牧
１
　
　
－

久
　
カ

１
１

２
８

０
８

１
９

１
０

４
，

６
，

７
，

０
，

０
，

永
　
一
　
　
ユ

６
１

９
４

６
７

３
２

７
５

５

６

７

７

７

　
ヒ
地
上
）
　
成
劣

１

０

２

１

Ｌ
２
一
２
一
３

７
■

構
（

５

４

３
３

５
２

作
１
　
　
－

４
４

０
４

４
０

１
７

０
８

カ

１
，

４
，

３
，

７
，

５
，

穀
　
一
　
　
ユ

０
４

０
７

９
６

７
５

１
６

５

４

３

３

２

ｌ
Ｉ

移

０

０

５

３

４

良
積

〇
一
〇

６
一
８

０
１

０
１

２
・
Ｏ

６
９

　
推
面

１

１

改
地
一

５
一
■
ｏ

２
２

４
８

２
６

１
８

カ

５
，

１
，

Ｏ
，

８
，

５
，

全
農
一
　
　
二

６
５

０
２

６
４

０
８

８
１

Ｏ
，

１
，

１
，

０
，

０
，

１

１

１

１

１

６
６

１
８

１
０

１
２

９
３

８
１

８
１

９
１

９
１

９
１

　
み

　
の

　
州

　
両

　
ム

　
一
フ

　
タ。

ト

成
ン

作
汚

り
　
ノ

よ
ン

６
サ

２
　
一

弘
ノ・

は

泓
ド

算
、
グ

ｕ
・
ン

恥
則

ｗ
北

寸
ホ典出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
（
一
一
〇
八
）

は
改
良
農
法
の
最
先
進
地
帯
で
あ
り
、
一
八
五
一
年
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
の
農
地
が
改
良

　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
イ
・
・
ア
ー
ミ
ソ
グ
（
３
６
）

を
加
え
ら
れ
て
お
り
、
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
「
高
度
集
約
農
業
」

の
只
中
に
あ
っ
た
。
前
述
し
た
域
内
人
口
急
増
に
よ
り
増
大
す
る
食
糧
（
穀
物
、
畜
産
．
酪

農
品
）
需
要
と
有
利
な
価
格
水
準
に
支
え
ら
れ
て
、
　
一
九
世
紀
中
期
の
域
内
農
業
は
偉
大

な
繁
栄
期
に
あ
っ
た
。
五
一
～
七
一
年
の
農
業
気
象
も
良
好
で
、
穀
作
地
が
改
良
牧
草
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

に
比
べ
て
ヨ
リ
増
大
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
し
か
し
、
一
八
七
一
年
に
は
若
干
の
主
要
食
料
品
に
１
お
げ
る
外
国
（
と
り
わ
げ
新
大
陸
諸

国
）
と
の
競
争
激
化
を
反
映
し
て
、
域
内
農
業
は
既
に
穀
作
か
ら
牧
畜
へ
と
転
換
し
っ
つ

．
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
七
〇
年
代
末
以
降
の
深
刻
た
「
農
業
大
不
況
」
は
、
第
１
２
表
で
明
ら

か
な
よ
う
に
、
こ
の
穀
作
か
ら
牧
畜
へ
の
転
換
に
抽
車
を
か
げ
た
。
こ
れ
は
、
同
時
に
、

「
高
度
集
約
農
業
」
の
停
滞
た
い
し
停
止
を
余
儀
な
く
し
た
が
、
他
方
で
、
既
に
農
業
投

資
は
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
南
部
の
約
二
倍
の
賃
金
水
準
に
あ
る
域
内
農
業
労
働
者
を
削
減
す
る

・
　
　
．
　
　
・
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ウ

労
働
節
約
型
機
械
化
投
資
に
集
中
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
六
〇
～
七
〇
年
代
に
は
、
刈

ア
ー
　
バ
イ
ソ
ダ
ー
ド
リ
ル
ポ
ー
ス
一
オ
ペ
レ
ィ
テ
ィ
ド
ホ
ー
マ
ニ
ュ
ァ
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ
ー
タ
ー

取
機
、
刈
取
結
束
機
、
条
播
機
、
馬
　
　
曳
　
　
鍬
、
肥
料
散
布
機
が
一
般
的
に
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
常
雇
農
場
労
働
隊
は
削
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
蒸
気
力
製
粉
機
の

普
及
も
同
様
の
効
果
を
も
っ
た
。
こ
う
し
て
、
第
１
３
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
一
年
か

ら
八
一
年
ま
で
に
農
業
労
働
者
は
三
万
三
四
八
五
名
か
ら
二
万
九
五
八
名
へ
と
三
七
・
四



　
）

　
年

　
３
１

　
１
９

　
５
１

　
１
８

移
（

推の力働労業農るげおに
＊

ドソラグンイ東北表
１
３第

人

業
者

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

０
０

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

林

Ｏ
，

Ｏ
，

Ｏ
，

Ｏ
，

Ｏ
，

Ｏ
，

Ｏ
，

Ｏ
，

Ｏ
，

農
業

７
１

２
４

９
６
７

３
３
６

２
０

６
０
４

６
９

４
３

３
５

国

Ｏ
，

９
，
１

５
，
１

４
，

全
就

２

ユ ４
，
１

３
，
１

力
年

働
！
０
化

３
２
１

７
９

２
２

６
２
５

８
０

２
７

２
７

８
９

労
の
変

一
６
，
１

７
，

４
，

２
，

４
，

６
■

３
－

４
－

４
■

１
＋

業
数
の

－
１
■

ｉ

農
総
毎

業
数

人

総
６
５
０

３
３

６
３

４
１

８
８

０
８

２
５

９
６
９

７
６

力

９
，
８

２
，

５
，
Ｏ

９
，
７

５
，

８
，

７
３

４
２

８
２

１
，
４

働

４

３

２

２

農
労

１

）
者
外

人

働
屋
者

５
８

４
１

１
４
１

８
Ｆ
ｏ

３
３

１
３
７

１
６
６

６
２

０
６

労
・
羊

４
，

７
，

９
，
Ｏ

４
，

３
，

６
，

業
内
牧

３
３

０
３

２
８
１

４
１

４
１

農
屋
・

（
者

人

業
２
３

７
８

５
８

８
９

５
２

２
８

４
０

０
７

２
，

５
，

４
，

７
，

３
，

１
，
３

３
，
５

５
，

９
８
５

従
２
１

０
１

５

２

２

２

族家
十
人

一
　
　
－
１
１
■
　
　
■
　
■
１
　
　
，

一

び
者

繋
９
３
３

２
３

０
！

８
〔
Ｊ

０
２

７
６

７
８

３
７
０

８
１

（
ｏ

６

７

２

６

８

９

，

，

，

，

，

，

，

，

７

７

７

６

７

６

７

７

６

農
牧

１
５
８

１
６

１
７

１
８

１
９

１
０
９

１
１

１
２

１
３

１

１

成作りよイ
６
０レＰ“久

０
ｅ
　
　
ｏ

ａ
。
み

眺
の

＆
州

－
両

ｄ
ム

凸
ラ

ｈ
ダ

Ｍ
・

　
ド

８
）
ン

ｅ
ラ

ー
　
　
、
、

沁
ノ

Ｔ
ン

（
サ

６
１
一

叫
ノ

　
は

広
ド

“
ン

久
ラ

。
グ

ら
ン

岨
イ

肋
東

ｗ
北

ふ
、典出

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
喋
史
分
析
序
説
（
若
林
）

％
も
減
少
し
、
　
一
農
場
当
り
労
働
力
（
家
族
従
業
者
を
含
め
て
）
は
七
・
二
名
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

四
・
五
名
へ
と
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

　
域
内
農
業
不
況
は
一
八
八
○
年
代
に
最
も
深
刻
で
最
悪
の
局
面
を
迎
え
、
農
業

・
地
代
収
入
は
著
し
く
低
下
し
、
以
後
の
回
復
も
き
わ
め
て
緩
慢
か
っ
部
分
的
な

も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
八
○
年
代
以
降
も
地
主
と
借
地
農
業
者
に
ょ

る
農
業
投
資
（
土
地
改
良
・
機
械
化
１
１
蒸
気
力
鍬
の
よ
う
な
新
農
業
機
械
・
種
畜
改
良
）

が
続
げ
ら
れ
、
な
お
著
名
な
農
業
改
良
家
を
輩
出
し
（
代
表
例
は
Ｍ
一
・
ブ
ラ
ゥ
ソ
と

Ｊ
・
ウ
ィ
ル
ス
ソ
）
、
適
切
に
資
本
化
さ
れ
た
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
農
地
構
造
は
、

農
業
不
況
期
に
地
主
と
借
地
農
業
者
双
方
に
と
っ
て
大
き
な
収
益
を
も
た
ら
し
た

と
い
わ
れ
る
。
一
八
八
七
年
に
、
ダ
ラ
ム
州
の
農
地
の
ほ
ぽ
四
分
の
三
が
五
〇
～

三
〇
〇
エ
ー
カ
ー
農
場
で
あ
っ
た
が
、
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
州
で
は
三
〇
〇
～
五

〇
〇
エ
ー
カ
ー
農
場
が
農
地
の
四
分
の
一
を
占
め
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
一
万
二

ー
カ
ー
以
上
の
大
農
場
に
関
し
て
、
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
で
は
そ
の
ほ
ぼ
半
分

が
地
主
直
営
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ダ
ラ
ム
で
は
そ
れ
は
四
分
の
一
に
す
ぎ
ず

（
全
国
平
均
ニ
ハ
％
）
、
他
方
で
、
一
〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
未
満
農
場
の
場
合
は
、
前

者
が
一
六
％
、
後
者
が
四
〇
％
（
全
国
平
均
四
四
劣
）
と
か
な
り
低
い
水
準
に
あ
っ

た
。
か
く
し
て
、
域
内
農
業
は
、
　
「
大
不
況
」
期
に
も
拘
ら
ず
、
拡
張
し
繁
栄
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
（
一
一
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
（
一
一
一
〇
）

る
鉱
工
業
部
門
を
中
心
に
増
大
す
る
域
内
人
ロ
ヘ
の
食
糧
供
給
の
大
宗
を
占
め
た
と
は
い
え
、
全
体
と
し
て
輸
入
食
糧
（
穀
物
の
み
た

ら
ず
牛
．
豚
．
羊
肉
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
を
含
む
）
依
存
度
は
増
大
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
の
農
業
就
業
人
口
比
率
は
、
ノ
ー
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

ソ
バ
ラ
ソ
ド
で
約
五
％
、
ダ
ラ
ム
で
二
％
強
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
（
３
５
）
　
一
八
四
七
年
の
ユ
イ
カ
ー
当
り
年
価
値
（
地
代
）
は
、
ダ
ラ
ム
州
の
荒
地
が
一
～
九
シ
リ
ソ
グ
で
あ
っ
た
が
、
中
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ

　
　
　
　
ド
の
ヘ
グ
ザ
ム
周
辺
、
北
部
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
沿
岸
地
帯
や
チ
ェ
ピ
オ
ッ
ト
の
ツ
ィ
ー
ド
河
下
流
域
で
は
四
五
～
六
〇
シ
リ
ソ
グ
と
い

　
　
　
　
う
き
わ
め
て
高
い
水
準
（
高
地
代
地
域
と
思
わ
れ
る
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
西
部
諸
州
に
お
げ
る
五
一
年
の
そ
れ
は
三
一
シ
リ
ソ
グ
五
ペ
ソ
ス
で

　
　
　
　
あ
っ
た
）
に
あ
り
、
他
方
で
ダ
ラ
ム
州
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
カ
ヅ
ス
ル
周
辺
の
最
良
地
で
さ
え
三
〇
シ
リ
ソ
グ
で
あ
っ
た
（
｝
◎
易
９
魯
．

　
　
　
　
〔
ミ
君
．
ミ
ー
ｏ
。
．
椎
名
、
前
掲
書
、
一
五
三
頁
）
。

　
　
（
３
６
）
　
「
高
度
集
約
農
業
」
に
１
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
椎
名
、
前
掲
書
、
一
四
三
－
一
六
四
頁
、
マ
サ
イ
ア
ス
、
前
掲
訳
書
、
三
五
六
－

　
　
　
　
九
頁
、
吉
岡
昭
彦
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
九
二
－
三
、
一
一
七
頁
、
を
参
照
。

　
　
（
訂
）
　
｝
◎
目
ｏ
ｏ
９
　
９
．
、
ご
　
Ｏ
Ｐ
Ｎ
岬
１
３
　
峯
ｏ
Ｏ
０
Ｈ
♀
　
き
、
ぎ
寒
ｏ
ｏ
“
掌
匁
§
辻
－
　
Ｏ
．
］
．
ト
ｏ
◎
．

　
　
（
３
８
）
　
「
農
業
大
不
況
」
に
－
っ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
椎
名
、
前
掲
書
、
第
四
章
お
よ
び
第
五
章
、
マ
サ
イ
ア
ス
、
前
掲
訳
書
、
三
六
〇
１

　
　
　
　
六
、
四
一
九
－
四
二
〇
頁
、
吉
岡
、
前
掲
書
、
一
四
五
－
一
五
三
、
一
七
五
－
一
八
一
頁
、
を
参
照
。

　
　
（
３
９
）
　
目
◎
■
乙
ｏ
ｏ
魯
．
ｏ
｝
ゴ
　
Ｏ
り
．
Ｎ
］
．
１
　
～
９
　
Ｎ
ｃ
◎
一
　
峯
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
９
　
峯
、
§
寒
包
向
ミ
魁
Ｑ
ミ
ト
　
り
．
］
ト
ｏ
◎
．

　
　
（
仙
）
　
｝
ｏ
■
乙
ｏ
９
　
忌
．
ユ
ご
　
Ｏ
？
Ｎ
べ
ー
ｏ
◎
…
　
峯
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
Ｐ
　
き
、
き
黒
迂
嚢
屯
§
ミ
ト
　
Ｏ
Ｏ
．
］
ー
ト
ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
．

　
（
２
）
　
童
工
業
１
（
鉄
鋼
業
）
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
の
第
二
段
階
（
一
九
世
紀
中
葉
～
第
一
次
大
戦
直
後
）
で
、
鉄
鋼

　
　
リ
ー
デ
イ
ソ
グ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

業
が
主
　
導
　
産
　
業
に
躍
り
出
た
こ
と
が
、
基
軸
的
位
置
に
あ
る
石
炭
鉱
業
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
重
工
業
的
発
展
を
決
定
づ

げ
た
。
造
船
業
と
機
械
工
業
の
第
一
段
階
に
続
く
持
続
的
発
展
は
こ
の
鉄
鋼
業
の
飛
躍
的
発
展
に
牽
引
さ
れ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
時
期
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
鉄
鋼
業
の
展
開
は
、
域
内
立
地
の
大
移
動
を
伴
な
っ
た
。
タ
ィ
ソ
河
畔
の
製
鉄
工
場
は
、



造
船
所
な
い
し
機
械
工
場
に
統
合
（
統
合
し
た
企
業
と
し
て
ベ
ル
兄
弟
商
会
や
バ
ー
マ
ｉ
商
会
の
事
例
）
さ
れ
る
か
、
世
紀
末
以
前
に
倒
産

し
た
。
一
九
世
紀
中
葉
に
二
〇
〇
〇
名
の
製
鉄
・
鉄
加
工
業
労
働
者
を
擁
し
て
い
た
ベ
ツ
ド
リ
ソ
ト
ソ
鉄
工
業
は
、
熾
烈
な
競
争
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
…
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
．

直
面
し
て
、
一
八
六
七
年
恐
慌
を
契
機
に
没
落
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
新
興
臨
海
鉄
鋼
業
地
帯
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
ク
リ
ー

ヴ
ラ
ソ
ド
鉄
鉱
石
と
ダ
ラ
ム
炭
田
西
部
の
コ
ー
ク
ス
炭
と
を
地
理
的
位
置
（
製
品
を
含
め
た
輸
送
コ
ス
ト
）
に
お
い
て
最
も
有
利
に
結

合
で
き
た
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
地
域
（
第
－
図
の
１
Ｖ
・
Ｅ
い
テ
イ
ー
ズ
河
畔
地
区
）
で
あ
っ
た
。
テ
イ
ー
ズ
河
畔
の
銑
鉄
生
産
量
は
、
一
八
六

一
年
１
－
約
四
一
万
ト
ソ
（
全
国
の
一
一
％
、
域
内
の
六
六
％
）
、
七
一
年
１
１
二
ニ
ハ
万
ト
ソ
（
全
国
の
一
九
％
、
域
内
の
六
九
％
）
、
八
一
年
１
－

二
〇
〇
万
ト
ソ
超
（
全
国
の
二
五
％
、
域
内
の
七
六
劣
）
と
な
り
、
八
一
年
の
製
銑
二
七
企
業
．
保
有
高
炉
九
九
基
で
あ
っ
た
。
テ
ィ

ー
ズ
河
畔
の
鉄
鋼
ブ
ー
ム
で
五
一
～
八
一
年
の
問
に
一
〇
万
名
以
上
の
人
口
が
吸
引
さ
れ
た
。
、
、
、
ド
ル
ズ
ブ
ラ
が
そ
の
主
要
出
荷
港

（
同
時
に
主
要
な
鉄
鋼
タ
ゥ
ソ
ー
１
七
一
年
の
タ
ゥ
ソ
就
業
人
口
の
五
九
％
が
鉄
鋼
業
に
集
中
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
の
銑
鉄
出
荷
量
は
、
七

一
年
に
輸
出
向
二
七
万
ト
ソ
・
沿
岸
（
国
内
）
向
二
一
・
四
万
ト
ソ
、
八
一
年
に
１
輸
出
向
四
三
万
ト
ソ
．
沿
岸
向
五
〇
万
ト
ソ
に
な

り
、
輸
出
・
域
外
市
場
へ
の
依
存
度
（
三
八
％
↓
五
〇
％
）
を
高
め
た
。
テ
イ
ー
ズ
河
畔
に
お
げ
る
製
錬
企
業
は
、
六
」
年
に
五
企
業

・
一
九
七
基
の
パ
ド
ル
炉
・
三
五
基
の
圧
延
機
（
七
一
年
に
は
二
四
企
業
・
一
一
七
八
基
の
パ
ド
ル
炉
を
擁
し
、
錬
鉄
製
品
の
半
分

は
レ
ー
ル
（
七
二
年
に
四
九
％
）
で
あ
っ
た
。
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
製
鉄
会
杜
は
、
七
〇
年
代
初
頭
に
錬
鉄
レ
ー
ル
だ
げ
を
年
に
約
七
万

ト
ソ
生
産
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
グ
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
鉄
鉱
石
は
テ
ィ
ー
ズ
製
鉄
業
の
初
期
の
発
展
の
基
礎
で
あ
っ
た
が
、
六
〇
年

代
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
鋼
鉄
生
産
の
た
め
の
ベ
ッ
セ
マ
ー
（
転
炉
）
製
鋼
法
に
と
っ
て
不
適
合
な
五
価
燐
含
有
鉱
石
で
あ
っ
た
た
め

に
、
錬
鉄
生
産
か
ら
鋼
鉄
生
産
へ
の
転
換
を
困
難
に
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ベ
ツ
セ
マ
ー
法
を
導
入
し
た
企
業
は
、
六
〇
年
代
初
期
に

は
主
に
カ
ソ
バ
ー
ラ
ソ
ド
お
よ
び
ラ
ソ
カ
シ
ャ
ー
の
鉄
鋼
石
を
搬
入
し
た
が
、
高
価
格
か
っ
量
的
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
七
〇

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
（
一
一
一
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
一
一
二
一
）

年
代
か
ら
は
ス
ベ
イ
ソ
鉱
石
を
大
量
に
輸
入
し
（
例
え
ぱ
、
後
述
す
る
コ
ソ
セ
ツ
ト
製
鉄
会
杜
は
、
七
二
年
に
ド
ィ
ツ
の
ク
ル
ッ
プ
お
よ
び
ス

ベ
ィ
ソ
の
地
元
企
業
等
と
共
同
し
て
ス
ベ
ィ
ソ
の
大
鉄
鉱
石
鉱
床
を
管
理
・
開
発
す
る
オ
ァ
コ
ニ
ラ
鉄
鉱
石
会
杜
を
設
立
し
た
）
、
八
一
年
に
は

域
外
か
ら
の
鉄
鉱
石
入
荷
量
は
八
四
万
ト
ソ
（
六
一
年
１
１
六
万
ト
ソ
↓
七
一
年
１
１
二
六
万
ト
ソ
）
に
な
り
、
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
の
鋼
鉄
生
産

量
は
五
〇
万
ト
ソ
に
達
し
た
。
鋼
レ
ー
ル
価
格
が
、
六
四
年
に
ト
ソ
当
り
一
七
ポ
ソ
ド
一
〇
ベ
ソ
ス
で
あ
っ
た
が
、
七
〇
年
に
は

六
ポ
ソ
ド
八
ベ
ソ
ス
に
下
落
し
た
。
七
三
年
の
ブ
ー
ム
崩
壊
Ｈ
恐
慌
と
そ
の
後
の
厳
し
い
不
況
は
、
一
方
で
は
、
弱
小
企
業
の
多
く

を
破
産
さ
せ
、
他
方
で
は
、
七
九
年
の
回
復
以
後
、
若
干
の
製
錬
企
業
を
錬
鉄
レ
ー
ル
生
産
か
ら
鉄
板
生
産
に
転
換
さ
せ
た
。
し
か

し
、
七
九
年
の
Ｇ
．
ト
マ
ス
製
鋼
法
の
発
明
に
よ
っ
て
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
鉄
鉱
石
は
塩
基
性
転
炉
で
製
鋼
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
そ

れ
は
鉄
鋼
不
況
を
克
服
し
た
ば
か
り
で
た
く
、
造
船
業
、
機
械
工
業
に
安
価
な
鋼
材
供
給
を
可
能
に
し
た
。
か
く
し
て
七
五
年
に
ト

ソ
当
り
二
〇
ポ
ソ
ド
で
あ
っ
た
鋼
板
も
九
四
年
に
は
五
ポ
ソ
ド
と
な
り
、
八
○
年
代
中
葉
に
錬
鉄
か
ら
鋼
鉄
へ
の
量
的
転
換
が
生
じ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
多
数
の
域
内
小
鉄
工
企
業
を
消
滅
さ
せ
た
原
因
で
あ
る
。
七
〇
年
代
初
頭
以
降
の
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
鉄
鋼
業

の
三
大
企
業
は
、
ボ
ウ
ル
カ
ウ
＆
ボ
ー
ソ
商
会
（
二
〇
世
紀
初
頭
に
銑
鋼
圧
延
一
貫
企
業
で
あ
り
、
か
っ
圧
延
機
・
電
気
メ
ッ
キ
機
械
．
建
設

機
械
製
作
企
業
に
成
長
、
世
紀
末
の
従
業
員
一
万
名
）
、
ド
ー
マ
ソ
・
盾
ソ
グ
商
会
（
ミ
ド
ル
ズ
ブ
ラ
の
小
観
模
た
錬
鉄
・
機
械
製
作
企
業
と
し

て
出
発
し
、
一
連
の
銑
鋼
圧
延
一
貫
企
業
や
二
次
圧
延
企
業
の
買
収
で
巨
大
企
業
１
ー
ド
ー
マ
ソ
帝
国
に
成
長
）
、
ベ
ル
兄
弟
商
会
（
銑
鋼
一
貫
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

業
、
但
し
一
九
〇
二
年
に
ポ
ー
ト
・
ク
レ
ァ
ラ
ソ
ス
エ
場
を
ド
ー
マ
ソ
商
会
に
売
却
）
で
あ
っ
た
。

　
テ
イ
ー
ズ
河
畔
以
外
で
域
内
大
鉄
鋼
企
業
と
し
て
存
続
し
た
の
は
コ
ソ
セ
ツ
ト
製
鉄
会
杜
で
あ
っ
た
。
同
杜
は
、
再
建
（
現
杜
名

に
変
更
）
後
の
六
〇
年
代
中
葉
以
降
第
一
次
大
戦
に
か
げ
て
域
内
で
最
も
収
益
性
の
高
い
鉄
鋼
企
業
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
コ
ソ

セ
ツ
ト
は
、
七
五
年
に
五
～
六
千
名
を
雇
用
す
る
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
鉄
板
（
主
に
ー
タ
ィ
ソ
造
船
業
者
向
厚
板
）
生
産
者
と
た
り
、
八
三



年
に
は
ジ
ー
メ
ソ
ス
ー
ー
マ
ル
チ
ソ
平
炉
法
を
導
入
し
て
鋼
板
・
鋼
レ
ー
ル
等
の
生
産
を
開
始
し
、
ま
た
八
○
年
代
後
半
に
は
¢
年
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぞ
つ
け

一
〇
〇
万
ト
ソ
の
石
炭
を
採
掘
す
る
一
〇
炭
坑
と
コ
ー
ク
ス
炉
　
七
基
の
高
炉
　
三
製
鋼
工
場
＠
柄
付
工
場
　
四
鋼
板
工
場
　
一
鋼

材
切
断
工
場
¢
鋳
造
工
場
　
煉
瓦
工
場
　
機
械
工
場
＠
実
験
所
◎
機
関
車
・
鉱
車
修
理
工
場
等
を
経
営
す
る
垂
直
統
合
企
業
と
な
り
、

六
千
名
の
労
働
者
を
雇
用
し
、
二
七
〇
〇
棟
の
杜
員
住
宅
等
を
保
有
し
て
い
た
。
こ
の
頃
に
コ
ソ
セ
ッ
ト
は
年
に
一
七
・
五
万
ト
ソ

の
鋼
塊
を
生
産
し
、
主
と
し
て
造
船
用
厚
板
に
圧
延
し
て
い
た
が
、
九
三
年
に
需
要
が
急
増
し
つ
っ
あ
っ
た
多
種
類
の
形
鋼
・
鋼
管

・
棒
鋼
を
圧
延
す
る
た
め
の
形
鋼
工
場
を
設
立
し
、
世
紀
末
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
製
鋼
企
業
の
一
っ
に
な
り
、
一
九
一
四
年
の

鋼
塊
生
産
量
は
二
六
万
ト
ソ
に
ー
達
し
た
。
他
方
で
、
コ
ソ
セ
ッ
ト
は
、
一
八
六
四
～
一
九
一
四
年
の
使
用
資
本
平
均
利
潤
率
（
税
及

び
利
子
費
用
控
除
後
）
は
一
九
・
一
％
（
こ
の
間
に
二
度
も
欠
損
を
出
さ
ず
、
最
低
利
潤
率
は
八
五
年
及
び
九
五
年
の
八
・
六
％
、
最
高
利
潤
率

は
七
三
年
の
四
九
・
二
％
、
利
潤
率
が
二
五
％
以
上
の
年
は
一
三
年
問
）
、
同
じ
く
平
均
配
当
率
は
二
三
・
五
％
に
達
し
、
し
か
も
七
三
年

と
八
一
年
に
は
留
保
利
潤
合
計
二
一
八
・
八
万
ポ
ソ
ド
を
普
通
株
と
し
て
資
本
金
に
１
算
入
し
た
。
第
一
次
大
戦
直
前
の
一
九
〇
八
－

二
二
年
の
平
均
利
潤
率
は
二
二
・
五
％
、
平
均
配
当
率
は
三
五
・
七
劣
に
も
達
し
（
他
の
鉄
鋼
大
企
業
に
っ
い
て
み
る
と
、
サ
ウ
ス
・
ダ

ラ
ム
鉄
鋼
会
杜
の
平
均
配
当
率
一
一
・
七
％
、
ゲ
ス
ト
・
キ
ー
ソ
＆
ネ
ヅ
ト
ゥ
ル
ホ
ー
ル
ズ
が
一
〇
・
○
劣
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ソ
、
ボ
ウ
ル
カ
ウ
＆

ボ
ー
ソ
、
ド
ー
マ
ソ
．
ロ
ソ
グ
、
エ
ブ
リ
ュ
ー
．
ベ
ィ
ル
や
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ソ
ド
製
鋼
会
杜
の
そ
れ
は
五
～
八
劣
で
あ
っ
た
）
、
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
業

．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

の
中
で
の
最
優
良
企
業
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
一
八
六
二
年
以
来
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
鉄
鉱
石
生
産
地
帯
（
第
一
次
大
戦
直
後
の
一
九
二
〇
年

ま
で
そ
の
地
位
を
保
持
し
た
）
に
な
っ
た
ぱ
か
り
で
た
く
、
銑
鉄
生
産
基
準
で
一
八
六
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
鉄
鋼
生
産
地
帯
（
こ

の
地
位
は
少
な
く
と
も
戦
問
期
に
も
保
持
し
た
）
に
な
り
、
以
来
一
貫
し
て
銑
鉄
生
産
量
の
全
国
比
率
三
〇
劣
台
を
維
持
し
た
（
前
掲
第

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
（
一
一
；
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＝
ハ
（
一
一
一
四
）

　
　
　
　
（
４
４
）

２
表
を
も
参
照
）
。
し
か
も
鉄
鋼
市
場
の
多
く
を
問
接
輸
出
（
特
に
造
船
・
機
械
）
を
含
め
て
輸
出
に
依
存
し
た
こ
と
も
特
筆
し
な
げ
れ

ぼ
な
ら
な
い
。
第
二
段
階
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
鉄
鋼
業
の
か
か
る
隆
盛
こ
そ
、
石
炭
鉱
業
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
重
工

業
的
発
展
の
枢
軸
で
あ
っ
た
。

　
　
（
虹
）
　
峯
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
｛
１
　
き
、
き
　
ｂ
ｓ
良
　
向
ミ
魁
ｓ
ミ
ト
　
Ｏ
．
］
．
Ｈ
ｏ
…
内
◎
ミ
９
　
９
．
ｑ
｝
ゴ
　
り
．
］
ト
…
　
峯
ｏ
Ｏ
◎
『
ｑ
　
俸
　
射
ｏ
ミ
Ｐ
　
忌
．
、
｛
汁
一
　
り
．
仁
Ｈ
…
　
｝
◎
目
の
９
　
息
．

　
　
　
　
、
き
ｐ
畠
．

　
　
（
犯
）
　
峯
ｏ
Ｏ
０
Ｈ
ｑ
１
　
き
、
き
　
向
ｓ
乏
　
婁
魁
Ｑ
§
ト
　
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
Ｎ
０
ー
ト
…
く
ｏ
Ｏ
◎
『
｛
　
俸
　
射
◎
ミ
９
　
魯
．
ユ
ゴ
　
り
Ｐ
仁
べ
１
ｍ
◎
…
　
内
－
｛
一
〇
ざ
　
９
．
、
汁
一
　
〇
．
ｏ
〇
一
尊
～
－

　
　
　
　
ミ
ぎ
第
暑
．
轟
山
〇
一
｝
昌
。
。
９
母
．
ミ
一
君
．
偉
－
ｍ
一
｛
９
§
～
き
き
寒
呉
畠
箪
署
．
Ｈ
竃
－
仁
一
Ｈ
．
団
昌
Ｏ
鼻
§
～
９
雪
§

　
　
　
　
県
掌
Ｑ
§
§
、
ｏ
さ
§
き
§
冒
§
§
－
・
。
｝
－
１
ｃ
。
ト
オ
冒
亭
¢
昌
聖
の
８
暑
く
ｏ
＝
〆
Ｈ
彗
ト
署
．
畠
－
り
ｍ
．

　
　
（
鳩
）
　
竃
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
｛
．
　
き
、
§
向
ｓ
良
向
ミ
組
ｓ
ミ
ト
　
Ｏ
Ｐ
］
ｌ
Ｈ
り
－
Ｈ
Ｎ
０
一
　
｛
９
　
由
“
内
サ
ミ
ｓ
ミ
～
Ｓ
き
急
、
ざ
Ｎ
沖
Ｓ
“
３
ミ
　
り
．
仁
ｏ
…
　
肉
◎
ミ
９
　
９
．
、
｝
汁
一
　
〇
り
．
］
ー
ト
ー
閉
一

　
　
　
　
峯
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
｛
　
印
肉
ｏ
幸
９
　
　
９
．
、
ジ
　
Ｐ
蜆
？
　
｝
◎
■
乙
ｏ
９
　
＞
♂
、
き
ー
黒
吻
ざ
、
ミ
掌
屯
ｓ
ミ
、
一
〇
．
ト
閉
一
　
射
－
〇
一
〇
ざ
　
９
．
ｏ
洋
一
　
〇
〇
．
べ
Ｉ
ｏ
◎
一
　
射
｛
ｏ
｝
｝
『
｛
ｏ
ｏ
ｏ
箏

　
　
　
　
印
団
器
。
・
一
ｇ
．
、
ゴ
ｏ
ｐ
胃
－
竃
．

　
　
（
４
４
）
雰
き
一
息
．
ミ
一
〇
．
量
；
ざ
｝
竺
印
Ｏ
＄
景
忌
．
ミ
一
君
．
Ｈ
Ｎ
甲
５
・
。
．

　
（
３
）
　
重
工
業
Ｈ
（
造
船
業
．
機
械
工
業
）
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
造
船
業
と
機
械
工
業
は
、
既
に
示
竣
し
た
よ
う
に
、
緊
密

な
直
接
的
な
連
関
の
中
で
発
展
し
、
多
く
の
企
業
が
両
部
門
を
兼
営
す
る
形
態
を
と
っ
た
。

　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
造
船
業
は
、
鉄
船
化
に
お
い
て
ク
ラ
イ
ド
河
畔
や
テ
ム
ズ
河
畔
に
ー
遅
れ
を
と
っ
た
も
の
の
、
一
九
世
紀
後
半

に
は
イ
ギ
リ
ス
造
船
業
に
お
げ
る
主
導
権
を
完
全
に
掌
握
し
た
。
　
一
八
三
〇
年
代
に
ウ
ィ
ァ
河
畔
（
就
中
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
）
の
後

塵
を
拝
し
た
タ
イ
ソ
河
畔
造
船
業
は
一
九
世
紀
中
葉
に
新
技
術
へ
の
素
早
い
転
換
を
実
現
し
、
六
〇
年
代
初
頭
に
は
、
前
掲
第
４
表

に
み
た
よ
う
に
、
域
内
主
導
権
を
回
復
し
て
い
た
。
ま
た
、
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
鉄
鋼
業
の
展
開
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
（
ハ
ー
ト
ル
プ
ー

ル
を
含
む
）
に
造
船
業
が
展
開
し
、
八
二
年
に
二
二
万
二
千
ト
ソ
の
鉄
船
（
圧
倒
的
な
部
分
が
蒸
気
船
）
を
進
水
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
他



方
、
八
九
年
に
ー
は
タ
ィ
ソ
河
畔
で
二
八
万
ト
ソ
、
ウ
ィ
ア
河
畔
で
二
一
・
七
万
ト
ソ
（
テ
ィ
ー
ズ
は
不
詳
）
を
建
造
し
、
両
地
域
だ
け

で
全
国
進
水
量
七
七
・
六
万
ト
ソ
の
約
六
七
％
を
占
め
た
。
　
一
八
九
〇
年
代
の
年
問
進
水
量
は
少
な
く
と
も
四
〇
～
五
〇
万
ト
ソ

で
、
全
国
の
五
〇
劣
を
越
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
世
界
の
新
建
造
船
総
ト
ソ
数
の
半
分
以
上
を
イ
ギ
リ
ス

壮
駄
秦
か
片
朴
レ
ー
矢
、
を
を
半
か
ル
Ｌ
↑
東
｝
．
一
象
竺
一
か
加
舟
シ
タ
デ
造
除
寿
か
片
宇
－
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
造
船
業
の
拡
張
的
発
展
に
と
っ
て
も
ま
た
、
海
外
受
注
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
、
Ｃ
・
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
商
会
や
Ａ
・

レ
ス
リ
ー
商
会
（
世
紀
末
に
機
械
工
業
の
Ｒ
＆
Ｗ
．
ホ
ー
ソ
ー
ソ
商
会
と
合
併
し
て
ホ
ー
ソ
ー
ソ
＆
レ
ス
リ
ー
商
会
と
な
っ
た
）
は
特
に
対
ロ

シ
ァ
受
注
に
強
力
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ソ
を
持
ち
、
ま
た
、
後
述
す
る
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ソ
グ
商
会
や
パ
ー
マ
ー
商
会
も
海
外
受
注
を
最
も

強
力
に
推
進
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
造
船
労
働
者
は
一
九
一
一
年
に
は
ほ
ぼ
全
国
の
半
分
の
少
な
く
と
も
五
万
名
に
達
す
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

ど
に
な
っ
て
い
た
（
前
掲
第
ｕ
表
を
も
参
照
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
、
と
く
に
ク
リ
、
・
・
ア
戦
争
に
よ
る
商
船
と
軍
艦
需
要
の
増
大
が
域
内
造
船
所
の
籏
生
に
よ
る
競

争
の
激
化
お
よ
び
造
船
技
術
と
舶
用
機
械
技
術
の
多
面
的
な
進
展
は
、
限
定
さ
れ
た
領
域
の
同
種
船
（
１
１
標
準
規
格
船
）
の
量
産
方
式

の
導
入
を
招
来
し
た
。
地
域
的
に
は
、
タ
ィ
ソ
河
畔
が
軍
艦
と
タ
ソ
カ
ー
、
そ
の
他
が
定
期
・
不
定
期
貨
物
船
に
特
化
し
た
。
例
え

ぼ
、
一
八
八
六
年
～
一
九
〇
五
年
の
二
〇
年
問
に
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
で
は
二
〇
〇
隻
の
タ
ソ
カ
ー
が
建
造
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち

一
四
七
隻
が
タ
イ
ソ
、
二
一
隻
が
ウ
ィ
ァ
、
三
七
隻
が
テ
ィ
ー
ズ
で
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
レ
ベ
ル
で
量
産
方
式
に

成
功
し
た
典
型
は
、
タ
イ
ソ
河
畔
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ソ
グ
商
会
（
軍
膨
〔
バ
ー
マ
ー
商
会
と
と
も
に
こ
の
分
野
を
支
配
〕
と
外
ヅ
か
い
〔
前

述
の
二
〇
〇
隻
の
う
ち
九
六
隻
を
建
造
〕
）
と
バ
ー
マ
ー
商
会
（
軍
瞥
ど
鉄
鈴
斤
比
置
駄
附
）
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
の
ド
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
（
一

八
九
三
年
～
一
九
一
〇
年
に
一
七
八
隻
の
標
準
的
な
タ
ー
レ
ッ
ト
・
デ
ッ
キ
型
貨
物
船
を
建
造
）
で
あ
っ
た
。
船
舶
修
理
専
業
で
成
功
し
た
の

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
（
一
一
一
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
（
一
一
ニ
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

は
、
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
げ
て
世
界
最
大
の
船
舶
修
理
企
業
と
な
っ
た
ス
ミ
ス
・
ド
ッ
ク
会
杜
で
あ
っ
た
。

　
第
二
段
階
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
機
械
工
業
は
一
定
の
業
種
的
な
地
域
集
中
と
企
業
内
多
角
化
が
進
展
し
た
。
こ
の
段
階

に
は
、
総
合
鋳
造
機
械
工
業
や
電
気
機
械
工
業
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
地
域
的
に
は
、
船
舶
用
機
械
工
業
が
三
大
河
川
下
流
域
に
其

々
立
地
し
て
い
る
（
タ
ィ
ソ
が
そ
の
最
大
の
中
心
地
）
の
を
除
く
と
、
タ
イ
ソ
ー
１
一
般
機
械
・
電
気
機
械
等
総
合
的
な
機
械
工
業
の
中
心

地
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ソ
ー
１
機
関
車
工
業
中
心
地
、
ス
ト
ッ
ク
ト
ソ
お
よ
び
ミ
ド
ル
ズ
ブ
ラ
地
区
１
１
鉄
鋼
鋳
造
機
械
工
業
企
業
の
大
部
分

の
集
中
地
帯
、
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
、
ス
ト
ッ
ク
ト
ソ
お
よ
び
ミ
ド
ル
ズ
ブ
ラ
ー
－
建
設
機
械
工
業
の
中
心
地
、
と
い
う
配
置
に
な
っ
て
い

る
。
域
内
機
械
工
業
は
、
造
船
業
と
と
も
に
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
就
業
者
を
擁
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
八
七

〇
年
代
以
降
後
者
と
と
も
に
急
成
長
し
、
一
九
一
一
年
に
は
、
鉄
鋼
業
や
造
船
業
を
抜
い
て
、
七
万
五
千
名
を
抱
え
る
大
工
業
に
な

っ
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
拡
大
す
る
機
械
工
業
製
品
に
対
す
る
需
要
の
ま
す
ま
す
多
く
の
部
分
を
輸
出
市
場
に
依
存
し
て
い
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
）

と
を
指
摘
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。

　
こ
の
項
の
終
り
に
、
造
船
・
機
械
工
業
の
主
要
企
業
に
つ
い
て
簡
略
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■

　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ソ
ス
ソ
商
会
は
、
こ
の
時
期
に
も
主
に
機
関
車
生
産
に
集
中
し
、
世
界
の
機
関
車
工
場
と
し
て
存
続
し
た
。
Ｒ
＆
Ｗ

・
ホ
ー
ソ
ー
ソ
商
会
は
、
主
に
鉱
業
用
お
よ
び
船
舶
用
機
械
の
優
秀
性
で
成
長
し
、
一
八
五
〇
年
の
従
業
員
数
九
五
〇
名
が
六
四
年

に
二
二
〇
〇
名
に
た
り
、
Ａ
・
レ
ス
リ
ー
商
会
の
ヘ
ッ
ブ
バ
ー
ソ
造
船
所
に
舶
用
エ
ソ
ジ
ソ
を
定
期
的
に
納
入
し
た
緊
密
な
関
係
か

ら
、
八
六
年
に
合
併
し
て
ホ
ー
ソ
ー
ソ
＆
レ
ス
リ
ー
商
会
と
な
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
一
万
名
の
従
業
員
を
も
つ
造
船
・
機
械
工

業
の
完
全
統
合
企
業
と
な
っ
て
い
た
。
Ｊ
・
ボ
ー
ズ
商
会
（
ニ
ハ
炭
坑
を
経
営
）
の
バ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
石
炭
利
害
に
関
係
し
た
Ｃ
・

バ
ー
マ
ー
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
自
ら
発
注
し
た
シ
ョ
ソ
・
ボ
ー
ズ
号
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
て
、
一
八
五
二
年
に
バ
ー
マ
ー



形
弗
脊
会
を
設
立
し
て
鉄
船
と
そ
れ
に
必
要
た
舶
用
ニ
ソ
ジ
ソ
・
機
械
装
置
の
製
造
に
乗
り
出
し
（
第
５
表
を
参
照
）
、
新
し
い
デ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ー
ス
ト
・
フ
ア
ー
ナ
ス

イ
ソ
の
石
炭
運
搬
船
を
建
造
し
て
い
っ
た
。
五
七
年
に
は
必
要
原
料
で
あ
る
銑
鉄
を
自
家
生
産
す
る
た
め
に
四
基
の
高
　
　
炉
を

保
有
し
、
同
時
に
、
倒
産
し
た
デ
イ
ス
ト
リ
ク
ト
銀
行
の
支
配
人
か
ら
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ソ
ド
の
か
な
り
大
き
な
鉄
鉱
石
保
有
地
を
安
値

で
買
収
し
、
ま
た
大
規
模
な
鉱
区
を
賃
借
し
た
。
こ
の
自
家
用
鉄
鉱
石
を
船
積
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
沿
岸
の
マ
ル
グ
レ
ー

ヴ
に
専
用
港
を
建
設
し
た
。
さ
ら
に
、
バ
ー
マ
ー
商
会
は
　
自
ら
建
造
し
た
石
炭
運
搬
船
で
内
航
海
運
業
に
も
乗
り
出
し
、
往
路
で

ボ
ー
ズ
炭
を
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
運
び
、
復
路
で
鉄
鉱
石
を
タ
イ
ソ
河
畔
ま
で
運
送
し
た
。
パ
ー
マ
ー
商
会
は
、
造
船
部
門
で
一
八
五

二
年
～
六
一
年
の
間
、
年
平
均
六
千
ト
ソ
、
六
二
～
七
一
年
に
同
じ
く
二
万
ト
ソ
の
鉄
船
を
建
造
し
、
八
三
年
に
は
三
三
隻
の
船
舶
、

九
三
年
に
は
二
八
隻
の
軍
艦
を
進
水
さ
せ
た
。
バ
ー
マ
ー
商
会
は
、
六
五
年
に
－
傘
下
に
・
マ
ル
グ
レ
ー
ヴ
鉄
鉱
石
会
杜
．
ジ
ャ
ロ
ー
製

鉄
会
杜
・
パ
ー
マ
ー
商
会
等
を
も
っ
統
合
企
業
１
ー
バ
ー
マ
ー
造
船
＆
製
鉄
会
杜
に
改
組
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
大
産
業
帝
国
を
築
く
の

で
あ
る
が
、
Ｃ
・
バ
ー
マ
ー
の
ワ
ソ
マ
ソ
経
営
等
か
ら
度
々
経
営
危
機
に
１
遭
遇
し
、
第
一
次
大
戦
後
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
最
後
に
、

グ
い
如
ん
ド
｛
ジ
グ
断
釦
に
っ
い
て
。
同
商
会
は
、
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ソ
グ
が
自
ら
発
明
し
た
水
圧
ク
レ
ー
ソ
を
製
造
す
る
た

め
に
一
八
四
七
年
に
三
名
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
エ
ル
ズ
ウ
イ
ツ
ク
で
設
立
さ
れ
（
資
本
金
二
万
ポ
ソ
ド
）
、
彼
が
ク
リ
、
、
、
ア
戦
争

中
に
開
発
し
た
銃
砲
設
計
で
五
九
～
六
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
軍
か
ら
一
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
以
上
の
注
文
を
う
げ
て
急
成
長
し
、
六
二
年
に

は
資
本
金
一
〇
万
ポ
ソ
ド
、
従
業
員
四
千
人
を
擁
す
る
大
企
業
に
な
っ
た
。
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ソ
グ
商
会
は
其
後
一
四
年
問
に
イ
ギ
リ

ス
軍
か
ら
六
万
ポ
ソ
ド
し
か
受
注
し
な
か
っ
た
が
、
財
務
上
の
優
秀
さ
で
も
ち
こ
た
え
、
六
七
年
に
Ｃ
．
、
、
、
ヅ
チ
ェ
ル
商
会
が
ウ
ォ

ー
カ
ー
造
船
所
で
建
造
し
て
い
た
一
群
の
軍
艦
に
。
装
備
す
る
大
砲
を
納
入
し
た
。
一
八
八
○
年
以
降
第
一
次
大
戦
に
か
げ
て
軍
艦
や

丘
ハ
器
需
要
が
高
水
準
を
維
持
す
る
な
か
で
、
ア
ー
ム
ス
ト
艀
ソ
グ
商
会
は
、
八
二
年
に
、
・
・
ツ
チ
ェ
ル
商
会
と
合
同
し
て
企
業
設
備
合

　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
一
一
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
一
一
一
八
）

理
化
を
断
行
し
、
軍
艦
と
タ
ソ
カ
ー
の
建
造
を
集
中
化
し
、
九
七
年
に
は
ホ
イ
ヅ
ト
ワ
ー
ス
兵
器
会
杜
を
譲
渡
さ
れ
て
、
軍
艦
と
大

砲
を
供
給
す
る
世
界
の
丘
ハ
器
廠
と
な
る
と
同
時
に
、
多
数
の
オ
ィ
ル
・
タ
ソ
カ
ー
や
商
船
を
建
造
し
、
か
っ
タ
ワ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
の

ギ
ア
を
含
む
多
目
的
水
圧
機
械
を
製
造
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
従
業
員
総
数
二
万
名
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
二
万
六
千
名
以
上
を
擁

す
る
一
大
産
業
帝
国
と
な
っ
た
。
同
商
会
は
、
一
方
で
は
、
労
働
者
の
熟
練
養
成
を
重
視
し
て
企
業
内
徒
弟
制
を
採
用
し
て
熟
練
労

働
者
を
優
遇
し
（
エ
ル
ズ
ウ
イ
ヅ
ク
エ
場
の
職
長
は
地
元
杜
会
で
か
な
り
の
地
位
を
占
め
た
と
い
わ
れ
る
）
、
他
方
で
は
、
帝
国
海
軍
や
帝
国

砲
兵
隊
の
首
脳
都
と
の
深
い
人
脈
を
構
築
し
て
大
量
注
文
の
受
注
機
構
を
つ
く
る
と
同
時
に
、
そ
の
人
脈
を
も
利
用
し
て
大
英
帝
国

の
自
治
領
．
属
領
な
い
し
植
民
地
や
関
係
諸
国
か
ら
の
軍
需
発
注
を
う
げ
る
国
際
的
な
事
業
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
同
商
会
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
、
四
七
隻
の
軍
艦
、
そ
れ
と
は
別
に
六
二
隻
分
の
装
甲
設
備
、
五
二
一
隻
の
修
理
又
は
再
装
備
、

　
　
　
　
　
　
亨
ク
ラ
フ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
８
）

一
〇
六
二
機
の
航
空
機
、
一
万
三
千
の
銃
砲
、
一
万
二
千
門
の
砲
車
、
一
四
五
〇
万
発
の
砲
弾
を
製
造
し
た
。

　
　
（
４
５
）
寿
Ｏ
・
鼻
き
、
き
向
亀
吻
一
掌
誉
ミ
事
員
嚢
一
内
・
ミ
・
魯
．
き
ｏ
．
５
寿
Ｏ
・
ａ
印
申
・
墨
亭
き
ｏ
．
婁
Ｏ
．

　
　
　
Ｏ
・
轟
貫
婁
、
婁
ぎ
ミ
き
き
寮
一
事
意
ミ
～
蔓
署
．
牢
９
ミ
嚢
．
轟
べ
．
・
声
竃
葦
・
目
印
Ｏ
§
９
９
．
。
き

　
　
　
ｏ
ｐ
胃
ｏ
◎
－
ｏ
．

　
　
（
４
６
）
豪
９
具
き
き
寮
一
掌
屯
§
～
二
Ｐ
嚢
－
曇
一
里
易
９
忌
．
呉
二
閉
．

　
　
（
〃
引
）
　
旨
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
Ｐ
　
き
、
き
要
迂
肉
ミ
屯
ｓ
ミ
ト
　
ｏ
Ｏ
・
Ｈ
Ｎ
ト
ー
９
　
］
ｌ
ｏ
ｏ
ド
　
｝
ｏ
■
ｏ
ｏ
９
　
９
．
、
ゴ
　
Ｏ
Ｐ
ト
岬
１
０
．

　
　
一
４
８
一
琴
Ｏ
・
具
き
、
き
向
、
吻
一
掌
警
ミ
君
・
鼻
曇
－
・
。
一
射
婁
９
息
．
き
事
甲
鼻
く
・
ｏ
邑
印
肉
。
墨
息
．
き
り
．
胃
一

　
　
　
〇
；
電
ｐ
魯
ベ
キ
一
ｐ
Ｈ
お
卑
己
・
８
．

　
（
４
）
　
化
学
工
業
お
よ
ぴ
関
連
エ
業
　
　
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
八
○
年
ま
で
の
二
〇
年
問
が
ル
ブ
ラ
ソ
法
ソ
ー
ダ
エ
業
の
黄
金

時
代
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
　
「
こ
の
時
期
に
は
、
ル
ブ
ラ
ソ
法
ソ
ー
ダ
エ
業
は
繁
栄
を
き
わ
め
、
技
術
的
に
は
そ
の
能
率
が
さ
ら
に
高



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
）

め
ら
れ
、
ま
た
、
ソ
ル
ヴ
ヱ
ー
法
と
の
競
争
の
影
響
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
」
と
い
わ
れ
る
。
　
一
八
六
〇
年
代
に
タ
イ
ソ

河
畔
の
二
四
の
化
学
工
場
か
ら
全
国
の
半
分
以
上
の
ア
ル
カ
リ
や
晒
粉
が
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
主
要
化
学
企
業
は
ア
ル
ヒ
ュ
ー
ゼ
ソ

商
会
（
一
八
七
一
年
以
降
、
ニ
ュ
ー
ヵ
ツ
ス
ル
．
ヶ
ミ
ヵ
ル
杜
が
継
承
）
、
ス
テ
ィ
ー
ガ
ソ
ス
ソ
商
会
（
機
械
工
業
の
そ
れ
と
は
全
く
別
個
の
企

業
）
お
よ
び
Ｃ
ニ
ァ
ナ
ソ
ト
商
会
で
あ
る
。
ア
ル
ヒ
ュ
ー
ゼ
ソ
商
会
は
北
ド
ィ
ツ
（
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
ィ
ソ
）
か
ら
の
移

住
者
Ｃ
・
ア
ル
ヒ
ュ
ー
ゼ
ソ
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
彼
は
一
八
五
〇
年
以
前
か
ら
化
学
工
業
だ
け
で
な
く
穀
物
・
石
炭
お
よ
び
鉄
の
取

引
等
多
角
経
営
を
し
か
な
り
の
杜
会
的
地
位
を
築
い
て
い
た
が
、
前
述
し
た
五
七
年
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
銀
行
倒
産
に
連
座
し
て
失

敗
し
た
。
五
八
年
以
後
、
彼
は
化
学
工
場
を
再
建
し
、
七
一
年
に
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
・
ケ
、
ミ
カ
ル
商
会
が
彼
の
事
業
を
継
承
す
る
ま

で
に
、
使
用
資
本
六
〇
万
ポ
ン
ド
・
敷
地
二
二
七
エ
ー
カ
ー
の
タ
イ
ソ
河
畔
最
大
の
化
学
工
業
企
業
に
な
っ
て
い
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ソ
ス
ソ
商
会
は
、
Ｊ
・
Ｃ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ソ
ス
ソ
が
父
と
と
も
に
一
八
四
四
年
に
タ
ィ
ソ
河
畔
に
来
往
し
、
ま
ず
父
が
サ
ウ
ス
・
シ

ー
ル
ズ
近
郊
の
ク
ッ
ク
ス
ソ
＆
カ
ス
バ
ー
ト
商
会
の
化
学
工
場
（
ジ
ャ
ロ
ー
化
学
工
場
に
名
称
変
更
）
を
買
収
し
、
五
八
年
に
は
自
ら

ゲ
イ
ツ
ヘ
ッ
ド
近
郊
の
フ
ラ
イ
ア
ー
ズ
・
グ
ー
ス
の
化
学
工
場
を
買
収
し
て
、
六
〇
年
代
に
は
従
業
員
一
四
〇
〇
名
（
マ
ー
ジ
ィ
河
畔

の
大
工
場
又
は
大
企
業
で
も
最
高
五
〇
〇
名
水
準
）
の
大
企
業
に
成
長
さ
せ
た
。
Ｃ
ニ
ァ
ナ
ソ
ト
商
会
は
、
工
業
化
学
者
Ｃ
ニ
ァ
ナ
ソ
ト

（
一
七
六
八
～
一
八
三
八
年
）
の
塩
素
含
有
漂
白
液
の
製
法
特
許
の
実
用
化
の
た
め
に
一
七
九
七
年
グ
ラ
ス
ゴ
ー
近
郊
で
設
立
さ
れ
た
。

同
商
会
は
、
九
九
年
以
降
セ
ソ
ト
・
ロ
ラ
ッ
ク
ス
に
広
い
工
場
敷
地
を
購
入
し
、
一
九
世
紀
初
期
に
は
主
と
し
て
晒
粉
の
製
造
に
集

中
し
て
い
た
が
、
一
八
一
八
年
に
ル
ブ
ラ
ン
法
を
採
用
し
て
以
来
ア
ル
カ
リ
や
ソ
ー
ダ
灰
の
製
造
に
も
乗
り
出
し
、
一
八
四
一
～
四

二
年
時
点
の
セ
ソ
ト
．
ロ
ラ
ッ
ク
ス
エ
場
は
敷
地
一
〇
〇
エ
ー
カ
ー
以
上
・
床
面
積
二
五
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
・
労
働
者
一
〇
〇
〇
名

以
上
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
化
学
工
場
と
み
な
さ
れ
た
。
一
八
五
〇
年
の
晒
粉
生
産
量
五
七
一
九
ト
ソ
、
各
種
ア
ル
ヵ
リ
一
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万
ト
ソ
以
上
に
達
し
て
い
た
。
し
か
も
、
他
方
で
、
テ
ナ
ソ
ト
商
会
は
、
当
時
と
し
て
は
例
外
的
な
支
店
・
出
張
所
・
地
方
代
理
店

と
い
う
直
販
制
度
を
採
用
し
、
ま
た
、
三
〇
～
四
〇
年
代
に
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ダ
ル
、
ミ
ュ
ァ
、
カ
ー
ヌ
ス
テ
ィ
や
レ
ソ
フ
リ
ー
に

工
場
買
収
・
新
工
場
建
設
を
行
な
い
、
全
国
的
な
化
学
工
業
企
業
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
テ
ナ
ソ
ト
商
会
が
、
一
八
六
五
年
、
タ
イ

ソ
河
畔
に
ヘ
ッ
ブ
バ
ー
ソ
エ
場
を
建
設
し
、
数
年
後
に
ル
ブ
ラ
ソ
法
一
貫
プ
ラ
ソ
ト
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
工
場
は
七
〇
年

代
末
に
は
敷
地
三
〇
エ
ー
カ
ー
、
従
業
員
一
〇
〇
〇
名
、
年
生
産
高
（
主
と
し
て
ソ
ー
ダ
と
晒
粉
）
一
万
八
千
ト
ソ
、
年
間
原
料
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
０
）

量
は
石
炭
五
万
五
千
ト
ソ
、
食
塩
一
万
五
千
ト
ソ
、
石
灰
石
二
万
七
千
ト
ソ
に
達
す
る
大
工
場
に
な
っ
て
い
た
。

　
一
八
七
〇
年
代
末
に
は
、
ル
ブ
ラ
ソ
法
と
ア
ソ
モ
ニ
ァ
・
ソ
ー
ダ
法
の
生
産
費
を
め
ぐ
る
競
争
上
の
格
差
が
明
白
に
な
り
、
ル
ブ

ラ
ソ
法
に
よ
る
ア
ル
カ
リ
製
造
企
業
は
ソ
ー
ダ
に
関
し
て
損
失
を
こ
う
む
る
よ
う
に
な
り
、
晒
粉
の
生
産
増
加
で
こ
れ
に
対
処
し
よ

　
　
　
（
５
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

う
と
し
た
、
と
い
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
八
○
年
代
に
は
タ
イ
ソ
河
畔
化
学
工
業
の
競
争
上
の
地
位
は
侵
食
さ
れ
、
し
か
も
基
本
的

な
製
法
転
換
の
た
め
に
要
す
る
彪
大
な
投
資
額
は
ル
ブ
ラ
ソ
法
企
業
家
に
ま
さ
に
か
か
る
転
換
を
嬢
路
さ
せ
、
ま
た
は
困
難
に
し
た
。

タ
イ
ソ
河
畔
化
学
工
業
は
、
国
内
の
効
率
的
な
競
争
者
の
み
な
ら
ず
、
主
要
市
場
で
あ
る
大
陸
市
場
で
と
く
に
ド
イ
ツ
化
学
工
業
の

隆
盛
に
よ
り
全
く
み
じ
め
な
結
果
に
陥
っ
た
。
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
・
ケ
ミ
カ
ル
商
会
は
、
八
一
～
八
九
年
に
無
配
に
陥
り
、
八
○
年
、

八
四
年
と
二
度
に
わ
た
っ
て
減
資
し
っ
っ
、
活
路
の
一
っ
を
八
五
年
一
〇
月
の
ミ
ド
ル
ズ
ブ
ラ
の
塩
水
田
吸
上
げ
ポ
ソ
プ
場
開
設
に

見
い
出
そ
う
と
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ソ
ス
ソ
は
、
八
五
年
に
自
己
の
化
学
工
業
事
業
を
新
し
い
有
限
会
杜
に
再
組
織
し
っ
つ
、
翌
八

六
年
に
テ
ナ
ソ
ト
商
会
と
共
同
し
て
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
の
ヘ
イ
バ
ー
ト
ソ
・
ヒ
ル
の
広
大
か
つ
豊
富
な
塩
水
泉
鉱
区
採
掘
権
を
獲
得
し

た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
化
学
工
業
の
中
心
地
帯
が
タ
ィ
ソ
河
畔
か
ら
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
に
移
動
す
る
過
程
で
あ

っ
た
。
八
○
年
代
末
に
は
、
タ
イ
ソ
河
畔
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
ル
ブ
ラ
ソ
法
ソ
ー
ダ
製
造
業
者
の
企
業
合
同
１
１
化
学
工
業
の
一
大



合
理
化
が
企
図
さ
れ
る
に
至
り
、
一
八
九
〇
年
一
一
月
、
タ
イ
ソ
河
畔
九
工
場
を
含
む
四
八
杜
（
四
五
杜
が
化
学
工
場
）
を
合
同
し
た
、

資
本
金
七
二
〇
万
ポ
ソ
ド
の
世
界
最
大
の
化
学
工
業
企
業
１
ー
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
ル
カ
リ
杜
（
略
称
Ｕ
・
Ａ
・
Ｃ
で
１
・
Ｃ
・
１
〔
一
九

二
六
年
設
立
〕
の
前
身
）
が
設
立
さ
れ
た
。
同
杜
の
推
定
年
間
生
産
高
は
、
硫
酸
七
〇
万
ト
ソ
、
晒
粉
一
五
万
ト
ソ
、
苛
性
ソ
ー
ダ
一

八
万
ト
ソ
、
結
晶
ソ
ー
ダ
・
ソ
ー
ダ
灰
・
重
炭
酸
ソ
ー
ダ
ニ
八
万
ト
ソ
で
あ
り
、
従
業
員
は
一
万
二
千
名
、
化
学
者
五
〇
名
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
　
　
　
　
■
　
　
■
　
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
　
■
　
　
■
　
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
　
．
　
　
・
　
　
　
・
　
　
●

た
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
ル
カ
リ
杜
は
、
経
営
合
理
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
一
九
〇
〇
年
に
タ
イ
ソ
河
畔
の
多
数
の
老
廃
化
し
た

非
効
率
な
工
場
を
閉
鎖
し
た
。
こ
う
し
て
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
域
内
化
学
工
業
に
お
げ
る
タ
イ
ソ
河
畔
の
地
位
は
第
一
次
大
戦

前
に
相
対
的
に
と
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
な
り
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
ユ
ナ
ィ
テ
ッ
ド
・
ア
ル
ヵ
リ
杜
の
経
営
政
策
と
関
連
し
て
テ
ィ
ー

・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
（
５
２
）

ズ
河
畔
が
中
心
地
帯
と
Ｌ
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　
化
学
工
業
の
関
連
工
業
の
一
つ
で
あ
る
石
鹸
工
業
は
、
一
九
世
紀
末
ま
で
ゆ
る
や
か
な
成
長
を
続
げ
、
世
紀
末
に
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
に
家
庭
用
．
工
業
用
の
両
方
を
製
造
す
る
石
鹸
大
企
業
と
し
て
テ
ィ
ラ
ー
痛
会
と
ヘ
ッ
ド
リ
ィ
商
会
と
が
品
質
と
広
告
宣
伝
を
め

ぐ
っ
て
熾
烈
な
競
争
を
展
開
し
た
。
製
紙
工
業
は
一
八
六
二
年
に
一
二
工
場
が
年
産
約
八
○
○
○
ト
ソ
の
各
種
紙
製
品
を
製
造
し
て

い
た
が
、
六
〇
年
代
に
重
大
な
技
術
転
換
を
経
験
し
た
。
す
な
わ
ち
、
主
原
料
と
し
て
の
ぽ
ろ
か
ら
ス
ベ
ィ
ソ
産
エ
ス
パ
ル
ト
草

（
ア
フ
リ
ヵ
は
ね
が
や
）
の
大
量
使
用
（
晒
粉
の
大
量
使
用
を
随
伴
）
へ
の
転
換
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
苛
性
ソ
ー
ダ
等
の
使
用
化
学
物

質
の
再
利
用
で
あ
る
。
六
四
年
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
近
郊
の
ヒ
ル
ト
ソ
に
建
設
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ド
エ
場
が
こ
の
た
め
に
世
界
で
初
め

て
っ
く
ら
れ
た
プ
ラ
ソ
ト
で
あ
り
、
翌
年
こ
の
地
域
に
一
・
八
万
ト
ソ
の
エ
ス
パ
ル
ト
が
輸
入
さ
れ
、
こ
の
工
場
は
半
世
紀
に
わ
た

っ
て
高
収
益
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
ウ
ィ
ァ
河
畔
に
雇
用
労
働
者
四
〇
〇
名
の
ヘ
ソ
ド
ソ
製
紙
工
場
等
が
あ
っ
た
が
、

域
内
製
紙
工
業
は
、
結
局
、
小
地
方
工
業
の
一
っ
に
と
ど
ま
っ
た
。
陶
器
工
業
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
約
三
〇
〇
〇
名
の
就
業
者
を

　
　
　
北
東
イ
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グ
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分
析
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擁
し
て
い
た
。
だ
が
、
自
由
貿
易
体
制
確
立
下
で
の
安
価
な
外
国
産
陶
器
の
大
量
輸
入
に
直
面
し
て
、
相
対
的
に
高
い
賃
金
費
用
を

要
す
る
域
内
陶
器
工
業
は
、
八
○
年
代
に
輸
出
市
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
九
〇
年
代
に
は
国
内
の
他
地
方
の
陶
器
工
業
と
の
競
争
に

も
敗
退
し
て
、
世
紀
の
交
に
ー
は
大
量
倒
産
に
よ
り
破
局
的
衰
退
を
経
験
し
た
。
ガ
ラ
ス
エ
業
も
、
陶
器
工
業
と
ほ
ほ
同
じ
よ
う
な
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ウ
ソ

命
を
辿
っ
た
。
一
八
六
〇
年
代
に
吹
き
フ
リ
ソ
ト
・
ガ
ラ
ス
エ
場
に
は
ガ
ラ
ス
吹
き
１
１
熟
練
職
人
労
働
者
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
．
シ
ッ
プ

組
合
が
存
在
し
、
か
た
り
の
賃
金
水
準
を
維
持
し
て
い
た
中
で
、
は
る
か
に
安
価
た
機
械
化
生
産
に
よ
る
圧
搾
ガ
ラ
ス
製
品
と
の
競

争
に
直
面
し
て
手
工
業
的
な
ガ
ラ
ス
製
造
法
は
急
速
た
衰
退
を
余
儀
た
く
さ
れ
た
。
板
ガ
ラ
ス
業
界
で
は
一
八
四
一
年
に
生
産
割
当

協
定
１
ー
カ
ル
テ
ル
が
形
成
さ
れ
、
前
節
で
言
及
し
た
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
の
ハ
ー
ト
レ
イ
商
会
は
域
外
の
チ
ャ
ソ
ス
、
ピ
ル
キ
ソ
ト
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
ー
レ
ド

両
商
会
と
並
ん
で
三
羽
烏
と
よ
ば
れ
、
し
か
も
そ
の
中
で
四
七
年
の
圧
延
板
ガ
ラ
ス
の
発
明
に
よ
り
六
〇
年
代
ま
で
そ
の
地
位
を
強

化
し
さ
え
し
た
。
し
か
し
、
六
〇
年
代
末
以
来
の
安
価
な
ベ
ル
ギ
ー
産
板
ガ
ラ
ス
の
輸
入
増
大
が
こ
の
安
定
し
た
板
ガ
ラ
ス
．
カ
ル

テ
ル
を
掻
乱
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
ピ
ル
キ
ソ
ト
ソ
商
会
等
が
技
術
改
良
な
ど
で
先
手
を
と
り
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
．
ガ
ラ
ス

エ
業
は
し
だ
い
に
侵
食
さ
れ
、
一
八
九
六
年
の
ハ
ー
ト
レ
ィ
商
会
を
含
め
て
世
紀
末
ま
で
に
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
だ
げ
で
八
企
業
が
倒

産
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
ト
レ
イ
商
会
と
た
ら
ぶ
巨
大
ガ
ラ
ス
製
造
企
業
で
あ
る
サ
ウ
ス
・
シ
ー
ル
ズ
の
ス
ウ
ィ
ソ
バ
ー
ソ
商
会
は
、

一
八
六
八
年
に
タ
イ
ソ
板
ガ
ラ
ス
会
杜
と
な
っ
た
が
、
九
一
年
に
倒
産
し
た
。
か
く
し
て
、
域
内
ガ
ラ
ス
エ
業
は
、
世
紀
末
に
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
３
，
）

消
減
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
域
内
各
地
に
散
在
す
る
に
す
ぎ
た
く
な
っ
た
。

（
４
９
）

（
５
０
）

（
５
１
）

ハ
ー
バ
ー
、
前
掲
訳
書
、

前
掲
訳
書
、
二
〇
１
四
、

ハ
ー
バ
ー
、
前
掲
訳
書
、

一
三
五
頁
。

三
三
、
七
六
－
七
、
七
九
－
八
一

一
二
二
－
六
、
一
四
〇
１
四
頁
、

、
二
一
八
－
九
頁
、

参
照
。

竃
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
｛
１
＞
♂
、
き
向
ｑ
急
婁
屯
ｑ
§
ト

り
り
．
崖
◎
１
Ｈ
．



（
５
２
）

（
５
３
）

　
前
掲
訳
書
、
ニ
ハ
九
－
一
八
八
、
二
一
八
－
二
二
二
、
二
五
一
－
七
頁
、
冒
ｏ
ｏ
◎
＆
一
き
、
§
寒
乏
肉
ミ
屯
§
ト
暑
．
崖
－

尋
但
§
§
～
ぎ
き
尋
ミ
ぎ
ぎ
き
ｏ
』
り
一
宛
ｏ
ミ
９
ｇ
ベ
ミ
や
Ｈ
ｏ
。
一
｝
昌
。
。
９
忌
べ
き
ｏ
・
お
・

　
竃
ｏ
ｏ
ｏ
己
一
き
、
事
向
§
汁
事
魁
§
ト
署
．
崖
Ｈ
－
ｏ
。
一
｝
◎
易
９
忌
べ
～
ご
り
．
鼻
　
ハ
ー
バ
ー
、
前
掲
訳
書
、
七
六
－
七
、
一

頁
、
参
照
。

Ｎ
８
一
ｑ
９

三
六
－
七

　
（
５
）
　
眉
炭
鉱
業
　
　
一
九
世
紀
第
３
・
Ｖ
半
期
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
鉱
業
は
史
上
最
高
の
成
長
期
で
あ
っ
た
、

と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
げ
、
こ
の
節
の
冒
頭
で
指
摘
し
た
、
第
一
次
経
済
拡
張
期
の
第
二
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
一
八
五
一
～
七
一
年
の

石
炭
需
要
は
極
端
な
高
水
準
と
た
り
、
産
炭
量
は
前
掲
第
６
表
が
示
す
よ
う
に
、
一
〇
五
〇
万
ト
ソ
か
ら
二
九
二
〇
万
ト
ソ
ヘ
と
約

三
倍
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、
域
内
鉄
鋼
業
（
就
中
、
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
）
の
ダ
ラ
ム
西
部
埋
蔵
の
コ
ー
ク
ス
炭
へ
の
彪
大
な

需
要
増
加
（
五
〇
年
代
初
頭
の
約
六
〇
万
ト
ソ
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
は
一
〇
倍
の
約
六
〇
〇
万
ト
ソ
に
達
し
た
と
推
定
さ
れ
る
）
が
あ
り
、
他

方
で
は
、
蒸
気
船
用
バ
ソ
ヵ
－
炭
を
含
む
各
種
産
業
１
ー
エ
ソ
ジ
ソ
用
の
ス
チ
ー
ム
炭
の
需
要
が
一
貫
し
て
増
加
し
続
げ
た
か
ら
で
あ

る
。　

こ
の
時
期
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
田
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
最
も
古
く
か
ら
開
発
さ
れ
た
伝
統
的
炭
田
に
も
拘
ら
ず
、
産
炭

量
の
増
加
率
で
全
国
平
均
を
や
や
上
回
り
、
一
八
七
〇
年
の
世
界
の
石
炭
総
生
産
量
二
億
一
〇
〇
〇
万
ト
ソ
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
が
約

半
分
の
一
億
一
〇
四
〇
万
ト
ソ
を
占
め
る
中
で
、
約
二
五
劣
の
二
七
六
〇
万
ト
ソ
に
達
し
て
い
た
。
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
多
く
の

炭
田
で
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
は
な
お
季
節
的
変
動
を
う
げ
て
完
全
な
年
問
就
労
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
世
紀
第
３
・
Ｖ
半
期
に
は
事

情
が
一
変
し
、
い
わ
ゆ
る
処
女
炭
賦
存
地
帯
で
あ
る
ケ
ソ
ト
、
サ
ウ
ス
・
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
イ
ー
ス
ト
・
、
・
・
ツ
ド
ラ
ソ
ド
を
除
き
、

石
炭
鉱
業
は
成
熟
期
に
到
達
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
七
〇
年
代
初
頭
の
ブ
ー
ム
は
石
炭
価
格
を
異
常
に
吊
り
上
げ
た
。
七
一
年
に
１
全

　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
（
一
二
…
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
（
一
二
一
四
）

国
平
均
の
甲
板
渡
し
（
Ｆ
・
Ｏ
・
Ｂ
）
輸
出
価
格
は
過
去
半
世
紀
最
高
に
近
い
ト
ソ
当
り
九
シ
リ
ソ
グ
八
ペ
ソ
ス
、
七
二
年
に
一
五
シ

リ
ソ
グ
六
ペ
ン
ス
、
石
炭
大
払
底
時
の
七
三
年
に
は
二
〇
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
（
一
八
五
四
～
一
九
；
一
年
の
最
高
価
格
）
へ
と
暴
騰
し

（
５
４
）

た
。　

イ
ギ
リ
ス
石
炭
鉱
業
は
、
一
八
七
三
～
九
六
年
の
「
一
九
世
紀
末
大
不
況
」
期
に
石
炭
不
況
を
七
三
～
七
九
年
、
八
六
～
八
八
年

お
よ
び
九
二
～
九
六
年
の
三
回
経
験
し
た
が
、
こ
の
時
期
全
体
と
し
て
み
て
も
、
一
九
世
紀
第
３
・
Ｖ
半
期
と
比
べ
て
、
停
滞
期
で

あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
は
七
〇
年
代
中
葉
に
年
産
一
億
三
千
万
ト
ソ
水
準
に
到
達
し
て
い
た
が
、
九
〇
年
代
中
葉
で
約
四
〇
％

増
の
一
億
八
千
万
ト
ソ
水
準
に
と
ど
ま
り
、
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
三
一
〇
〇
～
三
二
〇
〇
万
ト
ソ
か
ら
約
三
〇
劣
増
の
四
〇
〇

〇
～
四
一
〇
〇
万
ト
ソ
水
準
に
達
し
た
に
す
ぎ
た
か
っ
た
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
一
九
三
八
年
ま
で
全
国
最
大
の
炭
田
で
は
あ

る
が
、
最
も
古
い
炭
田
と
し
て
一
八
七
〇
年
代
中
葉
以
降
そ
の
比
重
を
ほ
ぽ
一
貫
し
て
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

拘
ら
ず
、
石
炭
鉱
業
は
、
北
東
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
産
業
（
構
造
）
史
に
と
っ
て
最
も
重
要
た
産
業
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
八
九
七

■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
○
　
　
　
　
●

年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
未
曽
有
の
繁
栄
期
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
田
に
就
業
す

る
坑
夫
数
は
、
一
八
五
一
年
の
四
万
一
〇
〇
〇
名
（
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
一
万
一
〇
〇
〇
名
１
１
総
就
業
人
口
の
八
・
六
％
、
ダ
ラ
ム
三
万
名
１
－

同
一
五
％
強
）
か
ら
一
九
〇
一
年
の
二
二
万
七
千
名
（
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
三
万
七
千
名
１
１
同
前
一
五
％
、
ダ
ラ
ム
一
〇
万
名
Ｈ
同
二
三
％
）

に
な
り
、
さ
ら
に
一
九
一
一
年
に
は
二
〇
万
六
千
名
（
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ
ソ
ド
五
万
四
千
名
１
１
同
約
二
〇
％
、
ダ
ラ
ム
一
五
万
二
千
名
Ｈ
同
三
〇

％
弱
）
と
な
り
、
就
業
人
口
に
占
め
る
坑
夫
比
率
は
全
国
に
例
を
見
た
い
異
常
た
高
水
準
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
産

炭
量
も
一
八
五
〇
年
の
一
〇
五
〇
万
ト
ソ
か
ら
一
九
一
一
年
に
は
約
五
・
四
倍
の
五
六
四
〇
万
ト
ソ
（
全
国
二
億
七
一
九
〇
万
ト
ソ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
５
）

約
二
〇
％
）
に
増
大
し
た
。



　
”
バ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
〃
体
制
下
で
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
八
○
年
代
を
境
に
し
て
”
世
界
の
工
場
〃
か
ら
後
退
し
、
代
わ
っ
て

”
世
界
の
銀
行
〃
（
ロ
ソ
ド
ソ
・
シ
テ
ィ
）
と
し
て
”
多
角
的
貿
易
・
為
替
決
済
機
構
〃
（
１
－
国
際
的
資
金
循
環
機
構
）
の
中
枢
機
能
の
役

割
を
強
化
し
さ
え
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
石
炭
輸
出
貿
易
は
特
筆
す
べ
き
役
割
を
果
し
た
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
全
体
の

石
炭
輸
出
の
推
移
を
み
よ
う
。
　
一
九
世
紀
第
３
・
Ｍ
半
期
ま
で
の
石
炭
輸
出
は
産
炭
量
の
一
〇
％
水
準
（
六
〇
年
Ｈ
七
〇
五
万
ト
ソ
、

六
五
年
Ｈ
八
八
六
万
ト
ソ
、
七
〇
年
１
１
一
一
ニ
ハ
万
ト
ソ
、
七
五
年
１
１
二
二
九
八
万
ト
ソ
）
で
イ
ギ
リ
ス
輸
出
総
額
の
二
～
三
％
を
占
め
る
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
八
○
年
代
以
降
、
両
者
と
も
急
増
し
た
。
す
な
わ
ち
、
対
産
炭
量
輸
出
比
率
（
バ
ソ
カ
ー
炭
を
除
く
）
は
、

五
年
移
動
年
平
均
に
よ
れ
ば
、
　
一
八
八
○
１
八
四
年
１
１
一
二
・
九
劣
（
一
億
五
六
四
四
万
ト
ソ
中
二
〇
二
一
万
ト
ソ
）
、
八
五
－
八
九
年

１
１
一
四
・
七
％
（
一
億
六
五
ニ
ハ
万
ト
ソ
中
二
四
二
四
万
ト
ソ
）
、
九
〇
１
九
四
年
１
１
一
六
・
三
％
（
一
億
八
〇
三
〇
万
ト
ソ
中
二
九
三
五
万

ト
ソ
）
、
九
五
－
九
九
年
１
１
一
七
・
五
％
（
二
億
一
八
八
万
ト
ソ
中
三
五
二
五
万
ト
ソ
）
、
　
一
九
〇
〇
－
〇
四
年
１
１
一
九
・
四
％
（
二
億
二

六
八
○
万
ト
ソ
中
四
四
〇
七
万
ト
ソ
）
、
一
九
〇
五
－
〇
九
年
１
－
二
二
・
八
％
（
二
億
五
六
〇
六
万
ト
ソ
中
五
八
四
六
万
ト
ソ
）
、
一
九
二
二
年
に

は
二
五
・
五
％
（
二
億
八
七
四
〇
万
ト
ソ
中
七
三
四
〇
万
ト
ソ
〔
バ
ソ
ヵ
－
炭
込
で
九
八
三
〇
万
ト
ソ
ー
１
三
四
．
三
％
〕
）
と
な
り
、
一
貫
し
て

増
大
し
続
げ
た
。
こ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
輸
出
総
額
に
占
め
る
比
重
も
、
八
○
年
代
１
１
五
％
、
九
〇
年
代
１
１
七
劣
、
一
九
〇
〇
年
代

お
よ
び
一
九
一
〇
年
代
に
は
一
〇
％
に
達
し
た
。
さ
ら
に
、
一
層
重
要
な
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
輸
出
貿
易
に
お
い
て
世
紀
末
か
ら
第

一
次
大
戦
に
か
げ
て
、
な
お
圧
倒
的
比
重
を
占
め
る
綿
製
品
を
中
心
と
し
た
繊
維
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
鉄
鋼
製
品
等
に
伍
し
て
、
石

炭
輸
出
は
第
三
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
繊
維
輸
出
か
ら
繊
維
原
料
・
製
品
輸
入
を
控
除
し
、
同
様
に
鉄
鋼
製
品
等
輸
出

か
ら
鉄
鉱
石
・
鉄
鋼
製
品
等
輸
入
を
控
除
し
た
純
貿
易
差
額
（
貿
易
収
支
上
は
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
）
を
算
出
し
て
み
る
と
、
輸
入
が

皆
無
に
等
し
い
石
炭
の
純
貿
易
差
額
は
鉄
鋼
製
品
等
を
は
る
か
に
凌
駕
し
、
繊
維
の
純
貿
易
差
額
を
も
追
い
抜
い
て
い
た
こ
と
で
あ

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
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七
（
二
二
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）

二
二
八
（
一
一
二
六
）

（
５
６
）

る
。　

本
稿
で
重
要
な
の
は
、
か
か
る
石
炭
輸
出
の
急
増
を
支
え
た
の
が
、
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
炭
田
と
並
ん
で
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ

ド
炭
田
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
両
炭
田
は
、
第
一
次
大
戦
前
、
石
炭
の
海
上
輸
送
（
石
炭
輸
送
の
最
も
安
価
な
手
段
）
と
い
う
地
理

的
位
置
の
便
益
の
巨
大
な
優
位
性
の
故
に
、
輸
出
市
場
で
ド
イ
ツ
Ｈ
ル
ー
ル
炭
田
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
１
－
東
部
ア
パ
ラ
チ
ア
大

炭
田
．
イ
リ
ノ
イ
ー
ー
イ
ソ
デ
ィ
ァ
ナ
中
央
炭
田
に
対
し
て
強
固
な
地
位
を
維
持
し
た
。
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
炭
田
は
主
と
し
て
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
７
）
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
…
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．

欧
お
よ
び
ラ
テ
ソ
．
ア
メ
リ
カ
を
主
要
輸
出
市
場
と
し
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
田
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
北
ヨ
ー
回
ツ
バ
一
辺
倒

か
ら
一
八
八
○
年
代
以
降
広
域
化
し
て
仏
・
独
・
伊
・
ス
カ
ソ
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
お
よ
び
ス
ベ
イ
ソ
・
露
向
げ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

体
を
主
要
輸
出
市
場
と
し
た
。
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
を
中
心
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
炭
の
ヨ
ー
回
ヅ
バ
市
場
の
競
争
相
手
は
い
う
ま
で

も
な
く
ル
ー
ル
炭
で
あ
る
が
、
一
九
二
二
年
に
、
仏
・
露
で
イ
ギ
リ
ス
炭
は
ド
イ
ツ
の
三
倍
、
伊
や
ス
カ
ソ
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で

も
優
勢
を
維
持
し
た
。
ル
ー
ル
炭
が
イ
ギ
リ
ス
炭
と
有
利
、
又
は
対
等
に
競
争
で
き
た
の
は
、
直
接
の
周
辺
地
域
で
あ
る
ネ
ザ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）

ソ
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ー
ー
ハ
ソ
ガ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
対
産
炭
量
輸
出
比
率
は
、
手
元
の
資
料
で
は
時
系
列
的
に
十
分
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
次

の
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
　
一
八
五
〇
年
代
の
年
平
均
産
炭
量
１
１
約
一
五
〇
〇
万
ト
ソ
に
対
し
て
輸
出
量
１
－
三
二
万
ト
ソ
（
輸
出
比

率
二
一
％
水
準
）
、
六
〇
年
代
は
二
三
六
九
万
ト
ソ
に
対
し
て
四
六
八
万
ト
ー
ソ
（
同
二
〇
％
弱
）
と
な
り
、
鉄
鋼
業
等
の
域
内
産
業
の
急

成
長
を
反
映
し
て
、
産
炭
量
の
急
増
に
も
拘
ら
ず
輸
出
比
率
は
や
や
低
下
気
味
で
あ
る
。
以
下
、
主
要
輸
出
港
の
あ
る
タ
ィ
ソ
河
畔

（
ニ
ュ
ー
ヵ
ヅ
ス
ル
、
ノ
ー
ス
．
シ
ー
ル
ズ
お
よ
び
サ
ゥ
ス
．
シ
ー
ル
ズ
）
に
関
し
て
説
明
す
る
。
タ
ィ
ソ
か
ら
の
一
八
五
〇
年
の
輸
出
量

は
約
二
二
〇
万
ト
ソ
で
総
船
積
量
（
国
内
．
輸
出
向
合
計
）
の
約
三
四
％
、
六
〇
年
は
約
二
二
七
万
ト
ソ
で
約
四
九
％
、
八
八
年
に
は



総
船
積
量
一
〇
〇
〇
万
ト
ソ
の
う
ち
輸
出
量
六
三
〇
万
ト
ソ
（
１
１
六
三
％
）
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
年
平
均
総
船
積
量
一
七
〇
〇
万
ト

ソ
に
対
し
て
輸
出
比
率
は
三
分
の
二
を
越
え
て
い
た
。
輸
出
量
の
半
分
は
仏
・
独
・
伊
三
国
向
げ
で
あ
り
、
ス
ヵ
ソ
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア

諸
国
が
こ
れ
に
次
ぐ
大
市
場
で
あ
り
、
さ
ら
に
ス
ベ
イ
ソ
・
露
向
け
（
一
九
世
紀
末
に
時
六
其
々
一
〇
％
に
・
達
し
た
）
が
続
い
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
バ
以
外
の
輸
出
量
は
と
る
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
国
内
沿
岸
市
場
向
船
積
量
で
は
ロ
ソ
ド
ソ
が
抜
き
ん
出
た
位
置
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
９
）

一
八
七
〇
年
代
に
そ
の
約
六
〇
％
を
依
存
し
て
い
た
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
約
八
○
劣
に
も
増
大
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
第
一
次
大
戦
に
至
る
時
期
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
田
の
産
炭
量
の
急
増
は
、
優
良
炭

層
、
特
に
、
ダ
ラ
ム
炭
田
西
部
の
豊
富
な
硬
質
の
厚
炭
層
１
ー
コ
ー
ク
ス
用
粘
結
炭
に
．
枯
渇
の
徴
戻
を
結
果
さ
せ
、
一
八
八
○
年
代
を

ピ
ー
ク
と
し
て
、
他
の
諾
要
因
（
労
働
日
短
縮
傾
向
〔
そ
の
頂
点
と
し
て
の
「
一
九
〇
八
年
鉱
山
八
時
間
法
」
〕
、
欠
勤
率
増
加
傾
向
や
技
術
改

良
と
く
に
採
炭
機
械
化
の
全
く
の
停
滞
〔
一
九
一
三
年
に
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
＆
ウ
ェ
ー
ル
ズ
平
均
普
及
率
六
．
二
％
〕
等
）
と
も
絡
み
合
い
つ
つ
、

労
働
生
産
性
は
傾
向
的
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
一
八
八
四
～
八
八
年
に
ダ
ラ
ム
炭
田
の
坑
夫
（
坑
内
外
を
含
む
）
一
人
当
り
年
間
採
炭

量
三
七
一
ト
ソ
（
採
炭
夫
一
シ
フ
ト
当
り
三
・
九
九
ト
ソ
）
で
全
国
最
高
を
誇
っ
て
い
た
が
、
一
九
〇
九
～
二
二
年
に
は
二
五
八
ト
ソ

（
一
九
〇
八
年
法
施
行
直
前
の
一
九
〇
三
１
０
七
年
の
採
炭
夫
一
ツ
フ
ト
当
り
三
・
四
一
ト
ソ
）
と
た
り
、
ほ
ぼ
全
国
平
均
水
準
（
一
九
〇
八

～
；
一
年
Ｈ
二
五
七
ト
ソ
）
ま
で
低
下
し
た
。
こ
の
労
働
生
産
性
水
準
は
、
ド
イ
ツ
の
そ
れ
に
ー
ほ
ぼ
一
致
し
、
合
衆
国
の
五
七
％
（
無

煙
炭
）
～
三
七
％
（
涯
青
炭
）
の
水
準
に
あ
っ
た
。
か
か
る
事
実
は
、
石
油
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
予
兆
と
と
も
に
、
世
紀
末
か

ら
第
一
次
大
戦
に
か
け
て
繁
栄
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
石
炭
鉱
業
と
と
も
に
、
就
業
人
口
の
中
で
異
常
な
高
水
準
を
占
め
た

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
鉱
業
が
第
一
次
大
戦
後
に
経
験
す
る
深
刻
た
慢
性
的
１
１
構
造
的
不
況
の
も
つ
地
域
的
意
味
を
示
唆
す
る
も

　
　
　
　
（
６
０
）

の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
一
八
五
〇
年
～
第
一
次
大
戦
の
大
炭
鉱
主
又
は
大
炭
坑
会
杜
と
し
て
、
ダ
ラ
ム
伯
（
一
八
七
三
年
に
・
二
戻

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
（
一
二
一
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
（
一
一
二
八
）

坑
を
経
営
し
て
三
八
万
ポ
ソ
ド
の
利
潤
を
挙
げ
、
九
六
年
に
二
四
炭
坑
を
す
べ
て
売
却
し
た
が
、
一
九
一
八
年
の
鉱
区
賃
貸
収
入
八
万
二
四
五
〇
ポ

ソ
ド
）
、
回
ソ
ド
ソ
デ
リ
ー
侯
（
一
八
五
三
年
に
二
炭
坑
経
営
、
七
一
年
に
七
次
坑
、
一
九
一
九
年
に
三
炭
坑
１
１
坑
夫
七
千
名
）
、
Ｇ
一
エ
リ
オ

ツ
ト
、
ホ
ー
デ
ン
石
炭
会
杜
（
二
〇
世
紀
初
頭
に
年
産
一
五
〇
万
ト
ソ
で
最
高
時
の
坑
夫
八
七
五
〇
名
）
、
ア
シ
ン
ト
ソ
石
炭
会
杜
を
指
摘

　
　
　
　
（
６
１
）

し
て
お
こ
う
。

（
弘
）
　
く
ｏ
Ｏ
◎
『
♀
　
き
、
き
　
黒
ｏ
。
“
要
屯
ｓ
ミ
ト
　
Ｏ
・
一
］
１
心
…
　
目
◎
■
ｏ
ｏ
９
　
忌
一
、
ジ
　
Ｏ
Ｐ
Ｏ
ｏ
ｏ
ー
べ
…
ト
一
－
弓
凹
芭
◎
■
　
蔓
～
　
Ｏ
ｑ
ミ
　
ぎ
き
良
ミ
一
－
■
　
．
弓
｝
¢

　
　
Ｕ
・
至
・
寝
彗
；
｛
室
↓
肇
Ｈ
邑
易
身
彗
ｑ
句
§
官
Ｏ
・
昌
Ｏ
筆
ぎ
峯
岬
－
Ｈ
竃
．
筆
変
耳
Ｏ
．
声
≧
Ｏ
§
亭
Ｈ
萎
一
君
．
負

　
　
ト
・
。
二
９
卜
§
ミ
ぎ
ぎ
§
一
ｋ
§
～
冒
き
§
一
曇
§
一
妻
§
ぎ
ミ
一
ミ
§
ま
萎
§
一
§
雲
ミ
嚢
◎
－
§
ト
向
８
９
邑
。

　
　
雲
一
・
ｑ
雰
く
雲
一
茅
二
彗
一
曽
く
（
嚢
Ｈ
）
；
呂
・
。
－
さ
（
声
り
潟
葦
婁
Ｈ
俸
Ｈ
Ｈ
）
一
竃
葦
・
一
一
俸
Ｏ
§
９
魯
．
き
署
．
豪

　
　
ふ
．

（
５
５
）
　
峯
ｏ
Ｏ
◎
貝
き
、
き
向
邑
要
屯
§
ト
ｏ
Ｐ
Ｈ
員
Ｈ
阜
（
坑
夫
数
に
関
し
て
、
前
掲
第
６
表
と
の
差
異
の
理
由
は
、
ハ
ウ
ス
は
鉱
業
統

　
　
計
ミ
｝
§
ミ
吻
ミ
室
雲
を
使
用
し
た
の
に
対
し
て
マ
ツ
コ
ー
ド
は
セ
ソ
サ
ス
を
参
照
し
た
か
ら
で
あ
る
）
一
Ｕ
．
－
肉
◎
ミ
９
０
Ｓ
§
ミ
、

　
§
ぎ
き
き
§
ミ
§
、
§
、
ｂ
ミ
§
オ
・
事
彗
雰
ざ
・
ざ
く
・
；
日
二
婁
；
二
Ｈ
Ｏ
占
一
↓
豊
・
■
掌
き
§
一
掌
、
ミ
良
ミ

　
　
君
・
§
１
０
。
一
く
岸
９
０
－
印
Ｏ
¢
彗
９
忌
べ
“
ゴ
り
Ｐ
Ｈ
５
Ｈ
Ｈ
Ｏ
◎
・
テ
イ
ラ
ー
等
に
よ
れ
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス
石
炭
鉱
業
の
投
下
資
本
年
平
均
純

　
　
利
潤
率
は
、
一
八
八
○
年
代
１
１
三
劣
（
約
三
二
五
万
ポ
ソ
ド
）
、
九
〇
年
代
１
１
五
劣
（
約
六
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
）
、
一
九
〇
〇
年
代
１
１
八
％
（
約

　
　
一
二
五
〇
万
ポ
ソ
ド
）
、
　
一
九
一
０
１
ニ
ニ
年
１
１
一
〇
％
で
あ
り
、
坑
夫
数
は
一
八
九
八
年
の
六
八
・
六
万
名
か
ら
一
九
二
二
年
に
は
四

　
　
二
万
名
増
の
一
一
〇
・
六
万
名
に
達
し
、
一
八
九
九
－
一
九
二
二
年
の
平
均
失
業
率
○
・
六
劣
と
い
う
完
全
雇
用
状
態
と
他
産
業
か
ら
の

　
　
未
経
験
坑
夫
の
大
量
流
入
を
現
出
さ
せ
、
ま
た
坑
夫
の
貨
幣
賃
金
も
一
八
八
○
年
代
と
比
べ
て
一
九
二
二
年
に
は
五
〇
％
増
加
し
て
お
り
、

　
　
就
中
、
採
炭
夫
賃
金
は
一
八
八
八
年
対
比
で
六
五
～
七
五
劣
増
と
い
う
高
水
準
に
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
中
で
も
最
高
賃
金
受

　
領
老
の
地
位
に
あ
っ
た
（
弓
堵
－
◎
■
ｇ
べ
芦
暑
・
ｏ
。
“
ト
ｏ
◎
一
ｇ
一
｛
９
ト
き
§
、
、
§
§
ミ
ｅ
喜
§
～
繧
§
§
５
な
§
一
ぎ
§
§
“
“
§
“
ミ

　
§
睾
ミ
§
９
ミ
ぎ
き
良
ミ
畠
９
－
畠
鼻
　
暑
．
竃
山
一
甲
｝
ぎ
９
↓
一
§
～
ミ
ぎ
葛
ー
ト
婁
昏
ミ
ミ
“
ざ
ミ
ぎ
葛
，
、
＆
ミ
き
§

　
県
Ｏ
、
～
Ｓ
“
向
こ
ざ
“
ミ
ー
的
ｃ
◎
り
－
．
Ｎ
り
．
Ｎ
ｇ
　
Ｈ
ｏ
ト
Ｐ
　
Ｐ
ｃ
ｏ
◎
ｏ
ｏ
　
〔
ト
Ｏ
Ｏ
¢
目
｝
－
Ｘ
一
◎
Ｏ
｝
Ｐ
Ｏ
け
¢
『
Ｈ
）
（
〕
）
。



（
５
６
）

（
５
７
）

（
５
８
）

（
５
９
）

（
６
０
）

（
６
１
）

　
弓
昌
－
◎
■
婁
～
Ｏ
§
Ｎ
峯
き
ユ
ミ
一
〇
〇
．
Ｏ
Ｏ
Ｐ
昌
一
峯
岸
Ｏ
｝
９
－
俸
－
Ｕ
墨
箏
９
忌
・
、
ご
Ｏ
り
・
Ｈ
旨
．
９
Ｈ
胃
・
畠
Ｏ
◎
１
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ポ
Ｏ
Ｏ
農
、
閉
・
マ
サ
イ

ア
ス
、
前
掲
訳
書
、
二
八
○
、
…
三
－
三
、
三
二
七
－
五
〇
、
四
三
四
、
四
七
九
（
第
１
６
表
）
頁
、
毛
利
健
三
『
自
由
貿
易
帝
国
主

義
』
東
大
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
三
二
一
－
一
八
頁
。

　
一
九
二
二
年
の
ラ
テ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
市
場
に
イ
ギ
リ
ス
は
合
衆
国
の
一
五
倍
の
石
炭
を
輸
出
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
点
ま
で
の
半
世

紀
に
亘
る
蒸
気
船
の
発
達
が
海
上
輸
送
費
を
半
分
以
下
に
し
、
と
く
に
－
遠
隔
地
港
向
げ
の
そ
の
減
少
は
一
層
大
き
く
、
合
衆
国
の
内
陸
炭

田
が
鉄
道
と
海
路
を
利
用
す
る
よ
り
も
、
ヵ
ー
デ
ィ
フ
↓
ブ
ェ
ノ
ス
・
ア
ィ
レ
ス
の
長
距
離
海
上
輸
送
の
方
が
安
く
っ
く
と
い
う
事
情
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
↓
芭
８
亭
ｏ
き
り
・
芦
）

　
弓
昌
－
◎
■
忌
べ
辛
一
〇
り
．
ｏ
ｏ
甲
ト
一
．

　
峯
ｏ
Ｏ
◎
『
ｑ
一
＞
♂
、
き
寒
乏
要
魁
ｓ
ミ
ト
　
り
Ｏ
．
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
…
　
完
魯
◎
ミ
　
県
　
き
～
　
Ｏ
◎
§
§
沖
吻
ぎ
§
～
；
　
§
◎
ぎ
訂
～
　
ざ
　
ぎ
Ｑ
ミ
｝
、
～
　
～
ミ
ざ
き
～
の
～
ｅ
“
、
亀
Ｎ

ミ
ミ
§
・
§
鳶
ざ
Ｏ
§
一
一
ミ
§
§
ミ
き
ミ
答
ミ
尋
Ｈ
（
・
・
ト
。
。
甲
ｅ
．
く
・
衰
く
目
；
呂
Ｎ
、
卜

弓
豊
・
■
忌
．
き
事
宇
べ
．
ｍ
◎
－
べ
〇
二
９
ト
き
ミ
ぎ
ミ
一
一
・
言
§
、
§
§
§
一
曇
§
一
ぎ
§
ぎ
ミ
ぎ
§
室
萎
Ｏ
§
一

ぎ
き
乏
ミ
一
　
』
ｃ
ｏ
｝
◎
１
１
Ｎ
ｏ
－
ト
　
り
Ｐ
ト
ｏ
ｏ
－
べ
〇
一
　
く
ｏ
Ｏ
◎
、
戸
　
き
、
§
　
寒
巳
。
“
　
向
ミ
迫
ｓ
ミ
斗
　
Ｏ
・
Ｈ
Ｈ
Ｎ
…
　
｝
ｏ
自
ｏ
ｏ
９
　
息
・
ｑ
キ
一
〇
・
ｏ
◎
べ
一
団
・
峯
ｏ
Ｏ
ｏ
↓
昌
一
〇
斤

俸
－
貝
婁
冒
彗
。
・
一
§
～
童
§
葛
§
～
§
向
雲
一
－
き
ミ
ｂ
今
Ｎ
Ｃ
・
３
１
嘗
９
黒
◎
昌
邑
Ｏ
｝
葬
Ｏ
｛
射
邑
署
一
Ｎ
邑
。
。
３

糸
Ｈ
一
Ｎ
（
Ｈ
ｏ
竃
）
一
り
Ｐ
Ｓ
甲
Ｏ
Ｏ
Ｏ
。
．

　
］
〈
［
ｏ
Ｏ
◎
Ｈ
｛
一
　
き
、
き
　
黒
迂
　
向
ミ
魁
ｓ
き
ト
　
　
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
Ｈ
ｏ
－
ゴ
　
　
ー
　
事
～
Ｈ
｛
一
　
卜
亀
ミ
～
　
Ｏ
§
ミ
～
葛
　
亀
ミ
、
　
ミ
～
ミ
ぎ
や
　
｛
■
。
■
ｐ
目
Ｐ
　
”
■
Ｐ
Ｈ
箏
Ｐ
自
ｏ
ｏ
ｇ
Ｋ
，
・

邑
匡
耳
Ｈ
．
ミ
胃
｛
印
内
．
…
一
。
・
冒
二
竃
；
Ｐ
雫
■
婁
べ
Ｎ
一
軍
・
。
ト
貫
貫
…
二
竃
・
豪
・

２
　
総
括
的
分
析

前
節
で
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
の
第
二
段
階
に
お
げ
る
主
要
産
業
分
析
を
試
み
た
の
で
、
こ
こ
で
本
稿
の
締
め
括
り
と

し
て
就
業
人
口
や
経
済
地
理
学
的
地
域
類
型
別
人
口
の
動
態
を
概
観
し
た
い
と
考
え
る
。

　
（
１
）
　
一
八
六
一
年
の
成
人
男
子
の
地
域
類
型
別
主
要
産
業
就
業
人
口
構
成
　
　
一
八
六
一
年
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
は
、
第
１
４

　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
（
一
二
一
九
）



）年
６
１

１
８（成構口人業就業産要主ｕ易型類域地の子男

立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
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・
第
六
号
）

域地全

計
、

』
／

％（

域地業工
●

市都ｖ
ホ

域地業鉱炭石皿

ＥＤＣＢＡ
＊＊

Ｃ＆ＢＡ

ず有

イ
地

一
ｎ
低

一
ド

ダ
　
ソソ

サ
ラ

　
流畔

河
下ソ

ー

イ
流

タ
上

下
ダ
地

・
び
台

中
及
部

河
田
西

ア
炭
北

イ
域
ム

ウ
流
ラ

ム
地

ラ
台

部

ダ
東

０Ｌ１

”
い３

４
．

１

”
Ｈ
“
ｕ

人
５

　
９
８

　
２
６

８１２５

８４６１

９６０５３

２０１２

５８７３

４７８１

０８９９

人
８

　
４
３

　
２

６８７

１
３

６９１１

９
１

１
・
一
　
ｎ
６

０５８２

人
０３

６

　
Ｌ

２
　
　
’
ｏ

４
　
２

０
　
　
（
Ｕ

８７３

人
８

　
３
７

５０２２

４
９

６１４１

５６８
０
　
　
０

６９４

人
０

　
９
８

１９６１

８２３

０７９４

５４３
０
　
　
０

３３０１

人
４

　
９
０

００４

７０２１

１５２２

１４６
４
　
　
１

８７５１

人
２

　
７
５

　
３

３
８

３
１

９２６７１

３
７

１
０

９１９２

人
５

５
５

３
４

１

０４３３

５１１
０
　
　
０

２
１

３

５
一

３１６６６８７７３７２５７１９０４５７４３９６８９６２２４４２６６０４

０

０
一

０１８９５５４２３８９３２５３８６３０７２２７１８９２６７６５４０９８８４５８９６

区
地
　
　
区

ド
　
　
地

ン
　
録

ラ
　
　
登

バ
　
　
の

ン
　
表

サ
　
　
原

　
　
は

ノ
　
　
区

部
　
地

中
　
　
地

＝
　
台

Ａ
　
　
部

の
　
西

域
　
北

地
　
　
ム
　
。

業
　
　
ラ
る

農
　
　
ダ
い

　
　
昌
て

村
　
　
Ｃ
つ

農
　
と
な

は
　
　
区
く

区
　
地
な

地
　
　
田
き

田
　
炭
で

炭
　
域
分

ド
　
流
区

ン
　
下
て

朽
な

ン
　
ア
に

サ
　
ィ
９

　
　
ウ
け

ノ
　
　
昌
Ｈ

＝
　
Ｂ
討

Ｄ
　
の
ｍ

の
。
域
ｎ

域
泌
地
．
山
・

地
し
業
射

業
て
鉱
此

讐
誰

石
含
　
侭

　
に
榊

ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
（
一
二
二
〇
）

表
に
よ
り
地
域
産
業
構
造
の
重
（
化
学
）
工
業
化
へ
の
転
換

途
上
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
第
１
４
表
の
欠
陥

は
主
要
産
業
が
第
丁
二
次
産
業
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

ば
か
り
で
な
く
、
重
工
業
化
の
進
展
度
の
重
要
指
標
の
一
つ

で
あ
る
（
造
船
を
除
く
）
機
械
工
業
が
摘
出
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
制
約
の
も
と
で
、
以
下
の
諸
点
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
全
体
に
つ
い
て
み
る

と
、
石
炭
鉱
業
が
突
出
し
た
位
置
に
あ
る
が
、
重
（
化
学
）
工

業
化
の
展
開
の
結
果
と
し
て
の
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
げ
る
異

常
と
思
え
る
水
準
（
一
九
〇
一
年
１
１
就
業
人
口
全
体
の
約
二
〇
％
、

一
一
年
１
１
同
、
約
二
八
％
）
と
比
べ
れ
ば
、
な
お
比
重
増
大
過

程
の
中
間
地
点
に
あ
る
。
第
二
に
、
一
方
で
、
地
域
類
型
と

し
て
の
ｍ
１
ｌ
石
炭
鉱
業
地
域
に
成
人
坑
夫
の
約
六
〇
％
（
二

万
九
六
九
名
）
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

産
業
の
地
域
類
型
的
集
中
が
確
認
で
き
る
が
、
他
方
で
、
な

お
こ
の
時
点
で
は
石
炭
鉱
業
の
旧
来
の
立
地
地
域
で
あ
る
１
Ｖ
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２
０（人成るげおにドンラグンイ東北表

１
４第

域地存併業農
●

業鉱１域地業農
●

村農１型類域地的学理地済総

ＢＡＤＢ

パ
ヴ
ド

　
ソリ

ク
ラ

　
谷

圏
渓

ソ
部

イ
南

脇

↓
北

ビ
ト

エ
　
ツ

チ
オ

一
ラ
岸

ノ
バ
沿

部
ソ
ド

北
サ
ソ

ソ
ド
谷

サ
ソ

ニ
フ

ノ
バ
渓

部
ゾ
一
ド

　
サ
ソ

　
一
ラ

中
ノ
バ

類分区地内域地小
ノ

人
４

　
６
７

　
２

Ｏ
　
　
（
）

０
　
　
０

９６５１

９６２

人
８

　
０
８

　
２

１
■
　
　
Ｏ

３６５

３４８！

１８２

６５１

人
０

　
７
０

Ｏ
　
　
Ｏ

６３２

８７８
Ｏ
　
　
Ｏ

人
７

　
３
３

　
１

０
　
　
０

９０１
０
　
　
０

０
　
　
０

人
８

　
２
８

　
３

５
４

ｕ

６５５

（
）
　
Ｏ

８６１

人
５

　
３
３

　
１

Ｏ
　
　
Ｏ

９０１
〇
　
　
一
」
Ｊ

Ｏ
　
　
Ｏ

人
６

　
１
９

　
［
０

７
　
　
ｎ
乙

０９６２

３
７

７１０１

ｕ

２１１

業
船
業
業
業
業
業
プ
業

　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
エ
　
　
　
ア

　
　
エ
鉱
　
　
　
山
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
ス
鉱
　
一
工

　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
学
炭
　
　
　
鉱
．

　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
〃

農
造
化
石
ガ
鉛
鉄
“
鉄

２１５４２３９４４１８１６４４１７７０４９４４１２７０９計
、

」
／

８０３９！２７９８４４３８２１３１７９１１５９１４８３９８１＋
一
ゴ
貢

合子男上以歳
２
０

血
し
　
　
し

ｍ
耐
　
致

ｙ
Ｎ
　
　
一

ｌ
ｆ
　
　
も

Ｐ
Ｏ
　
し

　
ＳＥ

け
　
ず

ｅ
．
ｎ
　
必

１
　
ｔ
　
　
　
デ
」

ａ
　
Ｓ
　
　
　
；

Ｍ
ｍ
　
類

ｆ
ｎ
　
分

Ｏ

　
．
１
０
　
　
の

。
。
批
　
区

血
鮒
　
地

比
．
９
－
　
各

肘
ｅ
　
　
内

．
蝸
Ｒ
　
域

Ｄ
吋
　
地

６
・
　
，
　
づ

ｅ
蝸
　
び

削
．
１
０
　
　
よ

乃
剛
　
お

（
ｕ
　
型

Ｏ
ｃ
ｃ
　
類

６
０
。
域

以
記
成
地

施
け
作
的

９
１
ｅ
て
学

１
ｍ
艶
し
理

肌
ｎ
計
地

ｆ
ｉ
集
済

～
“
り
経

．
“
拙
よ
の

久
　
）
文

０
　
Ｆ
Ｉ，

０
血
本

舶
蝸
１
ａ
び

。
・
ｅ
。
昭
よ

Ｈ
ｙ
Ｅ
お

　
０Ｗ

鶉
－
図

　
ｅ
　
ｔ

工
Ｖ
Ｓ
第

－
０
助
は
。

典
　
　
　
表
い

出
　
　
本
な

０
　
　
　
　

註

北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

１
１
都
市
・
工
業
地
域
に
お
け
る
か
た
り
の
比
重
（
約
二
八
劣
１
１

六
〇
六
〇
名
）
も
着
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
第

－
図
に
お
げ
る
１
１
皿
石
炭
鉱
業
地
域
の
Ｄ
１
ー
ノ
ー
サ
ソ
バ
ラ

ソ
ド
炭
田
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
独
立
し
た
地
域
類
型
を

形
成
せ
ず
、
１
１
１
農
村
・
農
業
地
域
の
Ａ
ｌ
ｌ
中
部
ノ
ー
サ
ソ

バ
ラ
ソ
ド
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
止
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
次
に
、
主
要
製
造
業
は
Ｗ
１
１
都
市
・
工
業
地
域
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
重
（
化
学
）
工
業
（
石
炭
・

鉄
鉱
山
業
、
造
船
・
化
学
・
鉄
工
業
〔
機
械
工
業
は
不
詳
〕
）
化
率

は
二
二
％
（
機
械
工
業
を
含
め
れ
ぽ
二
五
～
二
七
％
に
た
る
と
推

測
さ
れ
る
）
で
あ
り
、
し
か
も
Ｗ
・
Ｅ
ｌ
ー
テ
ィ
ー
ズ
河
畔
の

新
興
鉄
鋼
業
を
は
じ
め
と
し
た
重
（
化
学
）
工
業
的
展
開
は
端

緒
段
階
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様

の
こ
と
は
、
鉄
鉱
山
地
区
で
あ
る
１
１
・
Ｃ
Ｈ
ク
リ
ー
ブ
ラ
ソ

ド
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
因
み
に
、
一
九
一
一
年
の
重
工

業
化
率
を
指
摘
し
て
お
け
ぱ
、
石
炭
・
鉄
鋼
・
造
船
・
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
（
一
二
二
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
（
一
二
二
二
）

○
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
○
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
．

の
四
大
産
業
だ
け
で
就
業
人
口
総
数
（
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
経
済
圏
に
編
入
さ
れ
た
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
ノ
ー
ス
ニ
フ
ィ
デ
ィ
ソ
グ
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
○
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
■

ヵ
ソ
バ
ー
ラ
ソ
ド
の
州
境
地
帯
を
含
む
）
約
八
五
～
九
〇
万
名
の
う
ち
三
六
～
三
九
万
名
１
－
四
二
～
四
六
％
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
２
）
　
一
八
九
一
年
の
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
主
要
都
市
の
就
業
人
口
構
成
　
　
第
１
５
表
に
お
げ
る
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
主
要
五
都

市
の
産
業
資
本
確
立
期
ｕ
一
八
四
一
年
の
総
人
口
は
ニ
ハ
万
二
千
人
で
あ
っ
た
が
、
重
（
化
学
）
工
業
化
成
熟
期
で
あ
る
一
八
九
一
年

の
そ
れ
は
五
五
万
八
千
人
と
三
・
四
四
倍
増
と
な
っ
た
。
こ
の
五
〇
年
問
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
人
口
増
は
前
掲
第
１
０
表
お
よ
び

後
掲
第
１
６
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
二
・
七
六
倍
で
あ
る
の
で
、
主
要
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
進
展
し
た
と
い
い
う
る
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
む
し
ろ
い
ず
れ
の
都
市
も
就
業
人
口
に
お
げ
る
か
な
り
高
い
近
代
工
業
化
水
準
と
重
（
化
学
）
工
業

化
水
準
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
主
要
五
都
市
に
お
げ
る
重
（
化
学
）
工
業
（
石
炭
・
機
械
・
造
船
・
化
学
・
鉄
鋼
）
化
の
進
展
と
い
う
点
で
は
ミ
ド
ル
ズ
ブ
ラ
（
鉄
鋼
業

依
存
型
で
石
炭
鉱
業
・
工
業
の
合
計
の
四
六
％
）
が
先
頭
に
位
置
し
、
　
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
ー
１
四
二
％
（
造
船
・
水
運
依
存
型
）
、
ゲ
イ
ツ
ヘ

ッ
ド
ー
１
四
二
劣
（
機
械
．
鉄
鋼
依
存
型
）
、
サ
ウ
ス
シ
ー
ル
ズ
ー
１
四
〇
％
（
造
船
・
水
運
依
存
型
）
、
　
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
ー
１
二
九
％
（
機
械

依
存
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
域
内
首
都
と
し
て
の
多
様
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
機
能
を
有
す
る
相
対
的
均
衡
維
持
型
）
と
い
う
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
最
大
都
市
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
で
さ
え
人
口
一
八
・
六
万
名
で
、
イ
ギ
リ
ス
（
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
を
除

く
）
の
第
二
二
番
目
の
都
市
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
重
（
化
学
）
工
業
地
帯
の
中
心
都
市
と
は
必
ず
し
も
思
え
た
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
特
に
、
タ
イ
ソ
の
両
河
畔
は
ほ
と
ん
ど
切
れ
目
の
な
い
工
業
と
諾
タ
ウ
ソ
の
ベ
ル
ト
ー
１
地
帯
と
た
っ
て
い
る
こ
と
の
反
映
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６
２
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で
あ
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、
と
思
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れ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
テ
ィ
ー
ズ
の
両
河
畔
に
っ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
工
業
立
地
と
り
わ
げ

重
（
化
学
）
工
業
立
地
が
河
畔
地
域
と
北
海
１
１
臨
海
地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
は
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
主
要
産
業
の
輸
出
依
存
構
造
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す
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あ
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。

さ
ら
に
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主
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都
市
就
業

人
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の
中
で
イ
ギ
リ
ス
階

級
杜
会
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顕
著
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家
事
使

用
人
の
高
い
比
率
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止
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す
べ
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あ
ろ
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。
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葉
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述
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北
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イ
ソ
グ
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葉
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一
次
大

戦
に
か
げ
て
の
〃
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ッ
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ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
〃
体
制
下
で
産
業
構
造

の
著
し
い
変
貌
を
経
験
し
て
き
た
。
し
か

も
、
そ
の
こ
と
ぽ
一
八
八
○
年
代
を
境
と

す
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
”
世
界
の
工

場
”
か
ら
”
世
界
の
銀
行
”
へ
の
転
換
に

も
拘
ら
ず
、
否
、
む
し
ろ
そ
の
影
響
を
或

る
程
度
う
げ
、
か
つ
究
極
的
に
そ
れ
を
乗

り
越
え
切
れ
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
当
面
の

段
階
に
お
い
て
そ
の
転
換
を
産
業
構
造
的

１
１
貿
易
構
造
的
に
支
え
る
う
え
で
か
た
り

決
定
的
で
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
さ

え
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
か
る
事

態
を
角
度
を
変
え
て
い
え
ば
、
北
東
イ
ソ

グ
ラ
ソ
ド
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
”
一

九
世
紀
末
大
不
況
”
に
お
げ
る
産
業
的
１
１

工
業
的
停
滞
の
影
響
を
最
も
わ
ず
か
に
し

か
う
げ
な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
意
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ソ
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Ｂ
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ニ
フ
ノ
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学
型

理
類

地
域

済
地

経
的

内域地小
ノ

類分区地

１４８ユ

比成構

！

・
ｈ
Ｊ

８１

比成構

１６８１

比成構

１
比

８
７
成

ユ
構

１
比

８
８
成

－
構

１９８ユ

比成構

１０９１

比成構

１
比

９
１
成

－
構

１２９ユ

比成構

１
比

９
３
成

ユ
構

成作出算てし用借を）３ｅｂａＴ（
５
６恥施

鴫

．
ｍ

ね，
、

ム
ナ
．
〃
し

力
正

。
訂

ら
は
。

蝸
り
す

肋
誤
示

　
な
を

ｗ
白
更

工
明
変

：
の
の

典
表
界

出
原
境

０
＠
＊

註

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）

味
す
る
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
最
後
に
、
一

九
世
紀
中
葉
以
降
の
地
域
類
型
別
人
口
動

態
を
簡
潔
に
概
観
し
て
お
き
た
い
と
考
え
’

る
。　

第
一
に
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
一
〇

年
毎
の
人
口
増
加
率
は
一
八
四
一
～
八
一

年
で
は
最
高
二
八
・
二
％
～
最
低
二
〇
・

四
％
、
八
一
～
一
九
一
一
年
で
は
同
様
に

一
七
・
三
％
～
一
四
・
三
劣
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
全
体
で
は
前
者
は
二
一
・
二
％
～

一
〇
・
○
％
、
後
者
は
一
二
・
Ｏ
％
～
一

〇
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
人
口
増
加
率
は
産

業
的
拡
張
を
反
映
し
て
イ
ギ
リ
ス
平
均
を

か
な
り
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
と
り
わ
げ
一
八
五
一
～
八
一

　
　
一
四
七
（
一
二
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
（
一
二
三
ハ
）

年
の
そ
れ
が
抜
き
ん
出
て
高
い
こ
と
は
こ
の
時
期
が
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
重
（
化
学
）
工
業
化
へ
の
最
大
の
飛
躍
期
で
あ
っ
た
こ
と

を
反
映
し
、
か
っ
ま
た
前
掲
第
１
０
表
で
確
認
し
た
よ
う
に
杜
会
増
１
１
純
流
入
の
第
二
の
、
し
か
も
最
期
の
ピ
ー
ク
と
も
一
致
す
る
。

そ
し
て
、
一
八
八
一
～
一
九
一
一
年
の
増
加
率
の
低
下
は
か
か
る
杜
会
増
が
皆
無
と
な
っ
た
こ
と
、
否
む
し
ろ
わ
ず
か
で
は
あ
る
が

杜
会
減
１
－
純
流
出
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
増
加
率
が
イ
ギ
リ
ス
平
均
よ
り
高
い
こ
と
は

自
然
増
１
１
出
生
率
の
高
さ
（
死
亡
率
に
－
か
な
り
の
差
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
就
業
人
口
に
占
め
る

炭
鉱
夫
比
率
の
異
常
な
高
水
準
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、
炭
鉱
夫
こ
そ
子
沢
山
家
系
な
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
一
八
八
一
年
ま
で
の
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
構
造
の
重
（
化
学
）
工
業
化
の
展
開
過
程
は
、
高
い
人
口
増
加
率
の

も
と
で
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
１
Ｖ
ｌ
Ｉ
都
市
．
工
業
地
域
へ
の
人
口
集
中
を
も
た
ら
し
た
。
一
八
五
一
年
と
八
一
年
と
を
対
比
し

て
み
る
と
、
域
内
人
口
増
二
・
三
倍
に
対
し
て
都
市
・
工
業
地
域
の
そ
れ
は
三
・
○
倍
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
域
内
人
口
に
占
め
る

都
市
．
工
業
地
域
の
比
重
は
四
四
．
四
％
か
ら
五
三
・
五
劣
へ
と
急
上
昇
し
た
。
こ
の
時
期
の
ｍ
１
１
石
炭
鉱
業
地
域
の
人
口
は
、
域
内

人
口
と
ほ
ぽ
同
水
準
の
増
加
を
示
し
、
三
〇
劣
水
準
を
維
持
し
た
。
１
１
１
農
村
・
農
業
地
域
は
、
域
内
人
口
急
増
の
中
で
人
口
増
減

の
ほ
と
ん
ど
た
い
停
滞
状
況
の
下
で
、
人
口
比
重
を
一
五
・
九
劣
か
ら
八
・
○
％
へ
と
半
減
さ
せ
、
１
１
１
－
鉱
業
・
農
業
併
存
地
域
は
、

北
部
ペ
ナ
イ
ソ
圏
両
地
区
の
鉛
鉱
業
の
七
〇
年
代
中
葉
ま
で
の
繁
栄
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ソ
ド
鉄
鉱
山
業
の
急
展
開
の
中
で
、
人
口
比
重

を
一
〇
．
二
劣
か
ら
七
・
八
劣
へ
と
減
ら
し
つ
っ
も
、
そ
れ
は
農
村
・
農
業
地
域
ほ
ど
激
し
く
な
か
っ
た
。

　
第
三
に
、
一
八
八
一
年
以
降
第
一
次
大
戦
ま
で
の
人
口
動
態
の
特
徴
は
、
域
内
移
動
と
く
に
農
村
・
農
業
地
域
お
よ
び
鉱
業
・
農

業
併
存
地
域
か
ら
都
市
・
工
業
地
域
お
よ
び
石
炭
鉱
業
地
域
へ
の
小
地
域
問
移
動
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
か
ら
第
一
次
大
戦
に
か
げ

て
の
イ
ギ
リ
ス
石
炭
鉱
業
の
未
曽
有
の
繁
栄
の
中
で
、
石
炭
鉱
業
地
域
の
人
口
比
重
は
二
九
・
○
％
か
ら
三
二
・
三
％
へ
と
三
・
三



劣
も
増
加
さ
せ
た
。
そ
れ
を
反
映
し
て
、
一
八
八
一
年
か
ら
一
九
〇
一
年
に
か
げ
て
、
都
市
・
工
業
地
域
は
人
口
比
重
を
五
三
一
五

％
か
ら
五
九
．
三
％
へ
と
五
．
八
％
も
増
加
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
〇
一
～
一
一
年
は
一
〇
・
七
万
名
も
増
加
さ
せ
な
が
ら
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
３
）

そ
の
比
重
は
二
・
八
％
減
の
五
六
・
五
％
へ
と
下
落
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
６
３
）
　
｝
◎
■
ｏ
ｏ
９
９
一
、
“
二
　
〇
Ｐ
蜆
◎
１
ｃ
ｎ
蜆
一

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
（
構
造
）
史
に
お
げ
る
第
一
段
階
の
艶
染
・
亙
於
卸
秦
基
軌
型
か
ら
第
二

段
階
の
石
炭
鉱
業
を
基
軸
と
し
た
重
（
化
学
）
工
業
化
段
階
へ
の
推
転
過
程
と
そ
の
到
達
点
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
・

　
最
後
に
、
若
干
の
論
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

　
第
一
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
既
に
示
竣
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
平
均
を
は
る
か
に
上
回
る
と
思
わ
れ
る
北
東

イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
輸
出
依
存
型
重
（
化
学
）
工
業
の
構
造
的
脆
弱
性
に
っ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
に

共
通
し
た
問
題
で
は
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
構
造
の
競
争
的
体
質
と
関
連
し
た
企
業
規
模
の
相
対
的
絶
対
的
小
観
模
性
・

さ
ら
に
就
中
、
そ
れ
ら
と
強
い
因
果
連
関
を
も
っ
長
期
的
視
野
を
も
っ
技
術
革
新
投
資
と
そ
の
持
続
性
の
著
し
い
弱
さ
お
よ
び
技
術

革
新
に
伴
う
作
業
組
織
の
再
編
を
め
ぐ
る
労
使
紛
争
を
忌
避
す
る
企
業
経
営
者
体
質
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
こ
と
が
・
イ
ギ
リ
ス

資
本
市
場
の
特
質
、
と
り
わ
げ
国
内
産
業
投
資
の
資
金
調
達
上
の
難
点
と
も
絡
ん
だ
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
・
か
か

る
弱
点
が
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
構
造
が
少
数
の
輸
出
依
存
型
重
（
化
学
）
工
業
に
著
し
く
偏
重
し
て
い
た
こ
と
と
重
畳
し

た
が
故
に
、
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
顕
在
化
を
一
層
の
促
進
要
因
と
し
つ
つ
、
第
一
次
大
戦
後
に
一
挙
に
露
呈
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
産
業
史
分
析
序
説
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
（
一
二
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
五
〇
（
一
二
二
八
）

　
最
後
に
・
本
稿
は
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
地
域
産
業
史
の
文
字
通
り
の
序
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
来
、
産
業
史
の
叙
述
に
は
生

産
力
構
造
、
労
使
関
係
、
労
働
運
動
や
政
策
過
程
の
分
析
を
重
ね
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
の
研
究
は
石
炭
鉱
業
を
除
い
て

そ
こ
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
。
ま
さ
に
能
力
の
限
界
と
い
う
他
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
稿
は
一
九
七
九
年
度
立
命
館
大
学
個
別
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
年
十
二
月
二
十
二
日
稿
）


